本書は、なくさないようにミ主意し、いつでも手に取ってみることができるようにしてください。 


お客様キ目談窓 □ 0120 -161 170 

本製品の取扱い、操作、 アフターサービスに ついてのご相談は、上 
記のお客様相談窓□にお気軽にお申し付けください。 

受付時間午前9 : 00〜午後7 : 00 

営業曰月曜日〜±曜日（日-祝日および当な（ブラザー販売 
(株)）休日は休みとさせていただきます。） 
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「詰め替え用リボン」は「当社指 
定品」をお使いください。当社指 
定以外のインクリボンをお使いい 
ただくと、故障の原因になります。 
(詳しくは、109、131ぺージ 
をご覧ください） 
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本書をよくお読みになつて製品をご利用ください< 
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親機に己日曲、テ機に3曲の着信メ□ディびセットさ 
れています。(陪85ページ） 

子機には、親機に登録されている日日曲の中からお好 
きなメ□ディを転送し、着信メ□ディとして使うこ 
とびでさます。（陪87ページ） 

※テ機は単音メ□ディです。 


./ディスプレイ 冷 

>() ネト•ッチホン•ディが三 



番号*名前表示、迷惑電話防止、非通知着信拒否、 
公衆電話着信拒否、着信先（親機/テ機）指定など 
の便利な着信対応び設定でさます （^7 □ページ）。 
かけてさた相手の番号と曰付を、後からディスプレ 
イで確認することびでさます。 

親機は54種類、テ機は8種類の鳴り分けびでさます。 


が夕踞巧がドレが懲 


す煤聞觸（トランシー1卜が 


みみ 



FAX 1日日日 VCLW をお使いの場合や、テ機を増設し 
ているときは、テ機どうしで通話（トランシーバー 
方式）びでさます（陪 '45 ページ）。 

子機の電話帳には電話番号び1日□件まで登録でさます。 
また、バックライト付の明るい液晶部分を見ながら 
簡単に検索することびでさます。 



通信結果や、 U ボンの残量などピクト（絵文字）でわかり 
やすくお知らせ。3行の液晶に表示されるメッセージと 
ピクトにしたびって設定び簡単に行えるようになってい 
ます（陪7ぺージ）。 



-最近かけた相手にかける . 

-最近かかってさた相手にかける . 

-受話器をとらずに受ける . 

-「は一い」と返事するだけで受ける . 

■ いろいろなかけかた-受けかた（モ機). 

. 名前で検索してかける . 

. テ機を置いたままかける . 

. 最後にかけた相手にかける . 

-埋続巧ダイヤル . 

. 最近かけた相手にかける . 

. 最近かかってさた相手にかける . 

. テ機を置いたまま受ける . 

■ 電話帳に営録する . 

-親機の電話帳 . 

. グループダイヤル . 

-テ機の電話帳 . 

-電話帳転送 . 

■八ンズフリーで電話を受ける . 

. 八ンズフ U —で電話を受ける . 

-八ンズフ U —着信を設定する . 

■通話のとをは . 

. 電話を取り次ぐ . 

. 通話を切り替える . 

-通話を録音する . 

-通話を保留にする . 

■内線で話す . 

-親機とテ機で話す . 

-テ機とテ機で話す（簡易テ機間通話） ........ 

-親機からテ機へ呼びかける . 

■留守番機能を利用する . 

-出かけるとさ . 

-帰ってさたとさ . 

■か出中の便利な使いかた . 

-暗証番号設定 . 

. U モつンアクセス . 

-留守録転送 . 

. ファクス転を . 

ファクス . 

■ファクスを送る . 

. ファクスだけをすぐに送る . 

. 話しをしてから送る . 

■ファクスを受ける . 

-自動的に受ける . 

. テ機で受ける . 

-電話に出てから受ける . 

. 本体のメ fU —にファクスメッセージを 
記憶する（メ f U —受信) . 

■いろいろな送りかた . 

-電話予約 . 

. ブイマー运信 . 

. 海外送信 . 

-占寸書送イ n . 

. メモ U —送信 . 

■ —括;关イ兰 

-送信設定の解除 . 


■ま全にお使いいただ<ために . 

[ Ha ご使用の前に . 

■付属品を確認する . 

■各部のち祿とはた5き（親機）""… 

-正面図 . 

I - 背面図 . 

•八ンドスキャナーの取り付け、取り外し 

-八ンドスキャナー . 

-操作パネル . 

I •ディスプレイ . 

■各部のち穂とはた S き（子機）""… 

-正面図 . 

-ディスプレイ . 

■親機を準備ずる . 

-原稿受けと記録紙トレイを取り付ける... 

-接続する . 

-回線種別をチェックする（自動） . 

-手動で回線種別を設定する . 

-接続に関する制限項目を確かめる . 

-記録紙をセットする . 

-記録紙について . 

■子機を準備する . 

-バッテ U —をセットする . 

I 充電する . 

I 親機のアンテナをのばす . 

-壁にかけて使用する . 

-テ機の設置、使用範囲を確かめる . 

■初期設定をする . 

-現在の曰付と時刻を設定する . 

-名前とファクス番号を登録する . 

-音量を設定する . 

■受信のしかた . 

-留守にするとさ . 

-家にいるとさ . 

■文字の入れかた（親機) . 

-入力でさる文字と入力制限 . 

-入力画面とボタン操作 . 

-入力例 . 

■文字の入れかた（子機) . 

-入力でさる文字と入力制限 . 

-入力画面とボタン操作 . 

-入力例 . 


電 iS. 

■基本的なかけかた-受けかた 

-ダイヤルボタンでかける（親機）. 

. 受話器をとって電話を受ける ....... 

-ダイヤルボタンでかける（テ機）. 

-テ機をとって電話を受ける . 

-保留にするとさ . 

-留守にするとさ . 

■いろいろなかけかた•受けかた（親機)… 

-名前で検索してかける . 

-受話器をとらずにかける . 

-最後にかけた相手にかける . 
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-八ンドスキャナーで読み取った内容を送信.…61 


■いろいろな受けかた . 63 

-親切受信 . 63 

- A 4 自動縮小受信 . 63 

-ポー U ング受信 . 63 


•□ヒー . 65 

■コピーする . 6已 

-こんなコピーびでさます . 65 

-コピーする . 66 

■八ンドスキヤナーを使う . 67 

-八ンドスキャナーでコピーする . 67 


69 


■ナンパーディスプレイを利用ずる… • 70 

-ナンバーディスプレイサービスとは . 70 

•ナンバーブィスプレイヴービスを設定する ..... 71 

-相手によって着信音を変える . 72 

-迷惑電話を防止する . 73 

-番号非通知の電話を拒否する . 74 

-公衆電話からの着信を拒否する . 74 

-着信拒否モニターを設定する . 75 

-キャッチホンディスプレイヴービスを利用する.. 7己 

-着信記録を利用する（親機） . 76 

-着信記録を利用する（テ機） . 77 

■キャッチホンを利用する . 78 

•キャッチホンを受ける（親機） . 78 

•キャッチホンを受ける（テ機） . 79 

■ダイヤルインサービスを利用する… • 80 

-ダイヤルインサービスとは . 80 

-ダイヤルインサービスの使いかた . 80 

-ダイヤルインサービスの設定 . 81 

■ その他のサービスを利用する . 82 

- I -ーン信号によるサービスを利用する ......... 82 


活用する . 83 

■原稿に合わせて調整する . 84 

-濃度の調整 . 84 

-原稿に合わせて画質を調整 . 84 

-原稿に合わせて濃度を調整 . 84 

■着信音と保留音を設定する . 8已 

-着信音 . 85 

■ 保 ra H . 〇5 

-テ機にメ□ディを転送する . 87 

■ 受信のしかたを設定する . 89 

. 着信回数の設定 . 89 

• 応答メッセージの設定 . 89 

-留守応答メッセージの選択 . 91 

-在宅応答メッセージの切替え . 91 

•メッセージの録音時間の設定 . 91 

-留守録モニターの設定 . 91 

■モーニングメ □デイを設定する . 93 


■ レポート、リストを印刷する . 9已 

-送イ言レノザ ー S . 95 

-通信管理レポート . 95 

. 電話帳 U スト . 95 

-設定内容 U スト . 95 

-メモ U —使用状況 U スト . 97 

• 消耗品才ーターシート . 97 

-一括送信レポート . 97 

-機能案内 U スト . 97 

■ ディスプレイの明るさを設定ずる •…. 98 

■ 他の機器を接続して使う . 99 

. パソコンと接続する場合は . 99 

■ ドアホンを使5 . 100 

I . ドアホンを接続する . 100 

. ドアホンに応答する . 101 


103 


■子機のバッテリーを交換する . 104 

■お手入れのしかた . 10已 

. 本機を清掃する . 105 

-原稿読取部を清掃する . 105 

-記録部を清掃する . 106 

■紙がつまった S . 107 

. 原稿びつまったとさは . 107 

. 記録紙びつまったときは . 108 

■リボンが少なくなった S . 109 

. U ボンカート U ッジを交換する . 109 

. U ボンを交換する . 111 

■停電になったとまは . 112 

■エラーメッセージが表示された S .. 113 

■故障かな？と思った S . 116 
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■まな仕様 . 129 
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■索引 . 134 






















































































本製品を^り扱ラ上で知っておくと便利 
な内容を示しています D 

参記号は「しなければいけないこと（指 
示）」を意味しています。図中のイラスト 
は、具体的な指示内容を示しています。（左 
の例はプラグをコンセントから抜くこと 
を意味しています。） 

「火気に近づいてはいけないこと」を示し 
ています。 

「水場で使ってはいけないこと」を示して 
います。 

「しなければいけないこと」を示していま 
す。 


誤った取り扱いをすると、人び傷害を負っ 
たり、物的損害の発生び想定される内容を 
7 J \ します0 

〇記号は「してはいけないこと襟止）」 
を意味しています。図中のイラストは、具 
体的な禁止内容を示しています。（左の例 
は分解禁止を意味しています。） 


「してはいけないこと」を示しています。 


「さわってはいけないこと」を示しています。 


「分解してはいけないこと」を示しています。 


「電源プラグを抜くこと」を示しています。 


「<お客様へのお願い〉- 

• 本機は、情報処理装置など電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づく、クラス B 情報技術装置で 
す。本機は、家庭環境で使用することを目的としていますび、本機びラジオやテレビ受信機に近接して使 
用されると、受信障害を引さ起こすことびあります。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 
•本製品は、厳重な品質管理と検査を経て出荷しておりますび、万一不具合びありましたら、「お客様相談 
窓□日12日-161170」までご連絡ください。 

• お客さまや第王者び、本製品の使用の誤り、使用中に生じた故障、その他の不具合、または本製品の使用 
によって受けられた損害については、法令上賠償責任び認められる場合を除さ、当社は一切その責任を負 
いませんので、あらかじめご了承ください。 

• 本製品の設置に伴ラ回線工事には、工事担任者資格を必要とします。無資格者の工事は違法となり、また 
事故のちととなりますので、絶対におやめください。 

• 電話帳に登録した内容、メモリーに受信したファクスなどで重要な情報は、 iES ずプリントして保管してく 

ださい。 情話帳に登録した内容をプ U ントする^95 ぺ一义 メ fU - に受信したファクスメッセージ 
をプ U ントする陪56ページ） 

本製品は、静電気-電気的ノイズなどの影響を受けたとさ、誤って使用したとさ、または故障*修理•使 
用中に電源び切れたとさに、メモ U —に記憶した内容び変化-消失することびあります。これらの要因に 
より本機のメ fU —に記憶した内容び変化-消失したために発生した損害について、当社は一切その責任 
を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 

《取扱説明書など、付属品を紛失した場合は、お買い上げの販売店にてご購入いただくか、ダイレクトクラブ 
(陪] 3日ページ）へご注文ください。 


安全にお使いいただくたゆに 


このたびは本製品をお買い上げいたださましてまことにありびとラございます。 

この「安全にお使いいただくために」では、お客さまや第王者への危害や損害を未然に防ざ、本製品を安全にお使 
し、しすこだくために 、守っていたださたい事項を示しています D 


表示と記号の意味は次のようになっています。いつわ快適な状態で安全にお使いいただけるよう、内容をよくご 
理解いただいてから、本製品をご使用ください。 


A 

警告 


誤った取り扱いをすると、人び死こまたは 
重傷を負ラ可能性びある内容を示します。 


誤った取り扱いをすると、本製品の本来の 
性能を発揮でさなかったり、機能停止をま 
ねく内容を示しています。 


M 處 ® 0 〇 





■ 設置、配線についてのご注意 


安全にお使いいただくたゆに 


A 警告 


•風呂場や加湿器のそばなど、湿 
度の高い場所には設置しない 
でください。 

故障や変形、火災の原因となり 
ふ 5：^ 〇 



•電源コードや AC アダプターを 
抜くとさは、コードを引っぱら 
ないで < ださい。 

めれた手で電源コードや AC ア 
ダプターを抜さ差ししないで< 
ださい。 

感電ややけどの原因となります。 



•たこ足配線はしないでください。 
電源 コー ドや AC アダプターの上 
に重いものをのせたり、コードを 
たばねたりしないで<ださい。 
火災の原因となります。 



•バッテ U —は必ず専用のわのをお使いください。 
•バッテ U —を指定外の機器に使用しないでくださ 
い。 

•専用の充電器を使用してください。 



〇 


•国内のみでご使用くだ 
さい。海外ではご使用に 
なれません。 

電源は AC] 日日 V 己日 Hz 、 また 
は 6 日 Hz でご使用ください。 

それ外の電源電圧でご使用に 
なると、火災や感電、故障の原 
因となります。 


A ま意 


下の場所には設置しないでください。故障や変お、乂災の原因となります。 


•直射曰光のあたるところや暖 
房設備のそばなど、温度の高い 
場所 



参ぐらついた台の上や傾いたとこ 
ろなど、不安定な場所 



•調理台のそばなど、油飛びや湯 
気のあたる場所 



•電源コードや AC アダプターはコンセントに確実に差し込んでください。（本機には電源スイッチび付いてい 
ません。） 

雷びはげしいとさは、電源コードや AC アダプターをコンセントから抜いてください。（電源コードは抜さやす 
し作斤に差し込んでください。） 








/ j \ ま意 


ブランチ接続（並列接続）はしないでください。 

ブランチ接続（並列接続）をすると、(下のような支障びあり、正常に動作でさなくなります。 

参ファクスを送ったり受けたりしているときに、並列接続されている電話機の受話器を上げるとファクスの画像び乱れたり 
通信エラーびおさることびあります。 

参電話びかかってさたとさ、並列接続されている電話機のベルび途中で鳴りやんだり、相手びファクスのとさに受信でさな 
いとさびあります。 

参コードレスタイプの電話機を接続すると、テ機び使えなくなる可能性びあります。 

参本機で保留にした場合、並列電話機では本機の保留状態を解除でさません。 

参並列電話機から親機やテ機への転送はでさません。 

参ナンバーディスプレイ、キャッチホン、キャッチホンディスプレイ、ダイヤルインなどのサービスび正常に動作し 
ません。 

参パソコンを接続すると、本機び正常に動作しない場合びあります。 




ブランチ接続（並列接続）とは 

一つの電話回線に複数台の電話機を接続することです。 



お願い 


•本機をお使いいただける擇境は次のとお 
D です。 

温度：曰〜3曰で 
湿度： 4曰〜80% 

•本機を正し <巧用し性能を維持するため 
に、設置スぺースを確巧してください。 



•電液障害時の巧処 

本機のおくに置いたラジオに雑音び入ったり、テ 
レビ画面にちらつさやゆがみび発生したりする 
場合びあります。本機の電源コードをコンセント 
からいったん抜くことにより、ラジオやテレビな 
どび正常な状態に回復するよラでしたら、次のよ 
ラな方法を試してください。 

-本機をテレビなどから遠ざける。 

-本機、またはテレビなどの向きを変える D 


参な下のような場所には設置しないでください。 
K 障や変お、义災の原因とな D まず。 

-テレビ、ラジオ、スピーカー、こたつなど、 
磁気の発生する場所 

-いちじるしく低温な場所、急激に温度び変化 
する場所 

-クーラー、換気□など、風び直接あたる場所 
-ホコ U 、 鉄粉や振動の多い場所 
-換気の悪い場所 

-揮発性可燃物やカーテンにおい場所 

参電源コンセントの共用にはごを意ください。 

複写機などの高電圧機器と同じ電源は避けてく 
ださい。 



III 






■ 使用ずる際のご注意 


安全にお使いいただくたゆに 


A 警告 


そのまま使用すると故障や乂災、感電の原因となります。 


•分解、改造をしないでくださ 
し、修理などは販売店にご相談 
ください。（法律で罰せられる 
ことびあります。） 



•本機の上に水、薬品などを置か 
ないで < ださい。 



•充電端テを金属でショートさせ 
たり、金属の異物を入れないで 
ください。 



•煙び出たり、変なにおいびした 
とさは、すぐに電源コードや 
AC アダプターをコンセントか 
ら抜いて、販売店にご相談くだ 
さい。 



•本機を落としたり、破損したと 
さは、電源コードをコンセント 
から抜いて、販売店にご相談く 
ださい。 



♦異物び入ったとさは、電源コー 
ドやバッテ U —をはずして、販 
売店にご相談ください。 



けがをするおそれがあ0ます。 

•さわらないで<ださい。 



バッテリーについて 

•液漏れしたときは、液び目に入 
らないようにしてください。液 
び目に入ると、失明のおそれび 
あります。もし目に入ったら、 
こすらずにされいな水で充分 
洗った後、直ちに医師の治療を 
受けてください。 



•分解、改造をしないでください。 •バッテ U —を加熱したり、火中 

•バッテ U —端テをショートさせ に投げ込まないでください。 


ないで < ださい。 

•コードの被覆や保護フイルムを 
はびしたり、傷をつけたりしない 
で < ださい。 




•バッテ U —をテ機から取り出して充電しないでください。 

•温度の高いところでは充電しないでください。 

•金属製品と一緒に保管しないでください。 

•バッテ U —の極性 （+/-) を間違えないよラに入れてください。 
♦電子レンジや高圧容器に入れないで<ださい。 


0 
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/ j \ ま意 


•火気を近づけないでください。 
故障や火災-感電の原因となり 
ます。 



•テ機を壁掛けにするとさは、落下 
のおそれびあり、ケガの原因とな 
ることびあるので、確実に取り付 
け•設置してください。（陪1日 
ぺージ） 



•長期間不在にするとさは、安全 
のため電源コードをコンセント 
から抜いてください。 


•本機を移動するときは、アンテナ 
を短くたたんでください。誤ってア 
ンテナび目にあたって、ケガや事故 
の原因となることびあります。 



•記録へッドは発熱している場 
合びあります。手び直接記録 
へッドにさわらないようにし 
てください。 

また、カバーを閉めるとさに指 
などをはさまないよラに注意 
してください。 



•待機中はテ機のスピーカーには絶 
巧に耳を近づけないでください。 
突然べルび鳴って、事故ゃヶガ、難 
聴の原因となることびあります。 



•テ機のスピーカーには磁石び使わ 
れています。金属片などを吸いつ 
ける可能性びありますので、金属 
片（ステープラーの針、びびよラ、 
針など）びついていたら取り除い 
てご使用ください。 



ノ V ンドスキヤナーについて 

•八ンドスキヤナーを落としたり、ぶつけたりしないでください。落下によりガラ 
スび割れて、ケガの原因になることびあります。 

•乳幼児の手び而れないところに置いてください。 

•水のおくには置かないでください。 


•読み取り面のガラスび巧れたり、□ーラーの中にゴ S び入り 
込むおそれびあるので、糸くずやゴミ、ホコ U のあるよラな 
巧れた机や原稿の上では使用しないでください。 


0 


•落下、衝撃を与えないでください。 

•動作中に電源コードを抜いたり、開閉部を開けたりしないでください。 

参本機の上に重いわのを置かないでください。 

•室内温度を急激に変えないでください。装置内部び結露するおそれびあります。 

•指定外の部品は使用しないでください。 

•原稿排出の妨げになりますので、本体前方には物を置かないで<ださい。 

•海外通信をご利用の際、回線の状況によっては正常な通信びでさないとさびあります。 

• NTT の支店•営業所から遠距離の場合には、お使いになれないことびありますので、最寄りの NTT 
の支店•営業所へご相談ください。 （11 6番） 

•本機に貼られている注意ラベル類ははびさないでください。 






■ 停電になつたとを (腐]12ぺージ) 


安全にお使いいただくたゆに 





停電時のデータについて 
消去されないデータ 

電話帳（親機、テ機)、各種登録•設定内容、着信記録（テ機)、発信記録（テ機） 

数時間 lU 上たつと消去されるデータ※ 

着信記録（親機）、発信記録（親機）、通信管理レポート、受信メモ U —文書、録音されたメッセージ、 
モーニングメ□ディ設定内容 

停電おすぐ消去されるデータ 

送信文書 

半日(上停電び続いたとさは、日付び正しく表示されないことびあります。再設定をしてください。 
(陪] 7ぺージ） 

※ただし、停電前に連続]週間 iU 上、電源び入った状態にしておく必要びあります。 


本機は AC 電源を必要としているため、停電時は親機わテ機わ使用 
でさなくなります。停電時に備えて、あらかじめ停電用電話 （ AC 電 
源を必要としない電話機）をご用意いただくことをおすすめします。 
停電用電話機を親機の停電用電話機接続端テに接続すると、停電時に 
停電用電話機を使って電話をかけたり受けたりでさます。 



■ コピーについて 

参法律で禁止されているもの（絶巧にコピーしないでくだをい） 

-紙幣、貨幣、政府発行有価証券、国債証券、地方証券 
-外国で流通する紙幣、貨幣、証券類 
-未使用の郵便切手や官製はがさ 

-政府発行の印紙、および酒税法や物品税法で規定されている証券類 

参着作権の友るらの 

-著作権の目的となっている著作物を、個人的に限られた範囲内で使用するじ(外の目的でコピーすること 
は、禁止されています。 

• その他を意を要するちの 

-民間発行の有価証券（株券、手形、ル切手)、定期券、回数券 

-政府発行のパスポート、公共事業や民間団体の免許証、身分証明書、通行券、食券などの切符類など 


■ 記録紙について 



• A 4 サイズ(外の紙、しわ、折れのある紙、 
湿っている紙、一度記録した紙の裏などは使 
用しないでください D 

•記録紙の保管は、直射日光、高温、高湿を避 
けて < ださい。 
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付属品を確認する . 

各部の名称とはた!5き（親機） . 

厕図 . 

麵図 . 

八ンドスキャナーの取り付け、取り外し . 

八ンドスキャナー . 

操作パネル . 

ディスプレイ . 

•表示の見かた . 

•メッセージの見かた . 

各部の名称とはた!5き（子機） . 

厕図 . 

ディスプレイ . 

親機を準備する . 

原稿受けと記録紙トレイを取り付ける . 

接続する . 

回線種別をチェックする（自動） . 

手動で回線種別を設定する . 

接続に関する制限事項を確かめる . 

記録紙をセットする . 

記廊紙につしに . 

子機を準備する . 

バッテ U —をセットする . 

充電する . 

親機のアンテナをのばす . 

壁にかけて使用する . 

テ機の設置、使用範囲を確かめる . 

初期設定をする . 

現在の日付と時刻を設定する . 

名前とファクス番号を登録する . 

ち量を設定する(キー確認音、着信音量、スピーカー音量、受話音量) 

受信のしかた . 

留守にするとさ . 

•自動で受ける . 

家にいるとさ . 

•電話もファクスも適度に使ラ . 

•ファクスのとさは着信音を鳴らさず受信する . 

•主に電話として使ラ . 

文字の入れかた（親機） . 

入力でさる文字と入力制限 . 

入力画面とボタン操作 . 

入力例 . 

文字の入れかた（子機） . 

入力でさる文字と入力制限 . 

入力画面とボタン操作 . 

入力例 . 
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付属品を巧認する 


箱の中に次のものびそろっているか確認してください。 

万一不足しているものびあったり、取扱説明書に乱 T 、 落 T びあったときは、「お客様相談窓 □ 日12日-1611 70 J 
にご連絡ください。 



本体1台（八ンドスキャナー•リボンカートリッジセット済） 

お試し用インクリボン 



リボンカートリッジ 


受話器 




※本体の中には A 4 サイズで約 
30枚か印刷可能な「お試し 
用インクリボン」を取り付 
けたリボンカートリッジが 
セットされています。 



※開封時は、組み合わされて 
います。設置するときは、 
取り外してください。 

原稿受け1個 



子機1台 


i 


子機巧電器1台 



子機用バッテリー1個 子機用 AC アダプター1個 




壁掛け用木ネジ2本 
日ぺージ） 

子機用バッテリーカバー1個 

《 FAX-1000VCLW には2台分の子機（および子機の付属品）び同個されています。 


取扱説明書1部 
保証書1部 


設置ガイド1部 
記録紙 ( A 4) 




製品に付いている保護材や青いテープなどは、設置前にはびしてください。 


ご使用の 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 


2 






各部のを称とはたらき巧見機) 


正面図 


•背面図 


タスト カバー 


り京稿到す J 

こ原稿挿入 □ ; 

原稿をセツトします。 

こ記録紙カバ-: 
C 7 ィク ^ 

(^受話器 ； 

r 受話器コード: 



原稿排出 □ 


八ンドス丰ヤナー 




イ言己録紙トレイ_ 

記録紙をセツトします。 

く記録紙挿入 □ 

で原稿ガィド ノ 

原稿のサイズに合わせます 

で記録紙排出 □ ノ 

<7ンテナ : 

テ機の音質びよくないと 
さに方向や長さを調整し 
よ9 〇 

く操作パネル 

陪己ぺージ 


\ レバ— _ ノ 

上カバーを開けるとさに 
持ち上げます。 


H 




電源コード ) —— ' 

回線接続端子 ) — 

話機コードを接続します。 



丸受話器接続端子 ) 

受話器コードを接続します。 


< 停電用電話機接続端子 j 

停電になったとさ、 AC 電源を必要と 
しない電話機を接続します。 

※停電時じ(外は使用しないでください。 


i 保守用端子 ) 

保守用の端テです。 
さわらないで<ださい。 














電話 フアクス n ピ— 


オプシヨ 














/ 、 J ,1 、 —^ 人 I ■一 I_I ソ VJX / V — \ / \ / 、 / 一 

で電話を受けるとさに使用します。 （^41 ページ） 

















リボン残量 - 通信結ま 


こんな 

とさには 


付 録 


フアクス 


活用ずる 


5 













の 

子機 


^呆留/子機ボタン ) 

電話を保留にしたり、テ機を呼び出すとさに押します C 
(陪44, 45ぺージ） 


スピン ^スヒ—力—ホンボタン_ ) 

^ 受話器を持たずに通話するときに押します。 

(陪29ぺージ） 


再ダイヤル 

〇 

ポーズ 


^巧夕っヤ J レ/ 乂ゾ it ' タソ） 

最後にかけた相手にかけ直したり、発信記録を表示するとさ（心29、3□ページ） 
ダイヤル番号入力時にポーズを入れるとさ （^24 ページ）に押します。 


(〇 う〜こ 9 wL )、 （もん（も号 2) 



( ダイヤルボタン ; 

ダイヤルするとさや文字を入力するとさに 
使用します。 


* 卜ーンボタン 


卜一^^ 一時的にプッシュホンサービス（ I -ーン信号によるサービス）を利用するとさに押し 

ます。（陪82ぺージ） 

I 戻しボタン _； 

録音された前のメッセージを聞くとさ（陪48ページ）に押します。 

C ~ 送0ボタン) 

viv 録音された次のメッセージを聞くとさに押します。（陪48ページ） 


( fii ) 

V 留守ノ 


^留守ボタン _ 

留守 f ー ドにするとさ押します。 
(陪47ぺージ） 


、再生/録音ボタン ) 

メッセージを再生するとさ （^48 ページ）、または通話を録音するとさ 
(陪43ぺージ）に押します。 


^消去ボタン/夺ャッチボタン^ 

メッセージ（陪48ぺージ）、着信記録（陪76ぺージ）、発信記録（陪3□ぺージ） 
または電話帳に登録された内容を消去するとさ （^33 ページ）に押します。 

また、キャッチホンを使うとさに押します。（陪78ページ） 


電話 ファクス n ピ—オプ^い^ス活用ずるマ」：； J ホ付録 







ディスプレイ 


現在の状態やメッセージ、操作手順などを表示します。通話をしていない状態では、次のように「待ち受け画面 =」 
び表示されています。表示の内容と意味は次の通りです。 


表巧の見かた 


〈ピクト（絵文字）〉 

リボンの残量び表示されまず。 
い赛109ぺージ） 


闺巧 


文字入力が巧能なとき、または電話帳で検索ずる 


國图 とき、國/图のどち5かび点好しまず。 
降23, 29ぺージ） 


贷 


ファクス転を 


◎ 


八ンドスキヤナーを使用しているとき、または本 
体か5外れているときに点なしまず。 

モーニングメ□デイを設定しているときに点なし 
まず。 

ファクス転送を設定しているとき、または留守モー 
ドでリモコン設定を ロアクス： ON 」 に設定していると 
きに点好します。また、このときメモリーにファク 
スメツセージを記憶していると点滅します。 

(陽己1ぺージ） 

ファクス通信び正常に終了したときに点なしまず。 
(次に何か操作を行うと消なしまず。） 


vs ) ファクス通信び正常に終了しなかつたときに点な 
しまず。（次に何か操作を行うと消なしまず。） 


融!國图巧り贷画國袋)贷 

0 2年12月24日15:37 


(待ち受け画面） 


現在の日付と 
0寺刻び表示されまず。 


ゾッ セージの 見かた 


現在設定されている機能、選択している内容、次の手順へ進む方法、選択の方 
法についてのメッセージを表示します。ち下の例では、現在「親切受信び ON 
に設定されている」ことと、「設定を変更するには、で選択しで確定 
(決定）する」ことを示しています。 


H 

シンセツシ' ュシン： ON 
▲ ▼テ'' センタク/カクテイ 


このように、メッセージに従って簡単に各種機能を設定-登録すること 
びでさます。 

設定-登録のとさは、メッセージに従って©を押して設定したい内容 
を表示させます。 

設定したい内容び表示されたら、"ろ""を押して設定内容を確定させます。 
(または、 （0 リ〜け心で、表示されている番号を押します。） 



m 

1 . シヨキトウロク 
▲▼テ'' センタク/カクテイ 


咖 


センタク/カクテイ 


m 


ぶ 


センタク/カクテイ 


咖 

4. セツテイカイジョ 
▲ ▼テ'' センタク/カクテイ 


ご使用の 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴービス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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^スピーカーと受話口 

着信音や相手の声び聞こえます。 


^子機間通話ボタン ) 

テ機同±で通話するとさに押しま 
す。（豚45ぺージ） 



し再ダイヤル / P / 文字切替ボタン> 

最近かけた相手にわう一度ダイヤル 
したり、ダイヤルするとさにポーズ 
を入れるとさ、文字入力の種類を変 
えるとさに押します。 



ぶ電話帳 



C 保守用端子 _ ) 

保守用の端テです。さわらないで 
ください。 



再ダイ WIN 
/ P / 文き切替 


機能/確定 


i 了イ乂プレイ ) 

操作手順や本機の状態、メッセージ 
などび表示されます。 


^マルチセレクトボタン ） 

ディスプレイの項目を選択するとき、 
電話帳を表示するとさ、文字入力で 
カーソルを動かしたり、音量を調整 
するとさに使用します。 


、内線/クリア/ 


卜ーソ tU タン / 

ダイヤル回線のとさ一時的にプッシ 
ュホンサービスを利用するとさに押 
し9 〇 

( スヒー乂 J 一 tK ソ tK タン / 


テ機を持たずに通話するときに巧します。 


けも责無香)し切 


〇) ¢12) (§) 
@)感 

•- 

@) @)感 

"―ン 

额 dg ) 麵 


タャッチ 
着信記録 



^機能/確定ボタン ) 

機能を設定するとさ、設定内容を決 
定するときに押します。 


^ダイヤルボタン J 

ダイヤルするとさ、文字を入力する 
とさに押します。 


<夺ャツチボタン ； 

キャッチホンを使うとき、着信記録を 
表示するとさに押します。 



各部のを称とはたらき（子機) 


正面図 





要を電 


録 

入力でさる文字の種類び表示されます。 

英：アルファベット（大文字、ル文字)、数字び入力できます。 

カナ：半角カタカナび入力でさます。 


バッテ IJ 一 残量び少なくなると表示されます。 
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さ、し 

にとさ押 は 
さ るとにに中。 
と するささ電す 
る にすとと充ま 
け。留話する。い 
かす保通消切すて 
をまをでを。をまし 
話し線線字す話しな 
電押外内文ま電押点 


ア 



電話ファクスコピ—オプ貨ス活用ずる，詔-」ホ 























巧機を準備する 



記録紙トレイと原稿受けを巧り付ける 


2片方を先にセットする 



記録紙 カバー 
を開ける 



夕内側に押しながら 
ットする 

グ4記琴紙 



6外側にひろげて 
原稿挿入□に 
セットする 


カバーを 

閉じる 


取り付ける向き 


原稿受けび記録紙トレイに 
当たっている 


5記録紙 

トレイを起こす 


騰する 





受話器コード、電話機コード、電源コードの順に接続します。電源コー 
ドをコンセントに接続すると続けて、回線種別の設定び行われます。 
(必ず、下記の手順にしたびって接続してください。接続の順番を間違 
えると、回線種別の設定び正しく行われないことびあります。） 


〇 


受話器コードを接続する 


電話機コード 
(6 極2芯） 

:付属品 


'電話 コンセントがモジュラー式ではないとき 

3ピンプラグ式の場合は、市販のモジュラーがき 
電話车ャップを購入してください。 


〇 電話機コードを接続する 
@電源コードを接続する 


直接配線まの場合は、別途工事が必要です。 

最寄りの NTT 窓 □( 116番)じお問い合わせください。 


嗅 C 


0= 


y 


付属品の電話機コードをご使用にならない場合も、6極2おの電話機コードをお使いください。6極4 
おの電話機コードをご使用になると、通話中に雑音が入ることがあります。 


(接点2個） 


X 


(接点4個） 


ドアホンに接続する場合は100ぺージを、パソコンじ接続する場合は99ぺージをお読みください。 


ご使用の 


電話 ファクス n ピ—オプ^ョ " iv 活用ずるぶ s -」 ホ付録 
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回線種別をチェックする（自動） 

電源コードをコンセントに接続すると、自動的に電話回線の種別をチェックし、設定 
しよ5 〇 


チェックしているとさ 


H 

カイセンチェックチュウ 


r テ'''ノワキ ]- K ヲセツソ''クシテクタ''サイ」 と表示されたときは、 
電話機コードを接続し直してください。そのままにし 
ていると回線の半!]断ができません。 

構内交換機など一般と異なる回線につないでいると 
きは、自動設定できないときがあります。 

回線によっては自動で正しく判別できないときがあり 
ます。そのときは、手動で回線種別を設定してくださ 
い。（《^12ぺ-ジ） 


成功したとき 


失敗したとき 


チェック終了 


in 

PB カイセンテ'' ス 



「回線種別」の設定が終了すると時計表 
示になります。 


チェック終了 


咖 

カイセンシュへ'' ツカ'' 

セツテイテ'' キマセンテ'' シタ 


自動的にチェックできなかったときに表 
示されます。手動で回線種別を設をして 
ください。12ページ） 

r カイセンシ]へ''ツヲセリテイシテクタ''サイ」や r カイセンセッ 
テイシテクタ''サイ」 と表示されている時も同様 
に手動で回線種別を設定してください。 



リボンカウンタについて 

• 本機は化荷時に、約30枚分を印刷できる「お試し用インクリボン」があらかじめセットされています。 


10 















• 手動で回線種別を設定する 


電話回線に何らかの問題びあり、自動で回線を種別でさないことびあります。「カイセンシユ V ツカ''セツテイテ''巧センテ''シタ」ま 
たは「カイセンシュ/ V 'ツ升ッテイシテクタ''サイ」というメッセージび表示されたときは、次の手順で設定してください。 



利用している電話回線の種別は次のようにして調べてください。もしもわからないとさは、最寄りの NTT の支店、 
営業所または NTT 窓 □ (1]6:無料）にお問い合わせください。 


今までお使いの 
電話機が押しボ 
タン式のとき 

ダイヤルしたとさに 受話器か 
5「ピッポッ パ」という音び 
聞こえる 

プッシュ回線です。 [ PBJ に設定してください。 

ダイヤルしたとさに 受話器か 
5「ピッポッ パ」という音び 
聞こえない 

本機から「117」（時報）にかけて、かからなかったときは 
「]日 PPS 」 に設定してください。 

本機から「117」（時報）にかけて、かかったときはに日 
PPS 」 に設定してください。（そのままご使用ください。） 

押しボタン式 

今までお使いの 
電話機が回転夕’ 
イヤル式のとさ 

物 

回転ダイヤル式 

本機から「117」（時報）にかけて、かからなかったときは「]日 PPS 」 に設定してください。 

本機から「117」（時報）にかけて、かかったときはに日 PPSJ に設定してください。（初 
めは「2日 PPS 」 に設定されているので、そのままご使用いただくことびでさます。） 


ご使用の 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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親機を準備する 

•接続に関する制限事項を確かめる 


ブランチ接続（並列接続）はしないで<だをい 


構内交換機 （PBX)、 ビジネスホン、ホームテレホンなどをお使いになる場合は、各製造メーカーまたは販売店に 
お問い合わせください。また、接続する場所によっては「ナンバーディスプレイサービス」がご利用になれないの 
で、「ナシ」に設定してください。(陪71ぺージ） 

例）構内交換機 (PBX ) の場合 





ビジネスホンとは 

電話回線を2本 iU 上持っていて、その回線を多くの電話機で共有でさる、内線通話などち可能な簡易交換機です。 

ホーム テレホンとは 

電話回線1本で複数の電話機を設置でさて、内線通話などち可能な家庭用の簡易交換機です。 


ブランチ接続（並列接続）をすると、(下のような支障びあり、正常に動作でさなくなります。 

-ファクスを送ったり受けたりしているときに、並列接続されている電話機の受話器を上げるとファクスの画像び乱れた 
り通信エラーびおさることびあります。 

-電話びかかってさたとさ、並列接続されている電話機のベルび途中で鳴りやんだり、相手びファクスのとさに受信でさ 
ないとさびあります。 

-コードレスタイプの電話機を接続すると、子機び使えなくなる可能性びあります。 

-本機で保留にした場合、並列電話機では本機の保留状態を解除でさません。 

-並列電話機から親機や子機への転送はでさません。 

-ナンバーディスプレイ、キャッチホン、キャッチホンディスプレイ、ダイヤルインなどのサービスび正常に動作しません。 
-パソコンを接続すると、本機び正常に動作しない場合びあります。 


NTT へ 



NTT へ 1階. 2階 



構内交換機 （ PBX )、 ビジネスホン、ホームテレホンなどに接続ずる場合 


"^ス活用ずるこ説」度 


付 録 
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記録紙をセットする 

記録紙トレイに記録紙をセットします。 


2巧刷面を裏向きにして、 
it をよくほぐしてセットする 


記録紙カバーを 
開ける 



記録紙トレイ 


ミ記録紙 カバー 
を閉じる 


巧 


補足 


4ダストカバーを取り付ける 



紙をほぐさず(こセットすると記録紙が正常(こ送られないことがあります。 

紙づまりを防止するため、巧用りされた用紙をためないよう取り除いてくださし^。 


ご使用の 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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親機を準備する 



記録紙について 


用紙の厚さとサイズび適当な、市販されている普通紙、またはコピー用紙を使ってください。 


用紙のサイズと紙厚 


• 用紙サイズ 

A 4 サイズ （2] 0 X 297 mm ) 

• 重量 

64 g / m 2 (己己 kg 紙）または8 ] .4 g / m 2 (70 kg 紙） 

用紙の厚さによってセットでさる枚数び異なります。 
64 g / m 2 の用紙であれば約日日枚、8 ] .4 g / m 2 の用紙で 
あれば約3日枚セットできます。 

※この取扱説明書に使用されている用紙は 64 g / m 2 
(己己 kg 紙）です。 


使用でさない紙 


次のような用紙をセットしないでください。用紙びつまつ 
たり、故障の原因になります。 

• そり、折れ、しわのある用紙 
• 穴、破れのある用紙 
• 薄くてやわらかい用紙 
• つるつるすべる用紙 

• 感熱紙、アート紙のように表面び加工された用紙 
• 新聞広告 

• すでに印刷されている用紙（裏紙） 


電 

話 


フアクス n ピーオプ^い^ ス 活用ずるこ；； ホ 付録 


ご使巧の 
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が属の壁かけ用 
木ねじに本）を壁 
か柱に取りがけて 
充電器をセットし 
てください。 


♦壁にかけてほ用する 



目 0 mm 




み 



パツテリーを 
セットする 






差し込む 


セットする 


@バッテリーコードを巧し込みながら、カバー 
を閉める 



する 


はじめてお使いいただくとさは、 
必ず1日時間じ Lb 充電してください, 


• バッテリーを覆つている保護フィルムを 



n 

はがさないで<ださい。 





差し込む 



溝に固をする 


Q 


AC アダプターをコンセントに差し込み、 
子機をセットする 

ダイヤル面を前に向ける 
差し jA む 




※バッテリ-のコ-ドをはさまないようにを意する。 


充電器に子機をセットするとディスプレイに 
「グ1ウ r ン」と表示され、@が点なします。バッテ 
リーの容量が少なくなっているときは、充電器に 
セットしても r グ1ウド''ン」と表示されなかったり、 

が点なしないことがありますが、しばらく充電 
すると表示されます。 

いっぱしなで充電されても r グ1がン」の表示や妙の 
点なは消えませんが、そのまま充電を続けても問題は 
ありません。 

充電器の端子がミちれていると、充電できなかった 
り子機が使用状態じなることがあります。こまめ 
に掃除してください。（豚105ぺージ） 


付 

録 


参親機のアンテナをのばす 



親機のアンテナをいっぱいまで 

のばします。 

• 建物の構造によって子機を 
使うと雑音が入ることがあり 
まず。そのときは通話しなが 
ら親機のアンテナの角度を 
調整してください。 

• 電波が極端に弱 < なる場所 
では、子機のご使用を避けて 
ください。 


y % 子機のバッテリーは消耗品です。充電しても使える時間が短くなったときは巧換してください。使用のしかたに 
もよりますが、巧換時期の目安は約1年です。バッテリーはお買い上げの販売店または消耗品オーダーシート 
30ページ）でお求めください。 

• 子機を使用してしぶいときは、必ず充電器にセットしてください。長時間放置しておくとバッテリーが消耗して使用できなくなります。 



子機を準備する 



■- 


一^ 



€ 


電話 ファクス n ピーオプ^い^ 「、活用ず る 


こんな 

とさには 


ご使巧の 
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設置について 

•親機から障害物のない直線距離で約]日日の(内のところでお使いく 
ださい。マンションなど鉄筋コンク U —卜の建物内や金属製の扉- 
家具の近<など、周辺の環境によっては電波の届く範囲び短<なる 
ことびあります。 

※親機とテ機の間で内線通話をして、通話びでさる範囲をお確かめく 
ださい。 


アルミサッシ^ 金属 

\ 


鉄筋コンクート 


例 ^ 



画 1 




L 





WDml 使用範囲^ 
、、半径約100 m 


子機が正常に動作しなしにとびあります 

•親機、テ機を電気製品（テレビ、 
電子レンジ、ドアホン、携帯電話 
や PHS の充電器や A C アダプ 
ター、日 A 機器など）から 2 miil 
上離して設置してください。 

•テ機は親機や他のテ機から ] m 
じ(上離して設置してください。 


•本機に他社のテ機を増設することはでさません。 



2の1^上離す^ 

- - 





通話が途切れたり、雑音が入る場台について 


>電源コード、電話機コード、充電 
器の AC アダプターコードを、ア 
ンテナに巻きつけたり弓 I っ掛けた 
りしているとさは、テ機の呼出音 
び鳴らなかったり、通話時に雑音 
び入ったりすることびあります。 




X 


• ii (下のような場合は雑音び入ることびあります。 

•電気製品（テレビ、日 A 機器、電子レンジ、ドアホン、携帯電話や 
PHS の充電器や AC アダプターなど）の近くに設置しているとさ 
•放送局、高圧線などびおくにあるとさ 
•自動車、オートバイ、飛行機びおくを通ったとさ 
•董光灯のスイッチを「入」「切」したとさ 
. テ機の AC アダプターと N 

携帯電話や PHS の AC 心 

アダプタ-を同じ]ンセ み^ 

ントに接続しているとさ M 

磯1ミ偽^ 


巧多動しなびらテ機を使用している •親機のアンテナを完全に伸ばして 


とさは、使用場所により電波び弱 
い場所びあります。雑音び少ない 
場所で使用してください。 

•ご近所、同じマンション内で別の 
コードレス電話機を使用している 
とさは、雑音び入ることびありま 
す。一時的に親機をご使用くださ 
し、 


ください。アンテナび伸びていな 
いと電波の届く距離び短くなった 
り、雑音び入ることびあります。 


>受話□や送話 □ (マイク）を手 
で而さぐと、相手の声び聞こえ 
にくくなったり、自分の声び相 
手に聞こえにくくなります。 

0あれ、きこえない; 




送話 □/ 
(マイク） 



が 


故障ではありません 

参電波を使用しているため、電話 
びかかつてくると最初に親機の 
呼出音び鳴り、少し遅れてテ機 
の呼出音び鳴ります。これは故 
障ではありません。そのままお 
使いください。 


"傍受"にご注意ください 

•この製品には、盗聴防止スクランブル機能を搭載しておりません。 
コードレステ機を使っての通話は電波を使っているので、第兰者び故 
意または偶然に受信することわ考えられます。大切な通話は、親機の 
ご使用をおすすめします。 

"傍巧"とは 

無線連絡の内容を第兰者び別の受信機で故意または偶然に受信するこ 
とです。 


電話 ファクス n ピ—オプ^い^ス活用ずるマ」；：ホ付録 
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ネリ期設定をする 


現在の日付と時刻を設定する 


日付と時刻はディスプレイに表示されるほか、ファクスを送信したとき送り先の記録紙に送信日時び印刷されます。 
また着信記録、発信記録ちこの設定日時に基づいて表示されるので必ず設定してください。 


〇 


1すを押ず 



X モ U - 送信画質 着信記録機能/確定 



〇 り三)けヨキトウ□ク）を巧ず 

の @(トケイセット）を巧ず 

ろ〜ミ)で西暦の下2がを 
入力し、で"を押ず 


H 

ネン： 0 2 

ニユウリヨク/カクテイホ'' タン 


乂モリー送信画質 着信記録機能/確定 


英数•カナ 



© 〜 ( g ) で月を2巧で入力し、で*を巧 


Id 

ツキ：1左 

ニユウリヨク/カクテイホ'' タン 


乂モリー送信画質 着信記録機能/確定 



〇 


C 0 9 〜©で日を2衍で入力し、 1 すを押 


す 


麵 

ヒツ '' ケ： 2 4 

ニユウリヨク/カクテイホ'' タン 


乂モリー送信画質 着信記録機能/確定 


英数•カナ 



〇 


咬夕〜け苗で時刻を24時間制 (4 お)で 
入力し、1すを押ず 

与「ウケツケの夕」とメッセージび表示されます。 



乂モリー送信画質 着信記録機能/確定 


英数•カナ 



〇 


巧を押ず 

与画面に登録した日付と時刻び表示されま 
す。 

(例） 



• 数字を入れ間違えたとさは、 ( 

3 で間違えた 

箇所まで_ (カーソル）を移動し、入力し直 

してください。 



ご使用の 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴービス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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発信元となるファクス番号のほか電話番号、名前を登録します。ファクスを送信したとさに相手の記録紙に登録し 
た内容び印刷されます。ファクス番号は必ず登録してください。 


〇 


1すを押ず 


02年0 3月15日15:27 


O CP ?) 〜 苗、 (^3^ で名刖を入力し、 
对甲ず 

今 r 文字の入れかた」（陪23ページ） 

与「ウケツケの夕」とメッセージび表示されます。 


X モ U - 送信画質 着信記録機能/確定 



©けヨキトウ□ク）を巧ず 

@( M ッシンモトトウ□ク）を巧す 

0 @〜@でファクス番号を入力し/胃す 
を押ず 


ファクス： 0 3 AAAA 0000_ 

ニユウリヨク/カクテイホ'' タン 


乂モリー送信画質 着信記録機能/確定 



ナ マエ： フ' ラサ'' —タロウ 
ニユウリヨク/カクテイホ'' タン 


^モリー送信画質 着信記録機能/確定 



〇 

y 


@巧を押ず 


ファクス番号 • 電話番号は2日巧まで登録で 
さます。 

ファクス番号•電話番号の中に「一」八イフ 
ンや「0」カツ〕、「*」の入力はできません。 
名前は2日文字まで登録できます。 

数字、文字を入れ間違えたとさは、©で間 
違えた箇所まで_ (カーソル）を移動し、入 
力し直すか、削除したい文字に_ (カーソ 
ル）を合わせて〇を押して文字を削除し、 
入力し直してください。 


〇 


け夕〜@で電話番号を入力し、で S を押 
す 

今ファクス番号と同じ場合、再度同じ番号を 
入力してください。 


テ'' ンワ： 0 3 AAAA 0000_ 

ニユウリヨク/カクテイホ'' タン 


ご使用の 
前に 


電話ファクスコピ—オプ貨ス活用ずる，詔-」ホ 


^モリー送信画質 着信記録機能/確定 


付 










•音量を設定ずる 


キー確認音、着信音量、スピーカー音量、受話音量を調整します。 



活 

用 

ず 

る 


とた 


着信音量 


着信時のベルやメ □デイ*^ 
の音量を調整します。 



参通話中でないとさに設定で 
さます。 


^ [音量]を}甲す 


ショウ ■■ グイ 



音量を調整する 


終了 


• 音量は日 FF と4段階の調整びでさます。 
参2秒間操作しないと待ち受け酬に戻ります: 


さな 

に 

は 

参充電器に置いているとさ、ま 
たは知線)び消なしているとき 
に設定でさます。 

子 

1 

い 音ミ 

付 


磯 

[音量]を}甲す 

録 

\ 




〈オンリヨか 

ショウ ■■ ゲイ 


2 


〇 

音量を調整する 


mi 


• 音量は日 FF と4段階の調整びでさます。 
参2秒間操作しないと待ち受け酬に戻ります。 


mm • 調整後約2秒間操作しないと待ち受け画面に戻ります。 

Wjm • 着信音量を 「 OFF 」 に設定していても、次の音は最小音量で鳴ります。 

&=■ -本機び自動着信した後、相手び電話だということを知らせる「トゥルッ、トゥルッ」というべル音（親機のみ) 

-電話予約時の呼出音（親機のみ） 

-内線や取り次ざの呼出音 
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初期設定をする 


スピーカー 音量 


スピーカーホンで通話す 
るとさの音量や留守録モ 
ニターの音量を調整します。 
参 W す（スピーカーホン)を巧して「 
ツー」としけ音び聞こえているとき、 
またはスピーカーホンで通話中の 
ときに設定できます。 

参の対甲して「ツー」という音び 
聞こえているとさ、またはスピーカ 
-ホンで通話中のときに設定でき 
ます。 


親 

機 


スピーカーホン 

〇< 

[スピーカー ホン] 
-[音量]を巧す 



2 


*)) ショウ ■■ 夕''イ 



>龍は日 FF と4劇旨の！纏びできます。 


音量を調整する 

参2秒間操作しないと「ツウワチュウ」になります。 
参 7 K す挪すと解受け圍に戻ります。 
通話中の場合は、通話び切れます。 


、 


子 


磯 


の 


\音量 


[スピーカーホン] 
-[音量]を押す 


〈オンリヨか 

ショウ■■■グイ 


• 音量は4段階の調整びでさます。 


2 


〇 


音量を調整する 1 

参2烫間操作し肋た「ツウワチュウ」になります。 
• (§) を巧すと待ち受け画面に戻ります。 
通話中の場合は、通話び切れます。 


受話音量 


受話器やテ機をちって通 
話するとさの音量を調整 
します。 

参受話器で通話中のとさに設 
定でさます。 

•通話中に設定でさます。 


親 

挫 

1i9S 



2 


*)) 


ショウ ■■ ■■夕'イ 



通話やに[音量]を 
巧す 


音量を調整する 

♦ 音量は3段階の調整びできます。 
参2秒間操作しないともとの圍に戻ります。 


子 

磯 


\音量 


〈オンリヨか 

ショウ■■■グイ 


2 


〇 


通話やに[音量]を 
巧す 


音量を調藝する 

• 音量は4段階の調整びできます。 
参2秒間操作しないともとの圍に戻ります。 




子機のスピーカー音量、受話音量は聞きとりやすいように大きめに設定してあります。特に3段階目、4段階 
目に設定すると、キーンという音（八ウ U ング）び発生することびあります。その場合は段階を2段階目また 
は]段階目に設定してご使用ください。 

相手先との回線状況によっては音量は変化します。その場合は必要に応じて音量を調整してください。 


ご使用の 


電話 フアクス n ピ- 


オプシ ヨン 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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電話/ファクスを受信するときは、「留守 f ード」と「在宅モード」と大きく2つの種類びあります。どちらの f ードわ 
着信してから本機び応答するまでに鳴る着信音の回数を変えると少し違った受信のしかたびでさます。目的に応じ 
て使い分けてください。 （ 「着信回数の設定」^89ページ） 

お買い上げ時は「在宅モード」、着信回数8回に設定されています。 


留守にずるとを 


翁が点妊している状態です。（留守番機能を利用するページ） 


(着信回数:〇〜 7) 


幾 


着信す々 


設定した回数の 
着信音が鳴る 


お買い上げ時の 
留守モードの着 
信回数は2回に 
設定されていま 
す。 


く相手がファクスのとき 

自動的に受信します。 

ri 補足 

W 相手がファクスを輔送信し 
てきた場合、ファクスを輔受‘ 
信できないことがあります。 
この場合は、着信回数を2回 
じ(下じ設定してぐださい 0 

で相手が電話のとさ 


留守応答します。 


削 




y 


着信回数とトールセーバー 

留守モードでは着信回数を設定するか、「 I -ールセーバー」という機能を選択できます89ページ）。!-ール 
セーノ（一を選択すると、外出先から留守番電話のメッセージび入っているかどうかを確認できます。 

〈外出巧か5 メッセージの有無を確認する（ I ルセーバーのとき）〉 

外出先から自宅に電話をかけて、留守番メッセージび再生されるまでの着信回数を確認します。 


メッセージびあるとさ- 
メッセージびないとさ- 


•着信2回1一着信音び3回鳴った時点で、メッセージび記憶されていないこと 
’ち信50 J びわかります。3回鳴った時点で電話を切れば通話料はかかり 

ません。2回鳴って電話びつなびったときは、 U モコンアクセス 
(^49 ページ）によって音声メッセージを確認するなど、本機を 
操作することびでさます。 



電話 ファクス n ピーオプ^い^ ス 活用ずるマ 」：； J ホ 付録 
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受信のしかた 


© 家にいるとを 

慶)が消妊してしぶ状態です。 


電話ちファクスち適度に使う 



(着信回数:1〜 15) 

設定した回数の 
着信音が鳴る 


11111 

お買い上げ時の在 
宅モードの着信回 
数は8回に設をさ 
れています。 



ファクスのときは着信音を鳴らさず受信する 


(着信回数: 0) 



着信回数を 
0回に設定する 

11111 


相手がファクスのとき 

自動的に受信します。 

補足 


ネ目手がファクスを自動送信し 
てきた場合、ファクスを自動受 
信できなしにとろ％ります。 
この場合は、着信回数を6回 
じ(下に設定してください。 



相手が電話のとさ 

着信音が一定時間鳴ります 

• この着信音はメ □ディに 
設をしているときでも 
「トウルツ、トウルツ」という 
ベル音で鳴ります。 
※ここからネ目手に料金がか 
かります。 

^相手がファクスのとき 

自動的に受信します。 



電話にでないときはネ目手に r ただ今おくにおりません。 
後ほどおかけ直しくださし^」というメッセージを流して 
回線が切れます。 


相手が電話のとさ 


着信音が一を時間鳴ります 

• この着信音はメ□ディに 
設定しているときでも 
「トウルツ、トウルツ」という 
ベル音で鳴ります 
※ここからネ目手に料金がか 
かります。 



主に電話として使う 



(着信回数:ムセイグン） 


7■目曰が 

鳴りつづける 


1111 



^ 相手がファクスのとき 

@を押して受信します。 



電話に出る 


^ 相手が電話のとさ 


ご使用の 


電話 フアクス n ピ- 


オプシ ヨン 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 


引き続き話します。 
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* ] :電話番号入力時は、日〜9、*、#、ポーズ（約3秒の待ち時間）のみ入力でさます。 

ポーズはを W で入力します。入力した ポーズは ディスプレイに「-」（八イフン）で表示されます。 
*2 :発信元登録のみ、名前は2日文字まで入力でさます。 


項目 

半角 

カタカナ 

英字•数字•記号 

入力文字数 

電話番号- FAX 番号 

X 

〇 (* 1) 

S 日文字 

名前 

〇 

〇 

16 文き （*2) 


文字の入れかた（巧機) 


発信元登録、電話帳の登録、各種コメントでは、ダイヤルボタンを使って文字を入力します。 
親機で入力でさる文字は、カタカナ、アルファベット、数字、記号です。 


• 入力でさるで字と入力制限 


■ 入力でをる义字（义字列一覧表) 


ボタン 

カタカナ 

英•数字 

の 

アイウエオアィゥエォ 

1 


カキクケコ 

ABC 2 

CH ) 

ヴシスセソ 

DE F 3 


タチツテいッ 

GH 1 4 

心） 

ナニヌネノ 

J KL 己 

^6：〇) 

八ヒフへホ 

MNO 6 

(7爲 

7 S ムメモ 

PQRS 7 

C 8：') 

ヤユ 3 ャュョ 

TU V 8 

(9 贪 

ラ LU レレ □ 

WXYZ 9 


ワラン'' °、。一 

0 

分-照） 

-/. (スぺース）！’’#$%&'()* +， 

C 冉 記号) 

_：©：<= > ? [] へ 


^ I ■ 入力でをる义字の種類や义字数 


i する こ顿」ホ 付 録 


オプション 
ヴ—ビフ 


ご使用の 


電話 ファクス 
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文字の入れかた（親機) 


本機では下記のよつな画面で文字を入力します。 


幽！图 
ナマエ：スス''主 


L ウリヨク/カクテイホ'' タン 


-入力する項目や内容を表示します。 


入力例1:電話帳の名前に 『 BRO ) ブラザータロウ』と入力ずる。 


乂モ U —送信 

〇 
英数•カナ 


( 2 ^ X 2回 ( tS ) X 3回 X 3回 X ] 3回 X ] 回 

園を表示 

〇 X 3 回 (〇^ X 4回 （ f ? 兩 X ] 回 な！） X ] 回(〇^ X 4回 X ] 回 

图を表示 

(0 う x 8 回い ^ x ] 回 （4 每 X ] 回 （9 wL ) X 己回 （1 つ X 3 回 



• 入力画面とボタン操作 


〜（^ 

カタカナ、アルファベット、数字を入力します。 

(もん (#.,.) 

記号を入力します。 

X モリー送信 

入力できる文字の種類を切り替えます。押すたびにカナ（半角カタカナ)、英数（アルファベット•数 

英数•カナ 

字）び切り替わります。 

再ダイヤル 

ポーズ 

電話番号入力時に、ポーズ（約3秒の待ち時間）を入力します。 

消ま 

選択している文字を削除します。(選択位置よりちに文字びないときは、1つ手前の文字を削除します。） 

機能/確定 

入力を登録して設定画面に戾ります。 


■ 入力例2 

• 文字を修正する 

〇 (◄) を押して（カーソル）を戻し、文字を削除して入力し直す 

• 文字の種類を切り換える 

こな r を押す（カナ^英数^カナ…） 

• スペースを入れる 

( g ) を4回押す、または0 (►) を押して_(カーソル）をちに移動させる 

参記号を入力する 

入力したい記号ボタン （( g ) または ( g )) を押して記号を選ぶ 

• 同じボタンで続けて文字を入力する 

〇 (►) を押して、_ (カーソル）を]文字分移動させて入力する 

• 文字を削除する 

〇 (◄) を押して消去したい文字まで_ (カーソル）を移動し、〇を押す 


入力例 


電話 フアクス n ピ- 


オプシ ヨン 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 


ご使巧の 
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電話帳の登録など、ダイヤルボタンを使って入力します。 

テ機で入力でさる文字は、カタカナ、アルファベット、数字、記号です。 


項目 

カタカナ 

英字•数字•記号 

入カタ字数 

電話 

帳 

電話番号 

X 

〇 (* 1) 

2 日文字 

名前 

〇 

〇 

]6 文字 


* ] :日〜9、*、#、ポーズ（約3秒間の待ち時間）のみ入力でさます。 

ポーズはで入力します。入力したポーズは電話帳やダイヤル入力時は「_」（アンダーバー）で表示され、外線に 
発信するときは「一」（八イフン）で表示されます。 


■ 入力でをる义字の種類や义字数 


■ 入力でをる义字（义字列一覧表) 


ボタン 

カタカナ 

英•数字 


アイ ウエオ アィゥエォ 

(ピ U オド） ] 

感 

カキクケコ 

a b C A 目 C 2 

靖） 

ヴシスセソ 

d e f DE F 3 


タチツテトツ 

g h i GH 1 4 


ナニヌネノ 

j k 1 J K L 已 

城 

八ヒフへホ 

m n 0 MN 0 6 

教 

7 S ムメモ 

pqrsPQRS 7 

额 

ヤユ3ャュョ 

t u vTUV 8 

域 

ラ LU レレ □ 

wxyzWXYZ 9 


ヮ3ン、、 D 、。 - 

0 


(スぺース）！"#$%&'()* +， 


_ : @ :く = > ? [ ] A 


• 入力できる文字と入力制限 


文字の入れかた（子機) 


電話 ファクス n ピ—オプ^ョ " iv 活用ずるぶ s -」4 ..付録 


とさには 


ご使巧の 
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•入力例 



r 




〇 


己 


CAB 力 〔2) X 己回 機ろ X 3 回 CT 6) x 3 回 /變替 


r 英」を表示 


「カナ」を表示 


◎の ► XS 回鄉 X 3 回 C ?0) X 4 回 （ J |§) x ]@ C 。 辣 XI 回 C 


@x] 回 四み X] 回 己回（ァ 1)x3 回 



文字を修正する 


(◄) で戻って入力し直す 


文字を削除する 
文字の種類を切り換える 
スペースを入れる 
記号を入力する 


削除したい文字に_ (カーソル）を合わせて、 n 懲7を押す 
fg を押す（英ーカナー英…） 

スペースび入るまで@を押す、または〇 (►) を押す 
入力したい記号ボタンまたは#巧）を押して記号を選ぶ 


同じボタンで続けて文字を入力する 


(►) を押し、_ (カーソル）を]文字分移動させて入力する 


入力例 


電話帳のち則 I 


『 Bro ) ブ ラサータ □ウ』 




電話 フアクス 
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第 2 章巧 



基本的なかけかた-受けかた . 27 

ダイヤルボタンでかける（親機） . の 

受話器をとって電話を受ける . 27 

ダイヤルボタンでかける（子機） . 28 

子機をとって電話を受ける . 28 

保留にするとさ . S 8 

留守にするとさ . 28 

いろいろなかけかた-受けかた（親機） . 29 

名前で検索してかける . 29 

受話器をとらずにかける . 29 

最後にかけた相手にかける . 29 

最近かけた相手にかける . 30 

最近かかってさた相手にかける . 30 

受話器をとらずに受ける . 30 

「は一い」と返事するだけで受ける . 30 

いろいろなかけかた-受けかた（子機） . 31 

名前で検索してかける . 31 

子機を置いたままかける . 31 

最後にかけた相手にかける . 31 

連続再ダイヤル . 31 

最近かけた相手にかける . 32 

最近かかってさた相手にかける .3 S 

テ機を置いたまま受ける . 32 

電話帳に登録する . 33 

親機の電話帳（登録する-修正する-削除する） . 33 

グループダイヤル（登録する-変更する-削除する） . 35 

子機の電話帳（登録する-修正する-削除する） . 37 

電話帳転送（親機から子機へ•子機から親機へ) . 39 

ハンズフリーで電話を受ける . 41 

ノ V ンズフ U —で電話を受ける . 41 

ノ、ン乂ノし—ぉイ言を日又おする . 42 

通話のとさは . 43 

電話を取り次ぐ . 43 

通話を切り替える . 43 

通話を録音する . 43 

通話を保留にする . 44 

内線で話す . 4曰 

親機と子機で話す . 45 

子機と子機で話す（簡易子機間通話） . 45 

親機から子機へ呼びかける . 45 

留守番機能を利用する . 47 

出かけるとさ . 47 

帰ってさ■たとを . 48 

•ファクスび届いているとさ . 48 

•音声メッセージびあるとさ . 48 

外出中の便利な使いかた . 49 

暗証番号設定 . 49 

U モコンアクセス . 49 

留守録転送 . 51 

ファクス転送 . 51 




ダイヤルボタン 
でかける 


受話器をとり、（夏3)〜@で相手の電話 
香号を巧す 



受話器をとつて 
電話を受ける 

電話が鳴ったら 



受話器をとって受ける 


<^画わた6麵を戻しまず。 























































基本的なかけかた/受けかた 



ダイヤルポタン 
でかける 


巧電器から子機をとり、 d 珍〜 (5 g ) で相 
手の電話香号を巧す 


再ダイヤル 
/ P / 文き切替 


mm. 


内線/クリア^^= 

線) ( Q ) (切） 

感减 



说ち 


か線)が点なしていなくても、ネ目手の電話番号を 
先に押し、咬珍を押して電話をかけることがで 
きます。 

通話が終わったら子機を充電器に戻します。 
ほたは@を押します。） 



モ機をとつて 
電話を受ける 


巧電器から子機をとる 

一充電器に置いてないときはを押します 


/ P / 文き切替 



、ァ 


機能/確定 

内線/クリァ/^-- 

線 J @) 

感 （© 




0 


補足 


通話が終わったら子機を充電器に戻します 
(または@を押します。） 



保留にずるとを 


通話中に(|)を押し、受話器を置く 
(子機の場合は/1|7を押す） 



蜡足 



通話に戻るときは、受話器をとります。 

(子機の場合は、 ' H " (保留）を押します。） 
保留にした後、受話器を置かなかったときはも 
う一度(|)(保留）を押すと通話に戻ることがで 
きます。 



留巧にするとを 


漫)を押すーボタンが点灯します 



ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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いろいろなかけかた/ミけかた觸傑 



名前で検索して受話器を 
かける と6ずにかける 


親機の電話帳に登録した電話番号から相手 
を検索して電話をかけます。 

( 「電話帳に登録する」暢^33ぺージ） 

a 受話器をとり、「電話帳」を押す 

電話帳 



Q ©で相手の名前を検索する 


閣1图 

▲▼テ'' センタク 
スタートヲオシテクダサイ 


描足 


• 名前は登録した名前で検索されます。 

• ダイヤルボタンを押すと、相手の名前の最初 
の1文字を含む行を画面に表示させることび 
でさます。 

例）「シミス''」を検索したいときは、（ 3 ジを押 
します 

• 「サ行」の先頭となる相手先び画面 
に表示されます。 

• 名前の頭文字を入力しないときは、「カナ伍 
十音順）^アルファべット^数字^記号^名 
前を登録していない電話番号」の順に表示さ 
れます。 


P 1 @を押す 


13^を巧し、相手の電話香号を巧す 


;リー送信画質着信記録機能/確定 


◎ ◎ ◎ 

数•カナ FAX-1000CL 



0 


補足 


相手び出たら、マイクを使って話します。 
まわりの騒音などによって声び聞さ取りにくい 
とさは受話器をとって話してください。 

操作を途中でやめるとき、かけ直すときは、わ 
う一度 7K 巧 ^ (スピーカーホン）を押します。 
通話び終わったら、もう hT ' す（スピーカー 
ホン）を押します。 


最をにかけた 
巧手にかける 

受話器をとり、を押す 



ご使用の 
前に 



フアクス n ピー オプ^い^ ス 活用ずるこ；； 5^こ ホ 付録 
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いろいろなかけかた/受けかた（親機) 


最近かけた 


巧手にかける 

受話器を置いたまま ggit を押す 
' •最おかけた巧手先が表示されます 


參穀黯 


む相 


補足 


記憶している電話番号は最新の1日件です。 

(親機、子機ごとにそれぞれ最新の1日件を記憶しています。） 


B 受話器をとる 

〇 〇 (▲▼) で電話をかけたい相手 
先を選んで®を巧す。 



defJ 



片但コピースタート 

iMo 摘— 


巧 


補足 


発信記録を削除するとさは、発信記録を表示してい 
るときに、© (▲▼) 相手先を選んで Q を押します。 




最近かかってをた 
巧手にかける 

ナンバーディスプレイサービスを契約いただ 
いているときは、本機に記憶された着信記録 
から電話をかけることびでさます。 

着信記録を利用する i ^ 76 ページ 



と S ずに受ける 

E すを押し、本体のマイクを使って話す 



まわりの騒音などによって声び聞さ取りにくい 
とさは受話器をとって話してください。 

通話び終わったら13 y (スピーカーホン）を押 
します。 


® r は一い J と 

返事するだけで勃巧 

八ンズフ U —着信を設定しているとさは、「は 
一い」と返事をするだけで電話を受けること 
びでさます。 


ハンズフリー着信陽41ページ 



ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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いろいろなかけかた/ミけかた(子 ㈱ 


ち前で検索してモ機を置ぃた 


テ機の電話帳に登録した電話番号から相手 
を検索して電話をかけます。名前の頭文字で 
検索することわでさます。 

( 「電話帳に登録する」豚37ページ） 


a 


を巧す 


碰足 



登録した電話帳のリストが表示されます。 


フ、、ラサ 、' -W 

052321 XXXX 


万 


足 


登録した番号が1つしかない場合は、咬珍を押 
すと電話がかかります。 

ダイヤルボタンで相手のを前(読み仮を）の最 
初の1字(かな)を入力し、〇 (▲▼) を押すと 
入力した1字降の電話番号のリストが表示さ 
れます。 

さ)前の頭文字を入力しないときは、「カナ^ア 
ルファべ、ソ I ^数字^記号^さ)前を登録してい 
ない電話番号」の順に表示されます。 

〇 電話香号1または2のどち6かの香号を 
ク で選び、巧参を押す 


内線/クリァ^^-- 

卜も咬《呆曲（切 J 



Q ) 倒 


巧 


補足 


を巧し、なり)〜で相手の電話香 
号を巧す 



碰ち 


1^4 ©(▲▼巧巧手の名前を検索し、@を巧す 


w ® 相手が化たら、マイクを使って話します。 

• まわりの騒音などによって声が聞き取りじ < い 
ときは子機をとってお話ください。 

• 操作を途中でやめるとき、かけ直すときは W 
を押します。 

• 通話が終わったら@を押します。 

A 最繳 Z ： かけた 
相手にかける 


巧電器か6子機をとり、を押す 

一が点なしていないときは、押して点のさせます 


電話番号は1件につき2番号まで登録することがで 
きます。（腐<37ページ） 



再ダイヤル \ 

/ P / 文字切替 機能/確定 



連続再ダイヤル 

チケット予約のとさなどに、連続して再ダイヤ 
ルします。 

巧電器から子機をとり、ちと/を順に押す 

一が点なしていないときは、押して点なさせます 



ダイヤルします。 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション HO ち^ろこんな 
ヴ|ビス活用ずるとさには 


付録 
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いろいろなかけかた/受けかた（子機) 


最ぉかけた巧手^^最撤)、かってきた 
の^にかける の^瓶にかける 


最近かけた電話番号を呼び出してかけます。 

n が消：*:; r していることを確認し、/芝5?を 

巧す 



再ダイヤル \ 

/P/ 文字切替 機能/確定 



◎で電離号を選ぶ 


巧 


補足 



記1意している電話番号は最新の10件です。 

(親機、子機ごとにそれぞれ最新の10件を記憶し 
ています。） 


を巧す 


再ダイヤ 

/P/ 文字切替 機能 Zi 



内線/クリア/ 

梦 ( Q ) 如) 
な感細 


1補足 


• 発信記録を個別に削除するとき 

肖 U 除したい発信記録を選び、 ' H " (クリア）を 
押します。 

• 発信記録ををて削除するとき 

Q (機能/確定）を押し、 ©) (▼) で「ハッシンキ□ク 
クリア」を選び、ち（機能/確定)を押します。 
下の画面で ( ァ 1) を押します。 



ナンノ くーディスプレイサービスを契約いただ 
いているときは、本機に記憶された着信記録 
から電話をかけることびでさます。 

着信記録を利用する 偽 r ? ぺージ 



爆モ機を置ぃた 


まま受ける 


ft 充電器に置いたままを巧す 



说足 


まわりの騒音などによって声が聞き取りじくい 
ときは受話器をとってお話ください。 

通話が終わったら@を押します。 


ご使用の 
前に 
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活用ずる 
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とさには 
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機能/確定 


能/値疋 户 ~\ 户 ~ -X 

〇 @の 

[機能/確定]^ [5 •グイヤルトウロク] 
[1 •テ''ンワチョウトウ日ク]を巧す 


テ、、ンワチョウ 
ノコリ97ケン 

2秒後 

ナな:_ 

ニュウリヨク/カクテイホ''タン 


機能/確定 


能/備疋 户 ~\ ^~'X 

(^5 」 りり aS 

[機能/確定]^ [5 •グイヤルトウロク] 
に•テ''ンワチョウヘン]ウ]を巧す 


▲ ▼テ''センタク 
カクテイヲオシテクグサイ 

>「カナ-►アルファベットー 
数字^記号^名前未登録の 
電話番号」の順に表示され 
ます。 


電話帳 

◎ 


受話器をおいたまま、「電話帳」で 
削除したい電話帳データを選ぶ。 


>「カナーアルファベットー 
数字^記号^名前未登録の 
電話番号」の順に表示され 
ます。 


規機の電話帳 


電話帳に名前や電話番号 
を登録します。 

♦電話欄こは1日日件まで登録 
でをます。 

♦ 登録でさる文字数は下記の 
とおりです。 

•名前:16文字まで 
•電話番号: 2日 t 行まで（数字、 
も#、-(ポーズ）のみ） 
※ただし、*、#は電話番号の 
途中に入れないでください。 
♦ 電話帳にはあらかじめ下記の 
番号び登録されています。 
(この番号は修正、削除する 
ことびでさます。） 

•ダイレクトクラブ FAX 
♦ 電話帳の内容はテ機へ転送 
することびでさます。 (>^39 
ぺージ） 

(ただし、着信音の設定は転 
送されず、ベル音になります 
ので、転送後に設定し直して 
ください。） 

参テ機の電話帳登録 
V (陪37ぺージ） 


W M • 構内交換機 （ P 巳 X )で" cr 発信の場合には、"日’’の後に Q でポーズ（約3秒間の待ち時間）を入れてください。 
WjM • 国際電話の場合は、国番号の後にポーズ（約3秒の待ち時間）を入れてください。 

— ^ 例）醒号ぶ+市外局番+電話番号 

※ポーズは「-」（八イフン）で表示されます。 

• 操作を中止するには® (5 (停止）を押します。（登録中のデータは破棄されます） 


電話帳に登録する 


よく電話をかけるお友達や緊急時の連絡先などを「電話帳」に登録しておくと、簡単な操作で電話をかけることび 
でさます。さらに、ナンバーディスプレイサービスをご契約いただいている場合は、迷惑電話など受けたくない電 
話など相手先に応じた着信音の鳴り分けを設定でさます。 （^72 ページ） 


登録する 修正する 削除する 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション HO ちこんな 
ヴ|ビス活用ずるとさには 
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電話嘘に登録する 


2 


さ 


けェ:_ 

ニュウリが/カクテイホ''タン 


名前を入力する 

♦ 文字の入れかた<^23ページ 
• 16文字まで入力でさます。 


2 



機能/確定 

〇を押す 


A 


ち 


r> 7 : 0123 _ 

ニ ユウ リヨク/カクテイホ、、タン 


電話香号を入力する 

♦ 2日巧まで入力でさます。 


r 登録ずる J の手順 


> 


,機能/確定 

〇 

変更したい電話帳データを選 
び、[機能/確定]を巧す 


機能/確定 

〇を押す 


2 


消去 

〇 


を巧す 


ショウキョシ7スカ？ 

1.ショウキヨ2.チュウシ 


キヤッチ 

パ崔認メッセージび表示され 
ます。 


さ 


の 


を巧す 


• 電話帳データび削除され、 

「ウケツケの夕」と表示されます。 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 
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電話帳 



を巧す 


▲ ▼テ''センタク/カクテイ 
スタ-トヲオシテクグサイ 


2 


© 


削除したい グループ 
名を選ぶ 


4 


機能/確定 

〇を巧す 


ち 


ろ 


仇•ロナれ 
ニュウリが/カクテイホ''タン 


I 同じ相手先び重複して選択 
されている場合、自動的に 
H 牛分として登録されます。 


グループ 名を入力す る 

♦ 文字の入れかた"^23ページ 
• 16文宇まで入力でさます。 


機能/確定 

〇を巧す 

「ウケツケの夕」と表示されます。 


機能/確定 


龍/値疋 户 ~\ ~\ 

Q (51) (5 4) 

[機能/確定]^ [5 •グイヤルトウロク] 
[5 •グル-: r ヘン]ウ]を巧す 


グル-フ。01 
A ▼テ、、センタク/カクテイ 


登録内容を変更ずるとを 


4 


r ショウキョ？」または 
r ツイカ？」を選ぶ 



け目手先をグループから消去 
するときは「ショウキョ？」を選 
びます。 

け目手先をグループに追加する 
とさは「ツイカ？」を選びます。 


7 


機能/確定 

〇を巧す 


♦続けて変更するとさは手順 
6〜7をくり返します 。 g 
♦ 相手先を追加した直後に〇 
を押すと、直前の追加を取 
り消すことびでさます。 


グループちを変更ずるとを 


4 


け71ヘン]ウ？」を選ぶ 



ち 


機能/確定 

〇を巧す 


登 

録 


機能/確定 


能/備疋 ~\ ^~\ 

Q (5.1) (4。。 

[機能/確定]^ [5 •グイヤルトウロク] 
[4 •グル-: r トウ日ク]を巧す 


グル-/ 01 


• これから登録するグループの 
番号び2秒間表示されます。 


クルーつ タイヤル 


※親機のみの機能です。 
電話帳から複数の登録内 
容を選択し、「グループダ 
イヤル」として最大日つま 
で登録することびでさま 
す。 

♦ グループダイヤルは、一括送 
信（陪6 ] ぺージ）をするとさ 
に使用します。 

♦ グループダイヤルでは、相手先 
とグループ名称を登録します。 
•相手先は、電話帳から最大 
1日日箇所まで選択でさます。 
•グループ名称は16文字ま 
で登録でさます。 

•操作を中止するには® (5 を巧 
します。（登録中のデータは 
破棄されます。） 



削除する 


9る 


營録内容•グル—プ名を変更する 


ご使用の 
前に 
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電話嘘に登録する 


2 


A ▼テ'’センタク 
カクテイヲオシテクグサイ 

>電話帳から相手先を選択す 
る画面び表示されます。 


© 


さ 


機能/確定 

〇を巧す 


グループタイヤル(こ登 

録するホ目手先を選ぶ 

♦] 日日箇所まで選択でさます。 


• 登録したい相手先について、手順2〜3をくり返します。 

• 〇を押すと、直前に選択した相手先を取り消すことびでさます。 
^最後の相手先を選択したら手順4へ。 


7 


◎イ旱止 

〇を巧す 


2 


© 


夕 


機能/確定 

〇を巧す 


変更したい グループ 
香号を選ぶ 


ナなヘンコウ？ 

A ▼テ'’センタク/カクテイ 

参変更内容を設定する画面び 
表 TJX されます。 


ち 


機能/確定 

〇を巧す 


6 


▲ ▼テ'’センタク 
カクテイヲオシテクグサイ 


© 


消去または追加した 
い相手先を選ぶ 


8 夕 

機能/確定 

〇を巧す 

♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 


◎停止 

〇を巧す 


けエ:だスナカ 7 
ニュウリが/カクテイホ、、タン 

I 現在登録されている名前び 
表示されます。 


6 7 8 

ナ7エ:ミスホテ ニ ス 機目唇/確化 

ニバリが/カクテがタン Q を押す 

新しい名前を入力する • 「ゥヶッヶの夕」と表示されます。 

参文字の入れかた>^23ページ 


◎停止 

〇を巧す 


さ 


消去 

〇 

キヤツチ 


を巧す 


ショウキョシ7スカ？ 

1.ショウキョ2.チュウシ 


4 


の 


を巧す 


「ウケツケの夕」と表示されます。 


ご使用の 
前に 
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機能/確定 


を巧す 


[メニュ -]▼▲ 

I テ''ンワチョウトウロク 
テ''ンワチョウヘン]ウ 


> [電話帳登録]び選択され 
ています。 


2 


機能/確定 


を巧す 


機能/確定 


を巧す 


機能/確定 

CZ3 


を巧す 


機能/確定 

〇を巧す 


チヤクシンオン？ 
■へ、、ル 
メロテ''イ1 


♦ 巧名は親機から読み込んだメ 
□デイ （-^87 ぺージ）びある 
とさのみ選択でさます。 


7 


CD 


機能/確定 


着信音を選び、 
[機能/確定]を巧す 

C Vj レ/メ □テ''ィ1〜3/巧名 


2 


CD 


機能/確定 


rr ンワチがヘン]ウ」を選び， 
[機能/確定]を巧す 


フ''ラサ''-ハナ] 
052123 XXXX 


♦ 「カナーアルファベットー数字一記号一名 
前未登録の電話番号」の順に表示されます。 


2 


CD 


機能/脱 


rr ンワチョウヘン]ウ」を選び、 
[機能/確定]を巧す< 


フ''ラサ''-/け] 
052123 XXXX 


>「カナーアルファベットー数字一記号一名 
前未登録の電話番号」の順に表示されます。 


モ機の電話帳 


電話帳に名前や電話番号 
を登録します。ナンバー 
ディスプレイをご利用い 
ただいている場合は、個 
別の着信音を指定するこ 
とびでさます。 

• 電話帳には1日日件まで登録でさます。 
♦電話番号は1件につさ2つの 
電話番号を登録でさます。 

♦ 登録でさる文字数は下記の 
とおりです。 

•名前:16文字まで 
•電話き号2日析まで徽字、*、#、 
-( ポーズ)のみ） 

※ただし、*、#は電話番号の 
途中に入れないでください。 
♦ 電話帳の内容は親機へ転送 
することびでさます。 



W M • 構内交換機 （ PBX ) で0発信の場合には、日の後にポーズ（約3秒の待ち時間）を入れてください。 
fjM • 国際電話の場合は、国番号の後にポーズ（約3秒の待ち時間）を入れてください。 

例）国番号 + g «+ 市外局番+電話番号 

※入力したポーズは電話帳やダイヤル入力時は「_」（アンダーバー）で表示され、外線に発信するとさは「一」 
(八イフン）で表示されます。 

• 操作を中止するにはを押します。（登録中のデータは破棄されます。） 

• メ □ディ]〜3には、下記のメ □ディび登録されています。 

-メ □ディ] ( TSUNAMI) づ巧^、メ □ディ2 (威風堂々)、メ □ディ3 (をよ、人の望みの喜びよ） 


6 


營録ずる 


修正する 


削除する 


ご使用の 
前に 
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電話嘘に登録する 


さ 


ナマ I ? 

4 S 

TEL 1? 

フ''ラサ''-/け] 


052123 XXXX _ 

ニュウリョク+カクテイ 

機能/確定 

ニュウリョク+カクテイ 

图 

こ3 を巧す 



名前を入力する 

♦ 文字の入れかた防=2日ページ 
• 1目文字まで入力でさます。 


TEL 1 を入力する 

参2日巧まで入力できます。 


>電話番号入力画面で1慧（着 
信記録）を押すと着信記録 
から電話番号を選択するこ 
とびでさます。 


参ナンバーディスプレイヴービ 
スを契約していないとをは手 
順7の設定は無効になります。 
♦ 着信音は音を聞さなびら選 
択します。 


公 

手順5〜7と同様の 
手順で TEL 2 を入力 
する 


夕 


機能/確定 

〇 を巧す 


さ 


CD 


機能/確定 


r 登録する J の手順2へ 


♦ダイヤルボタンで名前の最 ♦ 「登録する」と同様の手順 
初の一文宇を入力すると、 で修正します。 

その文字から検索でさます。 


相手先を選び、 
[機能/確定]を押す 


さ 


0 内線/クリア 

相手先を選び、 
[クリア]を巧す 


>ダイヤルボタンで名前の最 
初の一文字を入力すると、 
その文字から検索でさます。 


サク'/ョ？ 

1.スル2.シナイ 
ハ、、ン]、、たュウリョク 


4 


Gp を巧す 

>ダイヤルボタンで 
[1 .スル]を選びます。 


ご使用の 
前に 
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機能/確定 


日じ/リ圧 / 户 ^ 

〇 

[機能/確定]^ [5 •グイヤルトウロク] 
[3 •テ''ンワチョウテンソウ]を巧す 


4 


機能/確定 

〇を巧す 


>電話帳のデータび転送さ 
れます。 


ち 


才巧クグサイ 


>転送後は「ウケツケの夕」と表示 
された後、手順3に戻ります。 


◎停止 

〇を巧す 


>続けて転送するときは、手順3 
から繰り返しします。 


2 


親機が待ち受け画面 
になっていることを 
確認する 


機能/確定 


を巧す 


[メ ニュ- ]▼▲ 

国テ、'ンワチョウトウロク 
テ''ンワチョウヘン]ウ 


電話帳拓送 


親機からテ機、テ機から 
親機へ電話帳データを転 
送して使用することびで 
さます。 


♦ 途中で操作を中止するとさは、 
@(5(停止）を押してください。 




• 転送する内容び、すでに転送先に登録されているときは、重複して登録されます。 

• 着信鳴り分けの設定は転送されず、ベル音になります。転送後、着信鳴り分けの設定をし直してください。（親 
機の着信鳴り分けの設定"^72ページ、子機の電話帳「修正する」^37ページ） 

• 子機で登録されている 「 TEL 1」、「 TEL 2」 については、どちらか]つの電話番号び （「 TEL 1」 を優先して) 
親機の 「 TEU として転送されます。着信音の設定は転送されず、ベル音になります。転送後、着信鳴り分け 
の設定をし直してください。（親機の着信鳴り分けの設定ページ） 

• 子機の電話帳の残り件数び日のときにデータ転送しようとすると、「テンソウテ''巧センテ''-タフル/ツウシン巧-」と表示され 
ふ^ 〇 


親機か S 子機へ面送する 


子機か S 親機へ面送する 



ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション HO ちこんな 
ヴ|ビス活用ずるとさには 


付 録 
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電話嘘に登録する 


2 



\機能/確定 

〇 

乾送したい子機を選び、 
[機能/確定]を押す 

♦テ機び一台のときは、この手順はありません。 


さ 


▲ ▼テ'’センタク 
カクテイヲオシテクタ''サイ 


© 


乾送したい電話帳データ 
を選ぶ 


フ'、ラサ、、-ハナ] 

。り 2XXXXXXXX 

) 「カナーアルファベット-►数 
字^記号^名前未登録の電話 
番号」の順に表示されます。 


さ 

フ''ラサ''-ハナ] 

4 5 

テンソウチュウ 

I 

丽確定 

052123 XXXX 

丽確定 

cCD 

> > 


r テ''ンワチョウテンソウ」を選び、 


転送したい電話帳データ 



隱確定け巧す•當溫 iSi 字; 

順に表示されます。 


を選び、 
を巧す 


[機能/確定] 


I 続けて転送するときは刮眞4を繰 
り返します。 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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電話びかかってさたとさに「は一い」と返事をすると、受話器を取らなくても電話に出て、スピーカーホンで通話 
でさます（ノ V ンズフ U —着信)。ノ V ンズフ U —で電話を受けるとさはあらかじめ親機で受けるかテ機で受けるか設定 
しておさます。 

「八ンズフ U —着信」の設定は、設定を解除するまで有効です。 

( FAX - 1 OOOVCLW をお使いいただいている場合やテ機を増設した場合は、テ機にノ V ンズフ U —着信を設定するこ 
とはでさません。） 


〇 着信音が鳴った5マイクに向かって「は一い」と言う 

与マイクの正面]メートルじ(内から声をかけます。 

0通話び終わった5 3管を巧す（テ機のときは@を巧ず) 


• 内線電話、留守モードのとさは八ンズフ U —で電話を受けることはでさません。 

• 本機びいったん着信したあとは、着信音（「トゥルッ、トゥルッ」というべル音）び鳴っていても、八ンズフ 
U —で電話を受けることはでさません。 

• 八ンズフ U —で通話びできるのは約]時間までです。 1 時間し U 上通話するときは受話器を取って話してくださ 
い。 

• 相手の声やこちらの声び聞こえにくいとさは、受話器を取ってお話しください。 

• 本機のそばを離れるときや外出するときは誤作動しないように、八ンズフリー着信の設定を解除してください。 

• 「は一い」の検出び可能な距離はマイクの正面約1メートル 1 U 内です。 

• 留守モードのときは、八ンズフ U —着信を設定することはできません。 

• 次のとさは八ンズフ U —着信を受けられません。 

-着信回数を日回または1回にしているとき 
• 着信音音量を日 FF に設定しているとき 

• 「は一い」という返事に本機び反応しないときは、声びルさいか返事び短い可能性びあります。はっきりと大 
さな声で呼びかけて < ださい。 

• 「八ンズフ U —着信を設定する」42ページ）の手順己で「機能/確定」を押してもテ機のディスプレイ 
び 巧 に戻らないときは、 W を押してください。そのあと、再度八ンズフ U —着信の設定をし 

直します。 


• 「八ンズフリー着信」を設定しているときの着信音は、着信音の設定にかかわ！5ず、次のようになります。 
メ□デイを設定していてら無効になりますのでごま意ください。 


M 、 1づ、 — III 爪=几ク 

着^己曰 

ノ \ ノ乂 ノリーの巧疋 

親機 

子機 

親機に八ンズフ U —を設定したとさ 

ベル 1 

設定されてしぶ着信音 

テ機に八ンズフ U —を設定したとさ 

ベル] 

ベル 


ご使用の 
前に 


フアクス n ピ—オプ^い^ ス 活用ずるこ；； にホ 付録 
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八ンズフリーで電話を受ける 


解 

除 

す 

る 


機能/確定スピーカーホン 

〇 〇 

[機能/確定]一[スピーカーホン]を巧す 


パンス''フリ-チヤクシン:がキ 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


2 


© 


roFFj を選ぶ 

日 FF/ す林/]キ 


3 A 

機能/確定 ® 停止 

〇を}甲す u を巧す 

• 「ウケツケの夕」と表示されます。 


カント':- HH + 

^—►了センタク 

> 4段階の調整びでさます。 

>子機の感度を変更するとさ 
も、親機の(〇で調整します。 


参「は一い」と呼びかけてち 
本機び反応しないとさは、 
7イクの感度を上げてくだ 
さい。 

参まわりの音に反応して「ピ 
ピッ」という音び鳴るとさ 
は、マイクの感度を下げて 
<ださい。 


ち 


機能/確定 

〇 


6 


を巧す 


◎停止 

U を巧す 


「ウケツケの夕」と表示されます。 


機能/確定スピーカーホン 

〇 〇 

[機能/確定]^ [スピーカーホン]を巧す 


八ンス " フリ-チヤクシン : OFF 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


2 

機能/確定 

〇 

着信先を選び、 
[機能/確赴を}甲す 

( 日 FF/ す林/]キ 




>け林」を選択すると親機の 
ディスプレイに「レンシュウ 
シテクタ''サイ」と表示されます。 

> ロキ」を選択するとテ機の 
ディスプレイに「レンシュウチュウ」 
と表示されます。 


さ 


ィ ◎ 


設定したほうのマイクに向かって「は一い」と呼 
びかけ、「ピピッ」という音が鳴るか確認する 

参呼びかけは、設定してから已分!^乂巧にしてください。 


マイクの感度を調整 
する 


ノ V ンズフリー着信を設定ずる 


八ンズフ U —着信の設定を親機、テ機のどちらに設定するか、また「は一い」という返事の検出レベルを設定しま 
す。八ンズフ U —着信の設定は親機で行ないます。 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 


フアクス n ピ- 


設定する 
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通話のときは 


の 

留ノ 


2 


子機 

電話中に[保留]を 
巧す 

♦ こちらの声び相手に聞こえ 
なくなります。 


(1 ア)こ2 A ジ （ 3直) 


取り次ぐ子機の内線香号を巧す 

♦ 呼び出しているテ機び出ないとさなど、保留している相手と 
をう一度話すとさは聲（保留）を押します。 

♦_ 子機び]台のときは(1ジを押します。 


内線/クリア 

電話中に[保留]を巧す 

) こちらの声び相手に聞こえなくなります。 


2 


娜 


親機の巧線香号「0」を巧す 

参保留している相手とちう一度話すとさは@ 
を押し、呼び出しを中止してか線)を巧します。 


FAX -1 日日日 VCLW のと 
さ、またはテ機を増設し 
ているとさ、テ機で取った 
電話を別のテ機にトラン 
シーバー方式で取り次ぎ 
ふ弓 0 

ここではテ機]で到ブ、テ 
機2へ取り次ぐ場合の例 
で説明しています。 


子 

燃 

1 

か 

6 

子 

燃 

2 


内線/クリア 

電話中に[保留]を巧す 

♦ こちらの声び相手に聞こえなくなります。 


2 


〇) @ (§3) 

感 


取り次ぐ子機の内線香号「2」を巧す 

♦保留している相手とちう一度話すとさは@ 

を押し、呼び出しを中止してを押します。 


通話を切り替える 


受話器の通話とスピーカ 
ーホンの通話を切り替え 
ます 0 


親 


挫 


スピーカー ホン 


2 


〇 




通話やに[スピーカーホン] 
を巧し、受話器を置く 

♦ スピーカーホンによる通話になります。 


スピーカーホンの通話をやめる 
ときは、受話器をとる 


子 


磯 


2 


の 


の 


通話中に[スピーカーホン]を押す 

参スピーカーホンによる通話になります。 


スピーカーホンの通話をやめるときは、 
もう一度[スピーカーホン]を巧す 


電話を取0巧ぐ 


親機で取った電話をテ機 
に取り次ざます。 


テ機で取った電話を親機 
に取り次ざます。 


付 

録 


通話を録音ずる 


通話の内容を録音できます。 

• 録離間が機制の「7扁がかセッティ」 
で設定できます。批91ぺージ） 

♦ スピーカーホンで通話しているときは 
録音でをません。 


■ 再生 

〇 

録音 

親機で通話やに 
[録音]を巧す 


2 


◎イき止 

〇 


録音をやめるときは 
[停止]を巧す 


♦録音した内容は留守録メモ 
U —に記憶されます。 

♦ 設定した録音時間び過ざる 
と録音は中止されます。 

♦ 録音した内容を聞くときは、 
受話器を置いて、〇 
(再生）を巧します。 


親機か5子機へ子機か5親機へ 


ご使用の 
前に 



ファクス n ピ—ォ プ挡ス 活用ずるぶ g -」 ホ 
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通話のときは 


通話を保留にずる 


相手にちょっと待って欲し 
いとさ、通話を保留でさ 
ふ9 〇 

♦ 保留にしている間は保留メロ 
ディび流れます。 




親 

磯 


の 

留ノ 

子機 


2 




通話中に[保留]を巧し、受話器を置く通話に戻るときは、もう一度受話器をとる 

♦ 通話び保留されます。（受話器を置かなく ♦ 受話器を置かなかったとさは、ちラー度(|)を巧す 


てち通話は保留されています。 


と通話に戻ることびでさます。 



1 


2 

子 


内線/クリア 

内線/クリア 


( Ji ) 


1 挫 

通話中に 

[保留]を巧す 

通話に戻るときは、もう一度 

♦ 通話び保留されます。 

[保留]を巧す 


y 


親機と子機の内線番号について 

親機と子機の内線番号は次のように設定されます。 


内線番号 

機種 


の 




FAX -1000 CL/VCL 

親機 

子機] 

増設子機] 

増設子機2 

増設子機3 

FAX - 1日日日 VCLW 

親機 

子機] 

テ機2 

増設子機] 

増設子機2 


《 FAX -1 日日日 VCLW の子機には、内線番号を確認するための子機判別シールびはってあります。 



子機に電話だということ 
を伝えて受話器を置く 


>取り夕ざをやめるとさはテ 
機で ( i ) を押すと保留して 
いる相手と親機び通話でさ 
るよラになります。 



テ機に外線びつなびります。 



親機に電話だということ 
を伝える 


>取り次ざをやめるとさは親機 
の受話器を置くと保留してい 
る相手とテ機び通話でさるよ 
ラになります。 


4 




を巧す 


•親機に外線びつなびります。 


表示されます。 


電話だよ） 

>子機2び充電器からとられ 
るか 、 "W (保留 )を押さ 
れると、テ機1、テ機2のデ 

ィスプレィに「巧ウ所引と 子機1の 0( 子機間通 

話）を押し続けて、子 
機のディスプレイに 
「八ナス」と表示された 
ら、取り次ぎ内容を伝 
える 


I 「 A ナス」と表示されるまでに、数砂 
かかります。 

I 取り次ざをやめるとさはディスプ 
レイに「7巧ケチュウ」と表示されてい 
るとさに ( g ) を押すと保留している 
相手と通話でさるようになります。 

>デ機1び0を離すと、テ機1、テ機 
2とも待ち受け中になり、テ機2び 
0を巧し続けて、テ機2のディス 
プレイに 「 A ナス」と表示されると、 

テ機1へ話しかけることびできます。 


4 




「マチウケチ]ウ」の表示の 
ときに[切]を巧す 

• 取り次ぎ先のテ機に外線び 
つなびります。 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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内線で話す 



通話をする 


内線/クリア 


子機を充電器からとり、 
押し、 [0] を押す 


解 

[保留]を 


親機、テ機間で内線通話や呼び出しびでさます。 


巧機とモ機で話す 


親機からテ機、またはテ 
機から親機へ内線電話を 
かけて通話します。 


親 

挫 

1 I 3 S 

か 

6 

テ 

挫 

1 I 3 S 



スピーカー ホン 


2 


〇 


告を押す 


受話器を取る、または 
[スピーカーホン]を押す 


モ機とモ機で話ず 
備易モ機囲通話) 


テ機を2台じ(上使用して 
いるとき、テ機同±でトラ 
ンシーバーのように交互 
に通話することびでさま 
す。（外線通話中でわ、通 
話を保留にして子機間通 
話することびできます。 

陪43ぺージ r 電話を取り 
次ぐ」の r 子機1からテ機 
2へ」） 


テ 

挫 

1 I 3 S 


内線/クリア 

2 Q ) 感透 ） 3 

0〈ナィセぺ 

(〇) 

短） 

マチウケチュウ 



子機を巧電器からとり、 
[保留]を押す 


香号（例(^)を押す 

• テ機2の内線呼出音び鳴りま 
す。 

•テ機2び内線をとると、「ピ 
□リツ」という音び鳴ります。 


ディスプレイにチウケチュウ」 
と表示されたら@(子機間 
通話）を押し続ける 


テ 

做 

磯 

2 



SS 〈ナィセン〉 
マチがけュウ 


• 子機2の内線呼出音び鳴ります。 
•子機を充電器からとります。充電 
器から外しているとさはを 
押します。 

•子機2び内線を受けると、子機1、 
子機2とを「巧ウヶチュウ」になります。 


巧機か巧機〜陋’かける 


親機からすべてのテ機、 
または指定した子機にス 
ピーカーを 使って呼びか 
けます。 


親 

做 

磯 



スピーカー ホン 

〇 

受話器をとる、または 
[スピーカーホン]を押す 


2 



\保留/ 

子機 

[子機]を押し、 [0] を押す 

•特定の子機に呼びかけるとさは、子機の内線番 
号を押してからを押します。 


付 

録 
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y 


• 内線通話中に外線びかかってきたときは、親機の着信音び鳴ります。親機の受話器を戻して内線通話を終了さ 
せ、ちう一度受話器をとると電話びつなびります。 

-親機びスピーカーホンを使って内線通話をしているときに外線びかかってくると、親機の着信音びなります。 
受話器をとって外線とお話ください。 

• 次のとさは内線電話中に外から電話びかかってさてち着信音び鳴りません。 

-ナンバーディスプレイの設定を「アリ」にしている 
-着信音にメ□ディを設定している 
-着信回数を「0回」に設定している 

• 親機からはスピーカーホンでも内線通話びできます。子機では、子機どうしの内線通話のときのみ、スピーカー 
ホンを使った内線電話びでさます。 

• 電波状態びよくない場合、子機間通話中に待ち受け状態に戻ったり、接続できないことびあります。このとさ 
は子機間通話をやり直してください。 


テ機か6親機へ 


ご使用の 
前に 




ファクス n ピ—ォ プ挡ス 活用ずるぶ g -」 ホ 






































内線で話す 


夕が^径)角) 

通話する子機の 
巧線香号を}甲す 



通話をする 


スピーカー ホン 

〇 

通話をやめるときは受話器を置く （スピーカ 
ーホンでかけた場合は[スピーカーホン]を 
巧す） 


さ 


@ 


通話をやめるときは、 
[切]を}甲す 



£ 


〈ナイセン〉 


ハナス 


「ピポッ」と音が鳴り、を^ィスプレイに 
「八ナス」と表示されたら、0 (子機間通 
話）を押したまま子機2へ話をする 

•「 A ナス」と表示されるまで数秒かかります。 



5 




1)(テ機間通話）を押している間、 
「 A ナス」と表示され、話しかけるこ 
とびでさます。 

0)(テ機間通話）を離すと子機1、 

子機2とを r 巧ウケチュウ」になります。 


子機2と通話をやめる 
ときは、 r 巧ウケチュウ」 
の表示のとき[切] 

を押す 




〈ナイセン〉 
キク 



>テ機2では「キク」と表示さ 
れます。 


£3 〈ナィセン〉 

マチウケチュウ 


>子機2び話をするときは、子 
機2側の© (子機間通話）を 
押して、手順4と同様に話を 
します。 



一力ーホンで日乎びかけた場含は[スピーカー 
ホン]を押す） 




親機と子機の内線番号について 

親機と子機の内線番号は次のように設定されます。 


内線番号 

機種 


の 

CH) 



FAX -1000 CL/VCL 

親機 

子機] 

増設子機] 

増設子機2 

増設子機3 

FAX - 1日日日 VCLW 

親機 

子機] 

テ機2 

増設子機] 

増設子機2 


《 FAX -1 日日日 VCLW の子機には、内線番号を確認するためのテ機判別シールびはってあります。 

親機びスピーカーホンで内線通話をしているとき、親機と子機を近づけないでください。 

近づけすざると八ウリング（「キーン」という音びする）び発生する事びあります。 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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留守香機能を利用する 



お出かけ前に「留守モー鬥に設定すると、留守中にかかってきた電話やファクスを自動的に受けることができます。 


慶)を押す 

時ボタンが点灯します 


(2 な な句 






、城 


( 0 こ)記号) 


コピースタート 


ずノ 


/ \ 

1/ 

\ _ y 


•留守応答メッセージについて 

本機にはあらかじめ留守応答メッセージが録音されていますが、必要に応じて、自分の声で留守応答メッセージ (2 
種類）を録音することができます。89ページ） 

また、録音した留守応答メッセージは、慶)を押した傲のまたは@で選択することができます。 

(隐^91ページ） 

•着信回数について 

着信してから、本機が自動的に応答するまでに鳴る着信回数を設定することができます。（《^89ページ） 

•メッセージの録音時間について 

留守モード中じかかってきた柜手からのメッセージの1回あたりの録音時闇を設定することができます。 

(腐^91 ぺ ー ジ） 

録音時間は、相手側の状況睛の質や周りの騒音など）によって変わることがあります。また、ファクスメッセージ 
がメモリーじ記1意されているときは録音時間が短くなります。 

•留守録 モニター について 

留守モード中に着信した場合に再生される応答メッセージと、ネ目手の録音メッセージを、本機のスピーカーで聞く 
(モニターする）かどうかを設定できます。 （ i ^91 ページ） 

留守録モニターの音量を変更したい場合は、スピーカー音量を変更してください。 （ i ^20 ページ） 


■ 留守録機能を解除するとき 

もう一度漫)を押す 

ーボタンが消灯します 


り贪な。 


(4£)(5. 



-M > 卜,、 


守ノ 




‘0=5 


(0 つ (#4 


□いが 


/ \ 

(D 

_ 


出かけるとを 

留守番機能をセットずる 


ご使用の 
前に 


フアクス n ピ—オプ^い^ ス 活用ずるこ；； にホ 付録 
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留守香機能を利用する 


& 帰ってをたとを 

ファクスび届いているとさ 


自動的に受信し、印刷されています。記録紙やリボン 
がなくなると、ファクスはメモリーに言己憶されます C 
言己 I を紙をセットし直したり、リボンを交換すると、 

自動的にファクスが印刷されます。 




• 印刷されたファクスメッセージは、メモリー 
から削除されます。 


■ 記をを紙がな<なつたとさ 
記録紙を セットし® を押す 


M 

キロクシカクニン 

キロクシセツトシテクタ'' サイ 


I (交ぶ表示） 

スタートヲオシテクダサイ 

■ リボンがな<なつたとさ 

リボンが少なくなったら（豚109ぺージ） 


の 

リボンカクニン 
カハ'' ーヲアケテクタ'' サイ 



U モコン設定やファクス転送を設定して 
いると、画面のをクス転を]び点灯します。 
( i ^49、 日1ぺ-ジ） 


音声メッセージびあるとさ 


漫)を押す 

一新しく録音されたメッセージが再生されます 



■ 音声メ ッ セージを確認する 


メッセージを聞き直す 

再生中のとき 

で])を押す 

再生中でないとき 

〇(再生)を押す 

次のメッセージを聞く 

再生中に( I すを押す 

途中でメッセージの再生をやめる 

再生中にろ t (停止）を押す 

メッセージを消まする 

再生中のとき 

(そのメッセージが消去される） 

〇(消去)を押し、磕認して 

もう一度〇(消去)を押す 

再生中でないとき 

(すべてのメッセ-ジが消去される） 

なじ肖去 } を押し、 r ヨウケン 
ショウキョ？」を表示していると 

きに、 （ C ) (スル）を押す 
※ファクスメッセージち 
同時に消去するときは 
r リョウホウショウキョ?」を選びます。 


1補足 


子機からは、留守番機能の操作（メッセージの再 
生•消去、留守モードの設を•解除）はできません。 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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外出中の便利な使いかた 


機能/確定 


能/備疋 户~\ ^~ 

Q Q7poV (4 oi) 


アンショウハ、' ン〕、' か---* 
ニュウリが/カクテイホ'’タン 


[機能/確定]^ [7 •ルス日クメモリ-セツテイ] 
[4 •アンショウ A '' ン ]'' ウ]を巧す 


4 


ファクスのメモリ-受信の!魄を選ぶ 


OFF/ON 



Iファクスメッセージをメモ 
U —受信するとさは「日 N」 
を選びます。 

Iファクスメッセージをメモ 
U —受信しないとさは 
「OFF」 を選びます。 


ち 


機能/確定 

〇を巧す 


I 「ウケツケの夕」と表示されます。 

I「日 N」 を選んだとさは、留守モードに 
セツトすると防巧!国び点打します。 



2 


# J し并 



外出先から電話する応答メッセ-ジが流れてきた暗証香号を入力する 

ら [#] [并]を続けて押す 


臨正ま号設定 


留守録転送や U モコンア 
クセスをするために、あら 
かじめ暗証番号を設定し 
ます。 




U モコンアクセス 


外出先から!-ーン信号で 
U モコンコードを入力し、 
本機を操作でさます。 



•U モコンアクセスするた 

フ、 

\ めには、あらかじめ暗証 

ア 

X 番号の設定び必要です。 

ク 

ス 



■ U モコンコード表 


コード 

操作内容 

■音声メッセージ 

91 

音声メッセージを再生する 

再生中に m : メッセージを最初から再生 

メッセージとメッセージの間で m :前のメッセージを再生 

再生中に m :次のメッセージを再生 

再生中に CID :再生を中止 

93 

メ fU —に録音されているすべ 
ての音声メッセージを消去する 

一度わ再生されていないメッセージび残っているか、消去する 
メッセージびないとさは「ピピピッ」という音びする 

■応答メッセージ 

9410 

留守応答メッセージ]を再生し、留 

守応答メッセージとして設定する 

9420 

留守応答メッセージ]を録音する 

録音中に ( 9 ) :録音を終了 

9411 

留守応答メッセージ2を再生し、留 

守応答メッセージとして設定する 

9421 

留守応答メッセージ2を録音する 

録音中に ( 9 ) :録音を終了 

9412 

在宅応答メッセージを再生する 

9422 

在宅応答メッセージを録音する 

録音中に C 1 D :録音を終了 

■設定 

9己] 

留守録転送、ファクス転送の設定を「しない」にする 

952 

ファクス転送を設定する（番号び登録されていないとさは設定不可） 

953 

留守録転送を設定する（番号び登録されていないとさは設定不可） 

954 

ファクス転送先を設定する 

C 1 DCIDC 4 D のあと「ピー」と鳴ったら転送先番号を入力し、 
m を2回押す。ファクス転送の設定びされていないとさは自動 

的に「ファクス転送」になります。 


暗証番号を設定をする 外出巧から操作ずる 


ご使用の 
前に 


コピ— オプ貨活用ずる，這 付 0 


ヴ—ビス 


とさには 
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•「 U モコンアクセスカード」ページ）を切り取ってお使いいただくと便利です。 
































































外出中の便利な使いかた 


暗証香号を入力する 


参お買い上げ時の暗証番号は 
「---*」に設定されてい 
ます。 

♦暗証番号 eco 9〜@、 

(も胃^を使った3わの 
番号と「*」で構成されま 
す。 


さ 


機能/確定 

〇を巧す 


ファクス : OFF 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


6 


◎停止 

〇を巧す 


参暗証番号を受けつけると音 
声メッセージの件数を音声 
でお知らせします。 



リモコンコー ドを 入力する 

[例]録音されている音声メツセージを再 
生するときは GDm を}甲します。 


参一部の U モコンコードは、 
留守モードに設定しておか 
ないと使用でさません。 

(使えないコードは、下記の 
表962、963、 97] です） 


ち 


9 JCo 


終了するときは [9] 
[〇]を続けて押す 


コード 

操作内容 

■設定 

9己己 

留守録転送先を設定する 

dDCIDCl つのあと「ピー」と鳴ったら転送先番号を入力し、 
m を2回押す。留守録転送の設定びされていないときは自動的 

に「留守録転送」になります。 

■メモリー! 

展作 

961 

メモ U — 使用状況 U ストを取り 
出す 

ciDCom のあと「ピー」と鳴ったら転送先番号を入力し、 
CZ 3 を2回押して受話器を置く 

962 

メモ U —に記憶されたファクス 
メッセージを取り出す 

dDdDdD のあと「ピー」と鳴ったら転送先番号を入力し、 

m を2回押して受話器を置く 

963 

メ fU —に記憶されたファクス 
メッセージを消去する 

消去するメッセージびないとさは「ピピピッ」という音びする 

971 

ファクスメッセージび記憶され 
ているかを確認する 

記憶されているとさ：「ピー」という音びする 
記憶されていないとさ：「ピピピッ」という音びする 

972 

音声メッセージび記憶されてい 
るか確認する 

記憶されているとさ：「ピー」という音びする 
記憶されていないとさ：「ピピピッ」という音びする 

■モード変更 

981 

留守 f ードにする 

982 

在宅 f ー ドにする（留守 f ー ドを解除する） 

■リモコンアクセスの終了 

90 

Uf コンアクセスを終了する 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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機能/確定 


能/備お 户 ~^ ^ 

Q ( 7 po " s ) ( 5 I ) 


[機能/確定]^ [7 •ルス日クメモリ-セツテイ] 
[5 •テンソウ]を巧す 


ヨウケンテンソウ 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


機能/確定 


能/備疋 ^~^ 

Q ( 7p ；^ Q 5 ク 


OFF 


'センタク/カクテイ 


[機能/確定]^ [7 •ルス日クメモリ-セツテイ] 
[5 •テンソウ]を巧す 


5 6 

機能/確定 ◎停止 

〇を巧す 〇を巧す 


「ウケツケの夕」と表示されます。 


>留守モードにセツトすると 
I フアクス転迸 び点灯します。 


機能/確定 


能/値疋 户~\ ^~\ 

Q ( 7poy (^51) 


ファクステンソウ 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


[機能/確定]^ [7 •ルス日クメモリ-セツテイ] 
[5 •テンソウ]を巧す 



P 音声ガイダンス(こしたがメッセージを聞く 
るつて暗証香号を入力する 


♦ 暗証番号の設定心49ページ 


機能/確定 


能/値疋 户 ~^ 户 ~\ 

Q ( 7poy (^5」9 


OFF 

▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


[機能/確定] 一 [7 •ルス日クメモリ-セツテイ] 
[5 •テンソウ]を巧す 


5 6 

機能/確定 ◎停止 

〇を巧す し；を巧す 

I「ウケツケの夕」と表示されます。参留守モードにセットすると 

りアクス転！) び点打します。 


留守録面送 


留守モードのとさに音声 
メッセージび録音される 
と、外出先の指定した電 
話に転送します。 

•ファクス転送（「ファクステンソウ」） 

と同時に設定することはでさ 
ません。 

♦ NTT のボイスワープヴービ 
スとは異なります。 

♦ 転送先の電話び話し中のと 
さ、呼び出してち電話にでな 
い時、暗証番号び巧されない 
時は、1日分おさに己回まで再 
ダイヤルされます。 

♦ 留守モードのとさのみ転送で 
さます。 

♦ 留守録転送するためには、あ 
らかじめ暗証番号の登録び必 
要です。49ぺージ） 


フアクス巧送 


留守モードのとさにファク 
スび着信すると、本体の 
メモ U — に受信して外出 
先の指定したファクシミ U 
に転をします。 

•留守録転送（IIウケンテンソウ」） 

と同時に設定することはでき 
ません。 

参転送先のファクシミ U び通話 
中のとさは、8回まで再ダイ 
ヤルされます。 

♦ 留守モードのとさのみ転送で 
さます。 


留守録お送する 


解除する 


解除する 



ファクス面送ずる 


ご使用の 
前に 




フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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外出中の便利な使いかた 


2 


© 


さ 


機能/確定 

〇を巧す 


ヨウケンテンソウ#:_ 

ニュウリが/カクテイホ''タン 


「ヨウケンテンソウ」を選ぶ 

( OFF/ ファクステンソウ/ヨウケンテンソウ） 


♦ 暗証番号び設定されていないとさは、「アンショウ A''：/]'' 巧 
トウ□クシテクタ''サイ」び表示されます。このとさは暗証番号を 
設定してください0^49ページ） 



乾送先の電話香号を 
入力する 


>2件！;(上あるときは連続し 
て再生されます。 

>再生終了後に電話は自動的 
に切れます。 


2 


© 


「 OFF 」 を選ぶ 

( OFF/ ファクステンソウ/ヨウケンテンソウ） 


3 A 

機能/確定 ◎停止 

〇を巧す 〇を巧す 

参「ウケツケの夕」と表示されます。 


2 


© 


さ 


「ファクステンソウ」を選ぶ 

( OFF/ ファクステンソウ/ヨウケンテンソウ） 


機能/確定 

〇を巧す 


ファクステンソウ#:_ 

ニュウリが/カクテイホ''タン 



号を入力する 


2 


© 


さ 


機能/確定 

〇を巧す 


「 OFF 」 を選ぶ 

( OFF/ ファクステンソウ/ヨウケンテンソウ） 


[フアクス転！) び消灯します。 


4 


◎イ旱止 

〇を巧す 


ご使用の 
前に 



フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 


52 






























ファクスを送る . 曰4 

ファクスだけをすぐに送る . 54 

話しをしてから送る . 54 

ファクスを受ける . 曰曰 

自動的に受ける . 己己 

テ機で受ける . 己己 

電話に出てから受ける . 己己 

本体のメ fU —にファクスメッセージを記憶する（メ甘 J — 受信） . 56 

いろいろな送りかた . 曰7 

電話予約 . 57 

タイマー送信 . 57 

海外送信 . 57 

送付書送信 . 59 

メ f U —送信 . 61 

一括送信 . 61 

送信設定の解除 . 61 

八ンドスキャナーで読み取った内容を送信 . 

いろいろな受けかた . 63 

親切受信 . 63 

A 4 自動縮ル受信 . 63 

ポー U ング受信 . 63 

























クスを送る 


# 


ファクスだけを 
ずぐに送る 


〇 原稿をセットする 

3枚目2枚目1枚目 



送信する面は 
下向き 

先端をそろえて 
軽く当たる 
ところまで 
tsI し込む 


1補足 


一度にセットできるのは10枚までです。 


ダイヤルする、または電話帳から相手を 
選ぶ 


咖 

夕' イヤルシテクタ'' サイ 
コヒ°ーヲオシテクタ' サイ 


X モリー送信画質 着信記録機能/確定 


英数•カナ 


©- 

P 1 @を巧す 


画質を調整できます。 
(腹>84ぺージ） 

一時的に濃度を 
調整できます。 

(腹>84ぺージ） 


送るのをやめるときは 

ファクスを途中で中止したいときは、0(停止)を押します。 
•繰り込まれていない原稿を取り除き、残った原稿をメッセ 
ージにしたがって排紙します。 


僻を してから 

相手と話しをしてファクスを送るこ 
とを伝えてから送ります。 

a 原稿をセットする 



相手に電話をかける 



〇 相手側のスタートボタンを押してもらう 

n 受話器から音がしたら®を巧す 



且 受話器を戻す 




送れなかつたとまは 

• 「ファクスだけをすぐに送る」の手順でファクスを送信した場合で、相手び通話中などの理由で送信できなかった 
ときは、自動的に8回まで「再ダイヤル」を行います。 （ 「再ダイヤル」を停止するときは® (5 (停止）を押します。） 
それでも送信できなかったときは、送信レポート （^9 己ページ）びプ U ントされます。あらかじめ記録紙をセットし 
てお < ことをおすすめします。 

• 「話しをしてから送る」の手順でファクスを送信したときは、自動再ダイヤルは行われません。同じ相手に再度ダイ 
ヤルするときは〇 (再ダイヤル）を押します。 


ご使用の 
前に 


電話 


フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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クスを受ける 


ファクスをご利用になる頻度によって、受信のしかたを設定することびでさます。（「受信のしかた」^21ページ) 

自動側こ受ける電話に出てか6 

設定した回数の着信べルび鳴り終©ける 

マし 4*«恰ん方 r *-! 壬>^ f - 亡 I -H 


ると、本機び自動的に応答します 
このとさ、相手びファクスだった場 
合は、自動的に受信します。 



巧 


補足 



• 着信回数を r ムセイグン」じしているときは自動的 
に受信しません。21、22ページ） 

• 記録紙がセットされてしぶいときや、途中でなく 
なったときには、本体のメモリーに受信します。 
記録紙セット後に印刷できます。（《^56ページ） 
• あらかじめ多め （50 枚下）じ記録紙をセットす 
ることをおすすめします。 




モ機で受ける 


あらかじめ「親切受信」を 「 ON 」 に設定し 
ておくと、テ機を取って約7秒後に自動的に受信し 
ます。（お買い上げ時は親切受信は 「 ON 」 に設定さ 
れています。陪63ページ） 

親切受信を設定していないときや、相手と話した後 
に受信するときは、親機の®を押して受信します。 



いちど電話に出てからファクスを受 
信します。 


電 i ミを受ける 



Q 相手と話をしたあと、または「ポー、 

スタート 

ポー」と音がしていたら、®を押す 



巧 


補足 


原稿がセットされているときは取り除いてから®を 
押します。 


受話器を置く 



ご使用の 


前に 


電話 


フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴービス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 


5 

5 


本機は、通 
なったとき 
ています。 


本化のメモ IJ — にファクスメッセージ 
を記憶ずる（メモ IJ 一受信） 


本機は、通常（待ち受け時）は記録紙をセットした状態で使用しますが、記録紙がなく 
なったときなどのため、ファクスメッセージを記憶しておくためのメモリーが備え6れ 
ています。メモリーには約60枚分（がのファクスメッセージを記憶しておくことがで 
きます。メモリーにファクスメッセージが記憶されるのは次のような場合です。 

《A4 版700文字程度の標準原稿を標準的画質 （8 ドット X3.85 本/ mm) で蓄積された場合の枚数です。メモリーを留守録と共 
用しているため、録音がある場合、メモリー受信の枚数が減少します。 


在宅モードのとき 


記録紙なし 


留守モードのとき 



受信したファクスはメモリー I 
に言己1意される ！ 


キロクシカク ニ ン 

キロクシセットシテクタ''サイ 

! i 交互表示 

キロクシカク ニ ン 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


記録紙をセットし、®を押す 


受信したファクスがプリントされ、 
メモリーから消まされる 


通常の留守 
モ-ド 


記録紙なし 


リモコン設定 
ファクス : ON 


ファクス範送 
設定時 


受信したファクスはメモリーに記憶される 


L 

キロクシカたン 

キロクシセットシテクタ''サイ 


! i I 交歸示 

キロクシカク ニ ン 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 


受信したファクスはプリントされる 

I I 

をクス転送]表巧が点滅 


リモコンアクセス 
でファクスを取り 
出すと、受信したフ 
アクスがメモリーか 
ら消まされる 


乾送先でファクス 
がプリントされると 
受信したファクス 
がメモリーから消 
まされる 



記録紙を 
セットし、 
歲'を押す 


データを消まするには 


メモリーに記されている不要なデー 
夕を消去したいときは、下記の操作で 
データを消去します。 


I 0 を押し、◎で「ファクスショウキョ?」を 

1 選び、 （1 ジ（スレ）を押す 

受信したファクス 

がプリントされ、メ ※音声メッセージも同時に消去するとき 
qz I I - ら消ま は「リョかがショウキョ?」を選びます。 

れる 


ご使用の 
前に 


電話 


フアクス 


コピ—オプ P ス活用ずるこ^ g にホ付 録 
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いろいろな送りかた 


電話モ約 


ファクス送信後に相手先 
の呼出音を鳴らし、通話 
でさます。 

• 相手のファクシミ U に電話予 
約機能びないとさはご利用で 
さません。 

• この機能は送信樹こ解除されます。 

• 「タイマー送信」を設定する 
と電話予約は解除されます。 

• 「伝言メッセージ」を設定する 
とさは、事前に発信元を登録 
してください。（発信元データ 
を登録していないときは、「伝 
言メッセージ」を設定するこ 
とびでをません。 （ 「発信元登 
録」防18ぺージ） 



夕''イヤルシテクタ''サイ 
コピ-ヲオシテクタ''サイ 


2 


機能/確定 


原稿を裏向きにセット 
する 

• 原稿について陪124ページ 


能/促疋 户 一 ^X ~\ 

〇 

[機能/確定] 一 [3 •ソウシンセツテイ] 
一 [5 •テ''ンワヨヤク]を押す 


テ'' ン〕 '' ンメッセ-'/ :OFF 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 

• 相手び電話に出ないとさは 
「お電話ください」とし巧伝 
言メッセージをファクス送信 
でさます。 



5 

、機能/確定 

〇 

「 ON 」 を選び、 
[機能/確定]を押す 

( OFF/ON ) 

• 「ウケツケの夕」と表示されます。 


ホカノセッティ？ 
1■スル2■シナイ 


夕斗マー送 f 


指定した時刻にファクス 
を送信します。 

• メモ U —送信を使うと3件ま 
で指定でさます。 

• この機能は送信後に解除さ 
れます。 

• メモ U —送信を設定していな 
いとさは原稿を取らないで< 
ださい。 



夕''イヤルシテクタ''サイ 
コピ-ヲオシテクタ''サイ 


2 


機能/確定 


原稿を裏向きにセット 
する 

• 原稿について陪124ページ 


お/り庄化 ^~\ 户 —\ 

Q (3 品）（6:) 

[機能/確定] 一 [3 •ソウシンセツテイ] 
[6 •タイ?-ソウシン]を押す 


ち 


お& 

フアクス香号を入力する 

参メモ U —送信を使うときはファクス番号を入力する前にここ 
で[メモ U —送信]を押します。 



6 


スタート 


.〇)を押す 


海外送信 


海外送信時に設定すると通 
信エフーを少な C きます。 

• この機能は送信後に解除さ 
れます。 



夕''イヤルシテクタ''サイ 
コピ-ヲオシテクタ''サイ 


2 


機能/確定 


〇 (5^ (4 ジ 


原稿を裏向きにセット 
する 

• 原稿について陪124ページ 


[機能/確定]^ [3 •ソウシンセツテイ] 
- [4 •カイカ''イソウシントト'']を押す 


5 


^‘（2 な （3 苗 


週 


6 


スタート 

を押す 


フアクス香号を入力する 


>ダイヤルします。 


>メモ U —送信を使うときはファクス番号を入力する前にここ 
で[メモリー送信]を押します。 


ご使用の 
前に 


電話 


フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴービス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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いろいろな送りかた 


テ'' ンワヨヤク :OFF 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


さ 


© 


>「7リントサン了ル」を選択する 
と伝言メッセージのヴンプ 
ルを印刷でさます。 


4 


機能/確定 


〇を押す 


roN 」 を選ぶ 

日 FF / ON / つ。リントサンフ。ル 


6 


(つ-力'^ 


を巧す 


♦他の設定をするときは00 
を押して設定を続けます。 


7 


ファクス香号を入力する 

参メモリー送信を使うときはファクス番号を入力する前にここで指定します。 



8 


スタート 

W を押す 


>ダイヤルします。 

>ファクスを送信したあと、 
電話で話します。 


3 


機能/確定 

〇 

送信する時刻を入力し、[機能/確定]を巧す 

• 送信時刻は24時間制で入力します。 

• 「ウケツケの夕」と表示されます。 



ホカノセツテイ？ 
1.スル2.シナイ 


4 


(つ_力'^ 


を押す 


H 也の設定をするとさは dD 
を押して設定を続けます。 


タイ7-ソウシンタイキチュウ 


• 指定した時刻になると、ダイヤルして原稿の読み取りび行われます。 

( 〇!* (メモI」一送信）を押してタイマー送信を設定したとさは、©を 
巧した後、読み取りび行われます。） 

• タイマー送信を設定したあとち電話を受けたりかけたりでさます。ファクスを送 
信するとさはいったんタイマー送信設定を解除してください。 （ @目 I ページ） 
•相手び話し中などで送信できなしたきは8回まで再ダイヤルします。 

•送信後、タイマー通信レポートび印刷されます。 


カイカ'’イソウシン : OFF 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


さ 



ホカノセッティ？ 
1.スル2.シナイ 


\機能/確定 

〇 

roN 」 を選び、[機能/確定]を押す 


OFF/ON 


「ウケツケの夕」と表示されます。 


4 


(つ-方^ 

\^ ム AB ソ 


を巧す 


H 也の設定をするとさは dD 
を押して設定を続けます。 


ご使用の 
前に 


電話 


フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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夕''イヤルシテクタ''サイ 
コピ-ヲオシテクタ''サイ 


2 


機能/確定 


原稿を裏向きにセット 
する 

• 原稿について防124ページ 


r 今回のみ付ける J とを 


(]ンカイノミ） 

r 送付書送信 J 
の1〜3の操作を 
行います 


能/値疋 /~ -x 户 ~ 'X 

〇似わ 

[機能/確定]-^ [3 •ソウシンセツテイ] 

[1 •ソウフシヨ]を押す 


4 5 

機能/確定 f 機能/確定 

〇 。〇 

手順3でロンカイノミ]を選び、「]ンカイノミ: ON 」 を選び、 
[機能/確定]を押す [機能/確定]を押す 


ON/OFF 


8 


ホカノセツテイ？ 
1■スル2.シナイ 


(つ-力'^ 
\^ ム AB ソ 


を巧す 


>他の送信設定をするとさは 
0 0を押して設定を続けます。 


r 今回のみ付けない J とを 


(]ンカイノミ） 

r 送付書送信 J 
の1〜3の操作を 
行います 


r いつを付ける J とを 


(ON) 

r 送付書送信 J 
の1〜3の操作を 
行います 


r いつを付けない J とを 


(OFF) 

r 送付書送信 J 
の1〜3の操作を 
行います 


4 5心 

機能/確定 ( ^ \機能/確定 

〇 。〇 

手順3で「]ンカイノミ」を選び、「施ノミ: OFF 」 を選び、[機能/確を]を}甲す 
[機能/確定]を押す ^_ QNXOFF _ ) 

• 「ウケツケの夕」と表示されます。 


4 


機能/確定 

〇 


1■コメントナシ 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


手順3で rONJ を選び、 
[機能/確定]を巧す 


A 


機能/確定 

〇 


ホカノわテイ？ 
1.スル2.シナイ 


手順3で 「 OFF 」 を選び、 
[機能/確定]を押す 

• 「ウケツケの夕」と表示されます。 


機能/確定 


2 


能/偶お 户 ~ -V ^~ -V 

Q (3 品） （2 A 志） 



[機能/確定]^ [3 •ソウシンセツテイ] 
に•ソウフシヨ ] メント1を押す 


\機能/確定 

▼ノ〇 

コメント番号を選び、 
[機能/確定]を押す 


送付書送信 


ファクスに自動的に送付 
書を付けて送信します。 

•お買い上げ時は r 日 FF (いつ 
ち付けない）」に設定されて 
います。 

• 送付書の内容はあらかじめ登 
録しておさます。 

• 送付書には相手先名（電話帳 
を使って送信したときのみ）、 
こちらの名前、電話番号、ファ 
クス番号、送付ページ数 
(]ンカイノミ:日 N に設定している 
とさ）、コメントび印刷されま 
す。 


• 送付書に付けるコメントを登 
録します。 

• 登録でさるコメントの文字数 
は27文字までです。 



今回のみ設定を変ちずる U 送付書を設定ずる 广 n メントを営録ずる 


ご使用の 


前に 


電話 


フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴービス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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mm [送付書送信]を設定するとさは、事前に発信元登録をしてください。 

XJtk (発信元登録をしていないときは、[送付書送信]を設定することびできません。「名前とファクス番号を登録する」 

陽 18 ぺージ） 



































いろいろな送りかた 


コンカイノミ 

▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


さ 


© 


]ンカイノミ/日 N/ 日 FF/ 
フ。リントサンつ。ル 


送付書の付けかたを 
選ぶ 


> [T リントサン7ル]を選ぶと送 
付書のサンプルを印刷でさ 
ます。 


6 

、機能/確定 

〇 

コメントを選び、 
[機能/確定]を押す 



1.コメントナシ/2.オテ、、ンワクダ、サイ/ 
3.シキ1ウ/4.シンテン/ 

己讨リシ''ナル]メント）/ 

6.讨リグナル]メント） 


7 


巧 Clip 機能/確定 

〇 

送信枚数を入力し、[機能/確定]を押す 

• 「ウケツケの夕」と表示されます。 




ぶ)な 

ファクス香号を入力する 

•メモ U —送信を使ラとさは 
ここで指定します。 


10 


スタート 


を押す 


6 


ホカノ セッティ? 
1■スル2.シナイ 


(つ-刀'^ 


を}甲す 


•他の送信設定をするとさは 
(C) を押して設定を続けます。 


フ@ @ 

フアクス番号を入力する 

•メモ U —送信を使ラとさは 
ここで指定します。 


8 


スタート 


次 )を押す 


5 



機能/確定 

〇 


6 


コメントを選び、 
[機能/確定]を押す 

♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 


.コメントナシ/2.オデ'：/9クダ'サイ/ 
3.シキ1ウ/4.シンテン/ 

己けリシ''ナル]メント）/ 

6.讨リグナル]メント） 


ホカノセツテイ？ 
1.スル2.シナイ 


V ^ AB ソ 


を巧す 


•他の送信設定をするとさは 
¢3)を押して設定を続けます。 


S 


(つ-刀^ 

V ^ ABC ノ 


を押す 


参他の送信設定をするとさは 
0つを押して設定を続けます。 


さ 

5 ._ 機能/確定 

ニユウリヨク/カクテイホ''タン 

ダイヤルボタンでコメントを入力し、 
[機能/確定]を押す 

♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 


ホカノセッティ？ 
1.スル2.シナイ 


4 


V ^ AB ソ 


を巧す 


•他の送信設定をするとさは 
¢3)を押して設定を続けます。 


ご使用の 
前に 


電話 


フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 
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ゾモ u —送信 


原稿を本体のメ fU —に 
記憶してから送信します。 

• 送信後にこの機能は解除されます。 



2 


夕''イヤルシテクタ''サイ 
コピ-ヲオシテクタ''サイ 


原稿を襄向きにセツ 
する 

• 原稿について豚124ぺージ 


^モリー送信 

〇 

英数•カナ 


を巧す 


-巧送 f 


指定した複数の相手に同 
じ原稿を送信します。 



夕''イヤルシテクグサイ 
コピ-ヲオシテクタ'’サイ 


2 


原稿を襄向きにセツ 
する 

参原稿について防124ぺージ 


乂モリー送信 

〇 

英数•カナ 


を巧す 


設定の解除 


タイマー送信など設定し 
ている内容を確認し、解 
除でさます。 


機能/確定 


龍/値疋 户 ~ -x 
〇 @ 


[機能/確定]^ [4 •セツテイカイシ''ョ]を巧す 

♦ 設定び]件しかないとさは手順3へ。 


2 



機能/確定 

〇 


解除したい設定を選び、 
[機能/確定]を押す 


|1ンドスキャナ-婦棚：)加客を送信 


八ンドスキャナーで読み取 
つた内容をを信でさず'す。 
• ) V ンドスキャナーで原稿を読 
み取る （-^67 ぺージ） 


ノ\ンドスキャナーを 
本体から取り出す 

(«^4ぺージ） 


♦巧打び点灯し、下のメッセージび表示されます。 

スタ-トホ、’タンテ、、ヨミトリ 
北° - ホ'’タンテ'' セッティ 

参必要びあれば、原稿にあわせて画質や濃度を調整します。 
(„^84ぺージ） 


4 

\機能/確定 

〇 

倍率を選び、[機能/確定]を巧す 



A 4 1日日％ソウシン / B 4 ] 日日％ソウシン 
/目 4> A 4 シュクシヨウソウシン 


I rA 4 1日日％ソウシン」 

A 4 サイズで読み取つた原稿を等倍で送信するとさ 
I 旧4 ] 日日％ソウシン」 

巨4サイズで読み取つた原稿を等倍で送信するとさ 
I 「目 4> A 4 シュクショウソウシン」 

目4サイズで読み取った原稿を A 4 サイズに縮小して送信するとさ 


ブ 


スタート 


を巧す 


ヨミトリ、ゾグケ7スカ？ 
1.ハイ2.イイエ 


巧 


(っ-つ 

V ^ ABC ノ 


を巧す 


I すぐ送信をするとさは手順8へ。 
I 続けて次のページを読み取ると 
きは、を押し、手順己の後、 
ス怒を押し手順 6 へ。 


10 


スタート 


.〇)を巧す 


>八ンドスキャナーを本体に 
おします。 


ご使用の 
前に 


電話 


フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴービス 


活用ずる 


こんな 

とさには 
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いろいろな送りかた 



2 A 志)み 

ファクス香号を入力する 


>ダイヤルする、または電話 
帳から相手を選びます。 

>読み取る画質、濃度を調整 
でさます。 


A 


^タート ♦ 原稿の読み取りび行われ、 

ダイヤルします。 

を巧す • 送信できなかったときには送 
信レポートび印刷されます。 


巧 電話帳 

瓜 \、機能/確定 

〇 

グル-プダイヤルや電話帳から相手先を選び、[機能/確定]を巧す 
にれを繰り返して複数の送信先を指をする） 



4 


スタート 

I づリを巧す 


♦ 送信先を間違えたときは® (5 
を巧して、送信先を最初か 
ら指定し直してください。 


>原稿の読み取りび行われ、 
ダイヤルします。 

>送信のあとに一括送信レポ- 
卜び印刷されます。(■^97 
ぺージ） 


15:40 03 AA 00 XX 

力がョ1.スル2.シナイ 


さ 


の 


を巧す 


4 


◎イ旱止 

〇を巧す 


2 


コピー 


さ 


P ) を巧す 


セツテイ:シングル北° - 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 



機能/確定 

〇 


A 4 1000/〇ソウシン 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


>八ンドスキャナーでの読み 
取りモードを設定する画面 
び表示されます。 

0^63ぺージ） 


シンク''ル：1ピ-/7ルチ]ピ- 
ソウシ://ツメ]ミ]ピ- 


[ソウシン]を選び、 
[機能/確定]を押す 


ち 

ノ\ンドスキャナーを 
原橋の上に置き、読 
取開始位置を合わせ 
る 

(^^64 ぺージ） 


ヨミトリテ'’キ7スファイン 


>読み取りび巧能になると、 
設定されている画質び表示 
されます。 


6 

ノ\ンドスキャナーを 
ゆっくり動かして原 
稿を読み取る 

0^64ぺージ） 


♦読み取り直すとさは® (5 (停 
止）を押し手順2へ。 

• 1ページ分を読み取ります。 


• 読み込んだ原稿び印刷されます。 

参印刷中に® (5 (停止）を押すと、印刷び中止され「ツウシン A 
スタ-トホ''タントリケシ A テイシホ''タン」と表示されます。送信するとさは 
@ (スタート）を巧し手順9へ進みます。送信を中止すると 
さは® (5 (停止）を押します。 


夕、、イヤルシテクタ、、サイ 
スタ-トヲオシテクタ''サイ 



ファクス香号を入力 
する 
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規切ま信 


受話器で受けたときに相手びファクスだった場合、その 
まま7秒待つと自動的にファクス受信します。 

♦ お買い上げ時は roN 」 に設定されています。 

参設定を解除後、再度 「 ON 」 に設定することもできます。 


A 4 自動縮かま f 


受信した原稿び A 4 サイズよりも大きいとさ、分割され 
ないように A 4 サイスこ縮小して受信します。 

♦ お買い上げ時は roN 」 に設定されています。 

>設定を解除後、再度 roN 」 に設定することもできます。 


m M • 親切受信 

Lfp ファクスの受信び始まったら受話器を置いてください。子機で受けたときは子機を充電器に戻してください。 

• 本機にファクスび送られてきたとき、自動受信を開始する前に電話を受けると「ポー、ポー」という音び聞 
こえます。このとき、親切受信を設定していない場合は、親機の 1)' (スタート）を押さないとファクスを受 
信することびでさません。 

-回線の状態により、「ポー、ポー」という音び聞こえても、自動的にファクスを受信しないときびあります。 

このようなときは、親機の® (スタート）を押して手動でファクスを受信してください。 

-親切受信は、親機または子機で電話に出た後、約4日秒間有効です。4日秒経過したあとに「ポーポー」と 
いう音び聞こえても、自動的にファクスを受信しません。この場合は、子機で電話に出たまま親機の® (ス 
タート）を押して手動でファクスを受信します。 

• A 4 自動縮小受信 

• 原稿の長さび55日 mm じ(内のときは、長さに応じて自動縮ルして印刷されます。 

-原稿の長さび己日日 mm iU 上のとさは、自動縮小されず複数枚の記録紙に分割して印刷されます。 

• 通話中、または外部からの音び入ったとき突然ファクスに切り替わってしまう場合は、「親切受信」の設定を 
「 OFF 」 にしてください。この場合は、親機の® (スタート）を押して手動でファクスを受信します。 


機能/確定 


能/値疋 户 ~ - N . 户 ~ -X 

Q 化吉 ）（2 A 安 

[機能/確定]^に•シ''ユシンセツテイ] 
に•シンセツシ''ュシン]を巧す 


機能/確定 


能/備疋 

〇 ( 2 (3 每 

[機能/確定]^に•シ''ユシンセツテイ] 
[3 •シ '' K ウシュクショウ]を巧す 


話 


こちらから相手のファクシミ 
U を呼び出して受信します。 

♦ 送信側のファクシミ U にポー 
U ング機能びないとさには利 
用でさないことびあります。 


機能/確定 


お/値た 户 ~\ \ 

(2 (^ 。 訂 

[機能/確定]^に•シ''ユシンセツテイ] 
[4 •ホ。-リングシ '' 2シン]を巧す 



^13 & 

相手のファクス香号 
を入力する 


ポーリングま信 


いろいろな受けかた 


解除する 解除する 


n ピ— 
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ヴービス 
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いろいろな受けかた 


シンセツ'/1シン : ON 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 


2 


roFFj を選ぶ 

ON/OFF 



3 4 

機能/確定 ® 停止 

〇を巧す 〇を巧す 

参「ウケツケの夕」と表示されます。 


シ''ドウシュクシヨウ : ON 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


2 


© 


roFFj を選ぶ 

ON/OFF 


3 4 

機能/確定 （©停止 

〇を巧す 〇を巧す 

参「ウケツケの夕」と表示されます。 


さ 


スタート 


を巧す 


参「ウケツケの夕」と表示後、ダイヤ 
ルび始まります。 




ファクス情報サービスを利用する 

このファクスでは、各種のファクス情報ヴービスを利用でさます。 

• ファクス情報サービスにはガイダンスち式（音声び聞こえるもの）とポー U ング方式（ピーと音びするもの） 
びあります。各種サービスに合わせて操作してください。 

• ダイヤル回線をお使いのお客様は、サービスセンターに電話をしたあと、，_ミ^)を押してから入力します。 

• ダイヤル回線をお使いのお客様は、情報サービスの暗証番号などを電話帳に登録する場合、登録する暗証番号 
の前に ^ を入力してください。 


ご使用の 
前に 


電話 


フアクス 
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活用ずる 
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第 4 章 


わ知らせ 

お知らせ 



ここここ风 

ここ：こここ风 



こんな コピーが 
でをます 



ピ- 


コピー する . 6曰 

こんなつピーびでさます . 65 

コピーする . 66 

ハンドスキャナーを使う . 67 

八ンドスキャナーでコピーする . 67 


•• これを コピーす るとさ 



拡大•縮小コピー 



マルチコピ ー（ 複数枚コピ ー) 




原稿ページの順にソート（並べ替え）できます。 



詰め込みコピー 

※ハンドスキャナー使用時 






















ピーする 



コピーずる 


a 原稿と記録紙をセットする 



削 

夕' イヤルシテクタ'' サイ 
コヒ°ーヲオシテクタ' サイ 


乂モリー送信画質着信記録機能/確定 


画質を調整できます。 



且 をを押す 



^♦コピーする枚数と並べ替えを設定する 

•コピーする枚数 

(^〜@で入力し/貧(機能/確定:)を 
押します。 

•並べ替え（ソート） 

複数枚の原稿を2部 t (上コピーするとき、原稿の 
ページ順にコピーするかどうかを選びます。 
©で選び/資 S (機能/確を)を押します。 

r 里 拡大•齡率を設定する 

©で選びます。 

ジドウ、10096、120%、125%、150%、50%、 
7596、目 4> A 4、8796. 9396 


最を押す 



说足 


y 


コピーが始まります。並べ替えを r ソート」に 
しているときは原稿を読み取ったあとにコピ 
一が化てきます。 

途中でやめるときはろ t (停止）を押します。 


拡大•縮小は原稿を差し込んだ辺の中央を基 
準に行います。 

拡大したとさは画像の一部び欠けることびあ 
ります。 

/120%のときコピーされる 

/範囲 

150%のときコピーされる 
範囲 


ここを中ん、に拡大-縮小 
します。 

原稿をセットする方向 



I こんなときは 

1枚目の原稿を読み取っているとさに 
「メモリ-力''イッ AM テ''ス/テイシ3オシテクタ''サイ」と表示されたときは 
〇 ( 停止）を押してコピーを中止し、不要なメモ U - を削 
除します。 

すでに]枚上原稿を読み取っているとさはそのページだけ 
コピーできます。続けるときは® (コピー）を押してください。 
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前に 
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八ンドスキャナーを使う 



/\ンドスキヤナーでコピーする 


ノ\ンドスキャナーを取り外す 



乂モリー送信画質 着信記録機能/確定 


英数•カナ 



画質を調整できます。 
(陪84 ぺージ） 

一時的に濃度を 
調整できます。 

(腹'84 ぺージ） 


ち 


あらかじめコピーするときの原稿ミ農度を設定 
しておくことができます。いったん設定する 
と、次に設をを変更するまで同じ濃度で原稿 
を読み取ります。 

( r 濃度の調整」^84ページ） 


日 読み込みの設定をする 


〇 @を押す 

ち 


拡大/縮ルをしない1部のコピーのときは 
® を押し、手順3へ。 


©0 (▲▼) で コピーの 種類を選び、 
で定を押す 


H 卿 

セツテイ：シンク。ルコヒ。一 
▲ ▼テ'' センタク/カクテイ 


• シングル コピー 

読み取った原稿をそのまま印刷する 

• マルチ コピー 

ページを複数枚巧刷する 

• ツメつ5つ ピー 

複数の読み取りページの余白を詰めて印刷する 

※読み込んだ内容をファクスで送信するときは 
r ソウシン」を選びます (^61 ページ） 

©0 (▲▼) で拡大•縮小率を選び、 

機能/確定 xm — 4- 

〇を巧す 


H 卿 

ヘンハ'' イリツ：10 〇〇/〇 
▲ ▼テ'' センタク/カクテイ 


1補足 


選択したデータに応じて設定できる項目は下記のとおり 


八ンドスキャナーの設定 部数 


シング J レコピー 


マルチ コピー 


言吉め込みコピー 


送信 


あり 


100%,150%, 75%, B 4> A 4 縮小 


100%, B 4> A 4 縮小 


100%, B 4> A 4 縮小 


A 4 100%送信， B 4 100%送信， 
B 4〉 A 4 縮小送信 


日 


ノ\ンドスキャナーを原稿の上に置き、 
基準と読取開始位置を合わせる 
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前に 
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ハンドスキャナーを使う 



• 見開きページの中央部分や段差のある原稿 
を読み取るときは、八ンドス车ャナーと原稿の 
間じすき間ができないように読み取ってくだ 
さい。コピーしたときじ黒くなったり文字がぼ 
やけたりする可能性があります。 

• のりや修正瓶朱肉、ボールペンのインクなど 
が付いている原稿は、よく乾かしてから読み取 
ってください。読み取り面のガラスがミちれたり、 
読み取ったデータを印刷したときに白や黒い 
線が化る原因になります。 

• 表面に凹凸がある原稿、コーティングなどで 
表面がすべりやすい原稿は、八ンドス车ヤナー 
本体や読み取り結果に不都合が生じるときが 
ありますので、を意してください。 


y A ハンドスキャナ-を動かす 


' M 巧户 


ヨミトリチュウ 

ファイン 

スタートテ'' :ノ -- 

1クソョク 


読み取り直すときは®巧(停止）を押します。 

が足 

^ •読み取り中に八ンドス车ャナーを動かす速 
度が早すぎると、ディスプレイじ r スピ-ドが 
W スキ'''7ス」とメッセージが表示され、音が鳴 
ります。 

「ピピピッ」と鳴るとき: 読み取れる限界で 
す。もう少しゆっくり動かしてください。 
「ピー」と鳴るとき: 読み取れませんでし 
た。〇 (停止）を押してもう一度読み取り 
直してください。 

• r メ刊-力''' イッ八 Mr ス/テイシヲかテクグサイ」と表示 
されたときは本体内部のメモリーがいっぱい 
(こなっているか、読み取り可能な枚数を超え 
ています。ろ4 (停止)を押すと、読み取った部 
分までを自動的にコピーします。1ページ目 
の読み取り中(ここのメッセージが表示された 
ときは、別の用途に使用されているメモリー 
を消去してから、 再度読み取り直します。 

■ 録音をされてし"'る音声メッセージを消去 
する。48ページ） 

-メモリーに記'憶されているファクスメッセ 
ージを印刷する。（腐^56ページ） 

. ファクス転送/電話呼化の設をを rOFF 」 
じする。（腐^51ページ） 


ノ\ンドスキャナーを止めてを巧す 

読み取りを終了します。 


m 卿 

ヨミトリツツ' ケマスカ？ 
1.ハイ 2. イイエ 


続けて次のページを読み取るときは d つを押し 
ます。 


@を押す 


読み取った内容が印刷されます。 

シングルコピーの印刷終了後は、下記のデイス 
プレイが表示されます。 



もう一部コピーする場合は C 1 ジを押します。 
終了するときは、な苗を押します。 

ハンドスキャナーを本体に戻す 


ご使用の 
前に 


電話 ファクス 


n ピ— 


ォ プ指ス 活用ずるこ：； ホ 付録 
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ナンパ’-ディスプレイを利用する 


•ナンパ’ーディスプレイサービスとは 


NTT び行っているサービスで、電話びかかってさたとさに相手の電話番号をディスプレイに表示します。サービス 
の詳細については NTT (1]6番）にお問い合わせください。 

• 本機の設定だけでは、「ナンバーディスプレイサービス」は利用できません。 NTT との契約び必要です。（有料） 
• ISDN 回線を利用するときは 、 TA (ターミナルアダプター）のデータ設定び必要です。 

- • ブランチ接続（並列接続）をしているとさは、ナンバーディスプレイび正常に動作しません。 

• 電話回線にガス検出器などび接続されている場合は、誤動作することびあります。 

^ ~~I / am 播号表示機能 

1り^/ 電話びかかってくると、相手の電話番号びディスプレイに表示されます。 



誦 


iir 


© 


着信音が 
選べます J 



L 嚇 


を\和 


— マ 


1 ブラザーハナコ 

30件、03 AAOOOO 



■名前表示機能 

親機とテ機の電話帳に登録してある相手から電話びかかってくると、相手の名前び 
ディスプレイに表示されます。 


■着信鳴り分け機能 

電話番号ごとに着信音や着信先（親機だけ、テ機だけなど）を指定でさます。 

着信音は、次の中から指定して登録します。 

-記憶されているベル音（親機4種類、テ機]種類） 

-固定メ□ディ（親機日日曲、テ機3曲） 

-親機から読み込んだメ□ディ（テ機4曲） 

■迷惑電話防止機能 

迷惑電話などの受けたくない電話を、着信音び鳴らないようにすることびでさま 
す。 

■非通知着信拒否/公衆電話拒否機能 

相手の電話番号び非通知、または公衆電話の場合、着信を拒否し、お断りメッセー 
ジを流します。 

《 ISDN 回線でご利用の TA によっては、着信を拒否でさない場合びあります。 

■着信記録機能 

電話びかかってくると、相手の電話番号を記録します。 

記録した電話番号は次のように活用でさます。 

-ディスプレイに表示する 
-「着信記録」として印刷する 
-親機またはテ機の電話帳に登録する 
-記録した電話番号に電話をかける 

着信記録は3日件まで記録でさます。 3] 件上になると、ちい順に消去されます。 


ご使用 一 I こ 電話ファクス n ピ— 活用ずる，詔-」ホ付録 
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着信音が鳴り、ディスプレイスス 、、キ ケィコ 
にネ目手の名前が表示される 

♦ 電話帳に名前を登録していな 
いとさは、電話番号び表示さ 
れます。 


着信音が鳴り、ディスプレイ 
にネ目手の名前が表示される 

♦ 電話帳に名前を登録していな 
いとさは、電話番号び表示さ 
れます。 


,〈力''イセン〉 
チヤクシン 
フ'、ラサ '、- W 


巧 


その他の表示 

♦ ヒッウチ（非通知） 

相手び電話番号非通知契約 
のとさ、電話番号の先頭に 
「184」を付けて電話をか 
けてさたとさ 

♦コウシ1ウテ''ンワ（公衆電話） 
公衆電話からかけてさたとさ 

♦ヒヨウシ'' ケングイ（表示圏外） 
相手びサービス対象地域外 
から電話をかけてきたとき、 
サービス未実施の携帯電話 
や PHS からかけてさたとさ 

♦ 161 ( F ネット） 

F ネットで FAX を受信したとき 


電話びかかってくると、相 
手の名前や電話番号を表 
7 J \ しま9 〇 

♦着信モード、着信音の回数な 
どの着信の設定に関係な<、 
自動的に対応します。 



機能/確定 


2 


[機能]^[9.ナン八 
を押す 


能/備疋 \ ~ 

〇 @の 

イスフ。レイト [1 •ナン八、、 


ナンハ''-テ'' ィス/レイ:アリ 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 


◎ 


'イス： r レイ] 


ナンバーデイスプレ 
イの設定を選ぶ 

( の/ナシ ) 


さ 


\ r ア U 」 

ナンバーディスプレイび使 
用でさます。（別途 、 NTT 
との契約び必要です）。 

\ けシ」 

ナンバーディスプレイび使用 
でさな < なります。 


機能/確定 


4 


〇を巧す 


◎停止 

〇を巧す 


W M • 「ナシ」に設定しているときは、[着信鳴り分け」「着信拒否」「着信拒否モニター」などのメニューは表示され 
M ません。 

• ナンバーディスプレイサービスを利用するときは、着信回数を3回じ(上に設定してください。2回 iU 下に設定 
していると、子機のディスプレイに相手先の電話番号び表示できないことびあります。 

• 「186」または「184」などを付けて電話帳に登録するとさは、同一市内であっても必ず市外局番を付けて電話 
番号を登録してください。 

市外局番を付けずに登録すると、着信時に相手の名前び表示されなかったり、着信鳴り分けびでさなくなります。 
例） 〇 186 XXX XXX XXXX 

(市外局番）（市内局番）（相手先番号） 

X 186 XXX XXXX 

(市内局番）（相手先番号） 


• 「ナンバーディスプレイ」をご利用いただくためには、 NTT との契約び必要です。（有料） 

• 「ダイヤルイン」（モデムダイヤルインを除く）、転送電話など同時に利用できないサービスびあります。 

• ISDN 回線を利用されているときは、ナンバーディスプレイ対応の TA (ターミナルアダプター）び必要になります。 
• 構内交換器に接続しているとさは、ナンバーディスプレイサービスを利用でさません。 

• ブランチ接続（並列接続）をしているとさは、ナンバーディスプレイび正常に動作しません。 

• 電話回線にガス検出器などび接続されている場合は、誤動作することびあります。 


• ナンパ’ーデイスプレイサービスを設定する 


NTT とのご契約後、ナンバーディスプレイサービスを利用するとさは「ア U 」 に、利用しないとさ、または利用を一 
時的に中止するときは「ナシ」に設定します。 

「ア U 」 に設定しているときは、情信鳴り分け」「迷惑電話防止」「着信拒否」「着信拒否モニター」などび設定できます。 
お買い上げ時は、ナンバーディスプレイ「ア U 」 に設定されています。 


電話びかか：)てきたとまは 


親機の場合 


設定する 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 


1 — 

7 


子機の場合 


0 

ご使用の 



























ナンバーディスプレイを利用する 


機能/確定 


(^9 ラ） （ f 2 。） 

( ) V フ WXY ソ V ム ABC ノ 


▲ ▼テ''センタク/カクテイ 
カクテイヲオシテクグサイ 


[機能] 一 [9 •ナン A 、'- テ、'イス： r レイ]一に•チヤクシンナリワケ 
セツテイ]を押す 


玄 

機能/確定 

〇 

着信音を設定したい 
電話香号を選び、[機 
能/確定]を押す 



チヤクシンサキ:スへ''テ 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 


夕 

\機能/確定 

〇 

着信先を選び、[機能/確定]を巧す 

^_ スへ'' テ/才料/]キ1 /•••/] キ4/ファクス/メイワクシテイ _； 

参「コキ1/…/コキ4/ファクス/メイワクシテイ」を選んだ場合は、手順目へ。 



I「スべテ」親機、テ機とをに 
着信音か鳴ります。 

I「オヤキ/コキ] /•••/ コキ 
4」指定した親機やテ機のみ 
着信音か鳴ります。 

I「ファクス」着信音び鳴らず、 
自動的にファクスを受信します。 
>「メイワクシテイ」着信音び 
鳴りません。1^73ページ 


へ、、ル1 

▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


4 

\機目^/確た 

〇 

着信音のジャンルを選び、[機能/確定]を押す 

け、 ル/タノシイ po PS • アツ/キセツ•イ / y ' 外/ドウお’ソノタ/イヤシノクラシック/ケ''ンキカ'' テ'' ル クラシック） 

♦ ジャンルについて目ページ 



f j ♦ 着信先に「コキ」または「スべテ」を指定した場合、モ機の着信音はテ機で設定しまず。8已ページ) 


5 

广心 機能/確定 

vzy 〇 

着信音を選び、[機能/確定]を押す 

♦ 着信音について -^86 ぺージ 
♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 


6 


◎停止 

〇を巧す 


活 

用 

ず 

ス 


•相手によって着信音を変える[着信鳴り分け] 


ナンパーディスプレイサービスの設定を「アリ」にしているときは、着信音を鳴らす電話機（着信先）を指定したり、誰 
から電話びかかってさたかびわかるように電話帳に登録した電話番号ごとに着信音を指定したりすることびでさます。 

親機の場合は下記の手順で設定します。テ機の場合は電話帳登録（心37ページ）のとさに設定します。 

お買い上げ時は、「スべテ」「ベル]」に設定されています。 


終了 


設定する 


こんな 

とさには 


付 録 


ご使用§こ電話ファクス n ピ— 


オプション 
ヴ—ビス 
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2 

、機能/確定 

〇 

着信音を鳴らした< 
ない電話香号を選び、 
[機能/確定]を押す 



さ 


チヤクシンサキ:ス V テ 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 



機能/確定 

〇 


スへ、、テ/才料/]キ1/… /] キ4 
/ファクス/メイリクタイ 


「メイワクシテイ」を選び、[機 
能/確定]を巧す 

♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 


4 


◎停止 

〇を押す 


迷惑電話を防止する [ 迷惑電話] 


ナンバーディスプレイサービスの設定を「ア U 」 にしているとさは、迷惑電話などの受けたくない電話を、着信音び 
鳴らないよラに設定することびでさます。 

下記の手順で親機で設定します。 


機能/確定 


^ (^9 ラ力^ 

( ) 、フ WXYZ ノ V ム ABC ノ 


▲ ▼テ''センタク/カクテイ 
カクテイヲオシテクグサイ 


[機能] 一 [9 •ナン A 、'- テ、'イス： r レイ]一に•チヤクシンナリワケ 
セツテイ]を巧す 


設定する 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 


ご使用の 
前に 
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ナンバーディスプレイを利用する 


機能/確定 


能/々置お 

Q りな (4 otJ 


[機能] 一 [9 •ナン A ''- r イス: r レイ] 一[4.]ウシパテ''ンワ 
キヨヒ]を巧す 


さ 


\ 「アリ」 

公衆電話からの着信を拒否 
します。 

\ けシ」 

公衆電話からち着信します。 


◎イ旱止 

〇を巧す 


コウシュウテ''ンワキお:ナシ 
▲▼テ、、センタク/カクテイ 


2 



\機能/確定 

〇 

「アリ」を選び、[機能 
/確定]を巧す 


アリ/ナシ 


• 公衆電話か5の着信を拒否する [ 公衆電話拒否] 


ナンバーディスプレイサービスの設定を「ア U 」 にしているとさは、相手び公衆電話からかけてさている場合、着 
信を拒否して、お断りメッセージで対応します。 

お買い上げ時は、「ナシ」に設定されています。 


機能/確定 


能/備お 

Q (9wy (3 〇 1) 


[機能] 一 [9 •ナン A ''- r イス： r レイー [3 上ツウ巧ヤクシン 
キヨヒ]を巧す 


I 「アリ」 

番号非通知の電話は着信を 
拒否します。 

I 「ナシ」 

番号非通知の電話ち着信し 
ます。 


さ 


◎停止 

〇を巧す 


2 


ヒツウチチヤクシンキ3ヒ:ナシ 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 



機能/確定 

〇 

「アリ」を選び、[機能 
/確定]を巧す 

r アリ/ナシ ) 


着信拒否のとをは 


非通知着信拒否のとさや公衆電話着信拒 
否のとさは本機び自動的に対応し電話を 
切ります。 

♦ 「着信拒否」はナンバーディスプレイの設定び 
「アリ」のとさのみ設定でさます。 


け 



ヒツウチ 


コウシュウテ''ンワ 


着信拒否設定の電話がかかって<ると、親機が着信音 
を鳴らさずに電話を受ける 

下記のメッセージを3回再生した後、自動的に電話を切ります。 

. 非通知着信拒否のとき： 

「恐れ入りますび、電話き号の施こ186をつけて電話番号を通知しておかけ直しください。」 

. 公衆電話拒否のとさ： 

「公衆電話からおかけになった電話は、都合によりお受けできません。」 

※着信拒否メッセージは、親機のスピーカーから聞くことびできます。批7已ぺージ） 
♦ ファクスの場合は、ファクスの信号を受信すると自動的に電話を切ります。 


付 

録 
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番号非通知の電話を拒否する[非通知着信拒否] 


ナンパーディスプレイサービスの設定を「ア U 」 にしているときは、相手び電話番号非通知でかけてきている場合、 
着信を拒否してお断りメッセージで対応します。 

お買い上げ時は、「ナシ」に設定されています。 


終了 


設定ずる 


ご使用§こ電話ファクス n ピ| 


設定ずる 


活用ずる 


こんな 

とさには 


オプション 
ヴ—ビス 































•キャッチホンディスプレイサービスを利用する 


キャッチホンディスプレイサービスは、 NTT び行っているサービスの]つで、外線通話中にかかってさた相手先の電 
話番号をディスプレイに表示させるサービスです。サービスの詳細については NTT (1] 6番）にお問い合わせください。 
お買い上げ時は、キャッチホンディスプレイ「ナシ I に設定されています。 


機能/確定 


2 


能/値お 户 ~\ ^~ -X 

Q ( 9wL) (51) 


チヤクシンキ3ヒに夕 -:OFF 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


[機能] 一 [9 •ナン八''-テ''イス： r レイ] 一 [5. チヤクシンキヨ巧ニタ -] 
を巧す 



\機能/確定 

し 

「 ON 」 を選び、[機 
能/確定]を押す 

r ON/OFF 


さ 


I roNj 

着信を拒否するメッセージ 
び本機の スピーカーから 聞 
こえます。 

I rOFFJ 

着信を拒否するメッセージは 
聞こえません。 


◎イ韋止 

〇を巧す 



y 





• 本機の設定だけでは、ディスプレイに相手の電話番号は表示されません。「キャッチホンディスプレイヴービ 
ス」をご利用いただくためには、「キャッチホン」または「キャッチホン山 （"^78 ページ）と「ナンバーディ 
スプレイサービス」日ページ）を契約した上で、別途 NT T との契約び必要です。（有料） 

• ISDN 回線を利用されているとさは 、 TA (ターミナルアダプター）のデータ設定び必要です。 

• ブランチ接続（並列接続）をしているとさは、キャッチホンディスプレイび正常に動作しません。 

• 電話回線にガス検出器などび接続されている場合は、誤動作することびあります。 


着信拒否 モニターを 設定ず る [着信拒否 モニター 


ナンバーディスプレイサービスの設定を「ア U 」 にしているとさは、着信拒否モニターを 「 ON 」 に設定すると、非通 
知着信拒否または公衆電話拒否のとさの着信拒否メッセージを本機のスピーカーから聞くことびでさます。 

お買い上げ時は、 「 OFF 」 に設定されています。 

※スピーカーから着信拒否メッセージび聞こえている間に受話器をとると、電話に出ることびでさます。 


ご使用|こ電話フアクス n ピ| 


設定する 


こんな 

とさには 


付録 


オプション 
ヴ—ビス 
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〇 (停止）を押すと、設定をキャンセルして待ち受け画面に戻ります。 
























ナンバーディスプレイを利用する 


着信記録 

U を}甲す 


2 


© 


さ 


◎停止 

〇 


着信記録を確認する元の表示に戻すには 

[停止]を押す 


着信記録 

〇を押す 


2 


© 


さ 


スタート 


着信記録を選ぶ 


受話器をあげて、 
[スタート]を押す 

•電話びかかります。 


1 

着信記録 

2 心 

f 機能/確定 

テ、、ンワチョウ 

さ 

ナ7エスス '' キケイコ 

〇を押す 

Wo 

ノ HUXX クン 

ニュウリヨク/カクテイホ''タン 

着信記録を選び、 
[機能/確定]を巧す 

i 2秒後 

ナマエ： 

ニパリョク/カクテイホ''タン 

登録の容を入力する 

参電話帳登録^33ページ 


>着信記録の番号び自動的に 
登録され、名前を入力する 
画面になります。 


4 


機能/確定 

〇を押す 


5 


参「ウケツケの夕」と表示されます。 


◎停止 

U を f 甲す 


着信記録 

〇を押す 


2八^消去 

〇 

キヤツチ 

着信記録を選び、 
[消去]を押す 



ショウキョシマスカ？ 

1.ショウキョ2.チュウシ 


さ 


の 


を巧す 


4 


◎停止 

U を f 甲す 


着信記録 

〇を巧す 


2 


記録紙をセツトする 



さ 


コピー 

( c リを}甲す 
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着信記録を利用する（親機) 


着信記録を利用して電話をかけたり、電話帳に登録することびでさます。 

• 「ナンバーディスプレイサービス」の契約をしていないとさは、"(着信記録）は使えません。（「チヤクシン U 
レキガア U マセン」び表示されます。） 

参操作を中止するには®(5(停止）を押します。 


履歴を見る 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずるこ： sSS によ付録 


履歴を印刷する 


電話する 


電話帳に登録する 


履歴を削除する 










































着信記録を利用する（子機) 


巧ャ! 

着信記録を巧す 


2 


内線/クリ 

着信記録を選び、 
[クリア]を押す 


機能/確定 


を巧す 


2 


CD 


機能/確定 


r チヤクシンキ日ククリア」を選び、 
能/確定]を押す 


スへ'’テサクシ''ヨ？ 

1.スル2.シナイ 
ハ''ン〕'たュウリヨク 


さ 


Gv を巧す 


2 


みッみ 

着信記録 

電話帳登録の電話香 
号入力画面で、[着 
信記録]を押す 


CD 


機能/確定 


さ 


着信記録を選び、 
[機能/確定]を押す 


電話帳登録を続ける 

»電話帳登録ページ 


み ッ?^ 

着信記録を巧す 


CD 

着信記録を選ぶ 


さ 


を}甲す 


>電話びかかります。 


2 


CD 


さ 




着信記録を確認する元の表示に戻すには 

[切]を押す 


録 


y 


「電話する」の手順2で着信記録を表示しているときに S を押すと、電話番号非通知モードになります。ち 


つ一度、 


を押すと、電話番号通知モードに戻ります。 


電話番号通知モードのときは、を押すと電話番号の前に「186」をつけて発信されます。電話番号非通知 
モードのときは、か線)を押すと電話番号の前に「184」をつけて発信されます。 


着信記録を利用して電話をかけたり、電話帳に登録することびでさます。 

• 「ナンバーディスプレイサービス」の契約をしていないとさは、^ (着信記録）は使えません。（「チヤクシン 
U レキガア U マセン」び表示されます。） 

•操作を中止するには W を押します。 

•テ機の着信履歴は印刷でさません。 


履歴を削除する履歴をを削除ずる 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 


電話帳に営録ずる 


n ピ— 


電話する 


話 フアクス 


す 

巧 

を 


履歴を見る 


ご使用の 


前に 


電 


オプション 
ヴ—ビス 
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親機のキャッチホンで電話やファクスを受けます。 




• 待たせている相手のちにはイ呆留メ□ディび流れます。 

• 〇 (キャッチ）を押すごとに、通話相手び変わります。 

• 通話中にファクスび入ったときは通話を終えてから、親機の® (スタート）を押してファクス受信をします。 
• キャッチホンを受けなかったとさは、相手び電話を切った後もしばらくキャッチホンの呼出音び鳴り続けるこ 
とびあります。 

• ファクスを受ける場合は、最初の相手に戻ってから、なるべく手短に話を終えてください。会話び長くなると 
ファクスび受信でさなくなることびあります。 

• ファクスの送信中や受信中にキャッチホンを受けると、画像び乱れたり、通信び中断することびあります。画 
像の乱れび気になる場合は「キャッチホンののご利用をおすすめします。 


■ 消去 

〇 

キヤツチ 

「プツプツ」と聞こ 
えたら[キヤツチ] 
を巧す 

f 消ま 


新しくかかってきた 
相手と通話する 


3ミ肖去 

〇 

キヤツチ 

最初の相手にもどる 
ときは[キヤツチ] 
を押す 


〇 


キヤツチ 

「プップッ」と聞こ 
えたら[キヤツチ] 
を押す 


>親切受信を roN 」 に設定し 
ていると、を巧して「ポー 
ポー」とさこえたとさに自動 
的に FAX 受信することびあり 
ます。自動的に FAX 受信した 
くないとさは親切受信を 
rOFFJ にしてください。 


消去 

〇 

キヤツチ 


を押す 


夕 


最初の相手につながるの 
で手短に通話を終える 


4ミ肖去 

〇 

キヤツチ 

通話が終わったら、 
受話器をあげたまま 
[キャッチ]を押す 


ち 


スタート 


を巧す 


• 「キャッチホン/キャッチホン山をご利用いただくためには 、 NTT との契約び必要です。（有料） 
• 「ダイヤルインサービス」と同時に契約することはでさません。 

• ISDN 回線を利用されているときは 、 TA (ターミナルアダプター）のデータ設定び必要です。 

• ブランチ接続（並列接続）をしているとさは、キャッチホンび正常に動作しません。 

• 電話回線にガス検出器などび接続されている場合は、誤動作することびあります。 



ツチホンを利用する 


キャッチホン/キャッチホン n は、 NTT び行っているサービスの]つで外線通話中に別の電話やファク 
スを受けるためのサービスです。サービスの詳細については NTT (1]6番）にお問い合わせください。 


終了 


r ポーポー J とをこえたとを 


終了 


青がをこえたとを 


ツチホンを受ける（親機) 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用するこ^則にホ付 録 


電話の場合 ファクスの場合 
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ツチホンを受ける（子機) 


テ機のキャッチホンで電話やファクスを受けます。 


えャッう 

着信記録 

「プツプツ」と聞こ 
えたら[キヤツチ] 
を巧す 

I 

ミャッみ 

着信記録 

「プツプツ」と聞こ 
えたら[キヤツチ] 
を押す 


声がきこえたとき 


2 

新しくかかってきた 
相手と通話する 


さ 

C キャッチ"） 

着信記録 

最初の相手にもどる 
ときは[キヤツチ] 
を巧す 


• J とをこ无たとを 


>親切受信を roN 」 に設定し 
ていると、を巧して「ポー 
ポー」とさこえたとさに自動 
的に FAX 受信することびあり 
ます。自動的に FAX 受信した 
くないとさは親切受信を 
rOFFJ にしてください。 


2 


C キャッう 

着信記! i を巧す 


さ 

最初の相手じつながるの 
で手短に通話を終える 


4 

C キャッう 
着信記録 

通話が終わったら 
[キャッチ]を押す 


スタート 


ち 


親機の[スタート] 
を巧す 



• 待たせている相手の方には保留メ□ディび流れます。 

• ミ受)を押すごとに、通話相手び変わります。 

• キャッチホンを受けなかったとさは、相手び電話を切った後もしばらくキャッチホンの呼出音び鳴り続けるこ 
とびあります。 

• ファクスを受ける場合は、最初の相手に戻ってから、なるべく手短に話を終えてください。会話び長くなると 
ファクスび受信でさなくなることびあります。 

• ファクスの送信中や受信中にキャッチホンを受けると、画像び乱れたり、通信び中断することびあります。画 
像の乱れび気になる場合は「キャッチホンののご利用をおすすめします。 


電話の場合 


フアクスの場合 


ご使用の 


前に 


電話 ファクス n 。 レ 




」| 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 
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親機/テ機とわ着信音び鳴り、電話わファ 
クスわ従来どおり受けられます。 


電話びかかってくると、親機の着信音び鳴 
り、ファクスを受信します。 


親機のみ着信音び鳴り、電話わファクスわ 
従来どおり受けられます。 


子機のみ着信音び鳴り、電話を受けられま 
す。 




• ダイヤルインヴービスの使いかた 


m 




• ダイヤルインヴービスとは 


タイヤルインサ-ビスを利用す る 




• ダイヤルインサービスは1本の電話回線を使用していますので、一方の電話番号び使われている時はもう一方 
の電話番号を使うことはでさません。 

• ダイヤルインサービスをご利用いただいているときは、 iu 下に示すサービスは同時にご利用いただけません。 
(キャッチホン/兰者通話/転送電話/電話会議/!-ーキ案内/こ重番号）詳しくは、 NTT にお問い合わせく 
ださい。 

• 契約の際、 P 目方式を選択した場合、電話番号福り番号）は、4巧を指定してください。 

• P 目方式のダイヤルインサービスをご利用の場合は、受信モードび在宅モードの着信回数「ムセイケ''ン」に設定さ 
れているとき、着信音は2己回鳴ります。また、相手び通話する前に電話を切ったときでも、こちら側び受話 
器を取るまでは2己回着信音び鳴り続けます。 

• ISDN 回線をご利用いただいている場合は、アナ□グポートへ着信番号データを送出することびできる TA び 
必要です。 

• ダイヤルイン番号にかけるときは、相手につなびるまでに多少の時間びかかります。（呼出音び鳴るまでに無 
音状態び約8〜]日秒続さます。） 


ダイヤルインサービスは、 NTT び行っているサービスの]つで、]本の電話回線で、いくつかの電話番号を持つ 
ことびでさるサービスです。本機では2つの電話番号を扱うことびでさ、「ダイヤルインサービス」の契約を行う 
と、「ダイヤルインサービス」用の番号を追加指定されます。(下、最初に NTT と契約した番号を「主番号」、追 
加された番号を「副番号」と呼びます。）サービスの詳細については NTT (1]6番）にお問い合わせください。 
お買い上げ時は 「 OFF 」 に設定されています。（設定方法^ 8] ページ） 

r • 「ダイヤルインサービス」をご利用いただくためには、 NTT との契約び必要です。（有料） 
nn • 「ダイヤルインサービス」または n •ナンバーサービス」加入後は、サービス開始と同時に本機の「ダイヤル 
インサービスの設定」を行ってください。サービス開始前に本機の設定を行ったり、サービスび開始されてい 
るのに本機の設定び行われていない場合、電話び受けられないときびあります。 

• ISDN 回線をご利用いただいている場合は、アナ□グポートへ着信番号データを送出できる TA (ターミナル 
アダプター）び必要です。また、この場合は TA のデータ設定を行った後、本機の設定（本項）を行います。 

• ブランチ接続（並列接続）をしているとさは、ダイヤルインサービスは正常に動作しません。 

• 電話回線にガス検出器などび接続されている場合は、誤動作することびあります。 


フアクス n ピー 


活用ずるこ： sSS にょ付録 


オプション 
ヴ—ビス 


ご使用の 


電話 














• ダイヤルインヴービスの設定 


ダイヤルインサービスを利用するとさは、次の手順で本機の設定をします。 
お買い上げ時は、ダイヤルイン 「 OFF 」 に設定されています。 


設定 


ダイヤルインの設定をします。 

参お買い上げ時はファクスベル 
回数は日日回に設定されてい 
ます。 

参登録し直すとさは、一度ダイ 
ヤルイン「日 FF 」 に設定し、も 
う一度最初から登録し直して 
<ださい。 


1 

機能/確定 ^~ ^ ^ ~ \ 

〇 似の 

夕''イヤルイン: OFF 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 

[機能/確定] 一 [0 •ソノタサ-ヒ''スセツテイ]一 
[1 •グイヤルイン]を}甲す 




2 

\機能/確定 

〇 

「 ON 」 を選び、 
[機能/確定]を巧す 

OFF/ON ) 


親機/子機のとま 


モ-ド：テ'' ンワ/ファクス 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


さ 

\機能/確定 
〇 

モードを選び、 
[機能/確定]を巧す 

( テ''ンワ/7アクス/オヤキ /] キ ) 



電話/ファクスのとを 


ぶ)お）機能/確定 

主香号（下4巧）を入力し、 
[機能/確定]を}甲す 



ち 

機能/確定 

嫂〇 

副番号（下4巧）を入力し、 

[機能/確定]を}甲す 

6 

◎停止 

〇を}甲す 



ファクス A '' ルカイスウ:00 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 

「親機/子機のとき」の手 
順4〜5と同様に主香号、 

副香号を入力する 




6 ^ フ 

\機能/確定 

〇 

ファクスベル回数を選び、 
[機能/確定]を押す 

参「ウケツケの夕」と表示されます。 



◎停止 

U を巧す 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 
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その他のサーピスを利用する 


トーン信号によるサービスを利用する 


本機では、 I ン ( PB ) 信号による各種ヴービス（銀行 ANSWER 、 クレジット通話ヴービス、ポケットサー 
ビス、 照会案内サービス案内、ホームテレホンサービスにおけるテレコント□ール、留守番電話における Uf —卜 
操作など）を利用することびでさます。 

具体的なサービスの詳細については各種サービスの提供先にお問い合わせください。 


プ 

ツ 

シ 

a 

回 

線 



受話器をとる 


2 八毎)毎) 3 

各種 サービスの 電話 サー ビスの指示にしたがつ' 
番号をダイヤルするてダイヤルボタンを巧す 




ヤ 

ル 

回 

線 


受話器をとる 


ク 

A 巧@@ 

均 

各種 サービスの 電話 
番号をダイヤルする 


さ 


を巧す 



ぶ)往 

サービスの 指示にしたがつ 
てダイヤルボタンを押す 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずるぶ S にょ付 録 
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原稿にをわせて調整する 


ファクス送信やコピーするとさの画質や濃度を調整します。 



原稿にをねせて醒を離 


原稿の文字の大ささや種類によ 
つて読み取る画質を選択します。 

♦ ファクス送信、またはコピー終 
了後は元の設定に戻りまず。 



グイヤルシテクグサイ 
コピ-ヲオシテクタ''サイ 


原稿を裏向きにセット 
する 

参原稿について豚124ページ 


2 

画質 

〇を}甲す 

♦ 読み取る細かさを選択します。 


ヒヨウシ''ユントト''/ファイントト'' 
/ S . ファイントト''/シャシ'ノトド 


>画質のお買い上げ時の設定は「ヒヨウシ'' 1' ノトド」でず。 
>画質を選ぶめやすは次のとおりでず。 

•ヒュウシ''ュントト'':大さくはっさりと見える文字 
•ファイントト'': 雑誌のよラに小さい文字 

• S . ファイントト'':新聞のように細かい文字 
. シャシ：/トト'': 写真や カラーの 原稿 

>シングルコピーのときは、 r ヒュウシ''ュントト''」 
r ファイントト''」に設定してち 「 S . ファイントト''」で 
コピーされます。 

>マルチコピーのとさは、「ヒュウシ''ュントト''」に設定し 
てち r ファイントト''」でコピーされまず。 


原稿にをねせて i 度を驅 


原稿の濃さによって読み 
取る濃度を選択します。 

♦ ファクス送信、またはコピー終 
了後は元の設定に戻ります。 



グイヤルシテクグサイ 
コピ-ヲオシテクタ''サイ 


原稿を裏向きにセット 
する 

参原稿について豚124ページ 


2 


[◄ ►] を押す 

>読み取る濃さを選択します。 



さ 


ウスク ■■■■ コク 


© 


績度を調整する 

♦ 濃度は3段階の調整びできます。 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 
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着信音と保留音を設定する 


着信したとさのベル音（メ□デイ）と保留音を設定します。 


着信音 


着信音の鳴りかたを設定 
します。 

♦ お買い上げ時は、下記のよう 
に設定されています。 

親機：ジャンル「ベル」 
巧「べル1」 

テ微「ベル」 

♦ お買い上げ時、テ機び着信音 
として利用でさるのは「ベル 
/メ□デイ1〜3」のみです。 
「メ□デイー覧」0^86ぺ一 
ジ）の a をテ機の着信音とし 
て設定する場合は、「テ機に 
メ□デイを転送する」(■^87 
ページ）を行って親機からメ 
□ディを取り込んだ後、着信 
音を設定します。 


親 

挫 


機能/確定 

〇 


へ、、ル1 

▲▼う 


y ' ヤンルセンタクへ 


2 

、機能/確定 

〇 

バヤ、ノル ホ選び 

[機能/確定]^ [8 •メ日テ''イセツテイ] ♦ 現担聲尺されてし、る着信「も狐含ヒ/確ち n たホ旧ザ 
[1 •チャクシンォン] を押す ちわ S ま占 六 ゎ普哉わく L 械お/惟化」 を巧す 



音び扇され、蘭言音び 
聞けます。 


へ、、ル/タノシイ POPS . アニメ/ 
キセツ•イント/ドウヨウ•ソノタ/ 

イヤシノクラシック/ケ '' ンキカ'' テ'' ルクラシック 


3 

機能/確定 

〇 

着信音を選び、[機 
能/確定]を巧す 

♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 



4 


◎イき止 

〇を巧す 


子 

挫 


2 


機能/確定 


を巧す 


(D 


機能/確定 


r チヤクシンオンセンタク」を選び 
[機能/確定]を巧す 


チヤクシンオン？ 
■へ''ル 
メロテ、、イ1 


3 CD 

着信音を選ぶ 


4 


機能/確定 


を巧す 


へ''ル/メ □テ''イ1〜3/巧名 
(曲名は親機から読み込んだ 
メ □デイびあるとさのみ） 


f 呆留音 


保留音の鳴りかたを設定します。 

♦ ここで設定する保留音は親機、 
テ機共通です。 

♦お買い上げ時の設定はジャン 
ル「タノシイ P 日 PS / アニメ」 
の「イツモナンドデモ」です。 




機能/確定 

〇 

[機能/確定]^ [8 •メ日テ''イセツテイ] 
-に•ホリ]ウメ日テ''イ]を押す 


イツモナント'’テ''モ 
A ▼テ、'シ''ヤンルセンタクへ 


2 

、機能/確定 

〇 

ジャンルを選び、 
[機能/確定]を巧す 



さ 



機能/確定 

〇 


4 


◎停止 

〇を巧す 


タノシイ POPS . アニメ/ 

キセツ•イへ''ント/ドウヨウ•ソノタ/ 
仆シノクラシック/ケ '' ンキカ'' テ'' ルクラシック 


保留音を選び、[機 
能/確定]を巧す 

♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 


国 


• 八ンズフ U —着信を設定していると、着信音はお買い上げ時のベル音び鳴ります。（「八ンズフ U —で電話を受 
ける」ぺージ） 

参ディスプレイには曲名び表示されます。 

• 子機のメ□ディ]〜3には下記のメ□ディび登録されています。 

•メ □ディ] ( TSUNAMI ) メ □ディ2 (威風堂々）、メ □ディ3 (主よ、人の望みの喜びよ） 

• 着信音や保留音は、受話器を置いた状態で設定してください。（受話器を上げていると設定でさません。） 

• 構内交換機や TA (ター S ナルアダプター）などに接続している場合で、着信音を「ベル1」に設定している 
ときは、メニュー選択時に聞こえる「ベル]」の音と異なるベル音び鳴ることびあります。 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付録 


5 

8 









































着信音と保留音を設定する 


ドウヨウ/ソノタ（童謡/その他） 


オオキナフルドケイ （大きな古時計） 

オオキナクリノキノシタ （おおきな< りのきのしたで） 
クラリネット （クラリネット） 

キラキラボシ （きらきら星） 

フルサト （故郷（ふるさと）） 

ゾウサン （ぞうさん） 

タヌキサン （げんこつやまのためきさん） 

ク□ダブシ （黒田節） 

ドナドナ （ドナドナ） 


イヤシノクラシック（癒しのクラシック） 


シユヨヒトノノゾミヨ （主よ人の望みの喜びよ） 
シチリ アーナ （シチリアーナ） 

ショウフーガ （ル フーガ ト短調） 

アヴェ.マリア （アヴェ-マリア） 

ノクターン （ノクターン第2番） 

ケンタッキーノワガヤ （ケンタツ车一の我が家） 
グリーンスリーブス （グリーンスリーブス） 

ダッタンジン （ダ、ソタン人の踊り） 

ワカレノキョク （別れの曲） 

アマダレノキョク （雨だれの曲） 

ノ\クチョウノオドリ （ルさな白鳥の踊り） 
BUTTERFLY ( BUTTERFLY ) 

□-エングリン （□ーエングリン 
トルココウシンキョク （トルコ行進曲） 

ダイ40バン （交響曲第40番第1楽章） 


ゲンキガデルクラシック（元気がでるクラシック） 


アイノヨ□コビ （愛の喜び） 

ハナノワルツ （花のワルツ） 
アラベスク （アラベスク） 

アイネクライネ （アイネクライネ） 

セイジャノコウシン （聖者の行進） 
テンゴクトジゴク （天国と地獄） 

ガホット （ガボット） 

プ□ムナード （プ□ムナード） 
メヌエット （メヌエット） 


ゾ□デイー覧 


タノシイ POPS / アニメ（楽しい POPS / アニメ） 


イツモナンドデモ （いつも何度でも） 
TSUNAMI ( TSUNAMI ) 

ヨゾラノムコウ （夜空のムコウ） 
Everything Everything) 

エレクトリカル （エレクトリカルパレード） 


キセツ/イベント（季節/イベント） 


>メ ロディの選びかた ♦ 


例えば、 「 TSUNAMI 」 （ジャンル：タノシイ POPS / アニメ） 

を選んでいる場合に「八、ソピーバースディ」（ジャンル：车セツ 
/イベント）を選び直すときは、下記のようになります。 


TSUNAMI 

▲ ▼ f ' y ' ヤンルセンタクへ 


現をの選が曲 

ジャンルの選が画面に戻ります 


タノシイ POPS / にメ 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 


キセツ/イへ、、ント 
A ▼テ、、センタク/カクテイ 


機能/確定 

〇 


Q 


ドウヨウ/ソノタ 
A ▼テ'’センタク/カクテイ 


Q 


仆シノクラシック 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


Q 


ケ''ンキカ''テ''ルクラシック 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


Q 


V ル 

▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


Q 


臟/確定 

〇 


イフウドウドウ 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


夺© 


シキヨリ[バル] 

▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 



: 〇 


夺 


ハ、、-ステ、、ィ 

〇 

A ▼テ''センタク/カクテイ 

— 1 


Q 


シ''ヤンルセンタク A モト''ル 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


J =ジャンル 

=メロ： r イ 


コカ'' ラシ 

▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


決定 


レ 

? 


12 3 4 

レレレレ 
1/ 1/ 1/ 1/ 

ペペペペ 


} 則ま 

― I 第}な}} 
春曲て ひ } ドィ 
r 響りい ) し-デ 
} リ巧ぞしう 尊ユス 
々よ{これょ } ばチ_ 
堂季歌人うち光げエバ 
風四の諸うの仰の_ 
威 C 喜 C リ 声ょ I 至 C しピ 
(_ ^歓テツのち ( XV 5 V 
ウル C リマ春 { リト枯八 
ド八タゾナ C ウカウ 木 C 
ク t ウ n ヒエ m } ヒトィ 
ドリノトイ n チ 花 ノバシデ 
ウ m キビシノウ C ルゲ ラス 
フキン□レルヨナタオガ- 
イシカモウ八チ八ホア コバ 


こんな 

とさには 


付録 


6 

8 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 







































ご 


農 


の 


電 

話 


フ 

ア 

ク 

ス 


□ 




ス 


巧 

用 

ず 

る 


とミ 
をな 
に 
は 


モ徽こメ日ディを転をずる 


親機に登録されているメ 
□デイの中からお好さな 
曲を選んで、4曲までテ機 
に登録することびでさま 
す。登録されたメ□デイは 
テ機の着信音として使用 
でさます。（テ機で使用す 
る場合は、メ □ディは単音 
になります。） 

登録は]曲ずつ行います。 




ず 


参 



を 



機能/確定タノシイ POPS / アニメ 
〔) Tuvy (4 GHI ) A ▼テ、、センタク/カクテイ 

親機の[機能]^[8.メ日テ''ィセッティ]^[4.]キテンソゥ 
シ''ヤンル]を押す 




2 

さ 


親機が待ち受け画面 

子機の こつ を押す 

機謹定 

子 

破 

燃 

に 

登 

録 

す 

る 

(豚7 ページ）になつ 
ていることを確認する 

「メ日テ''ィヨミ]ミ」を選び、[機 
能/確定]を巧す 

参登録可能なメ□ディび表示されます。 




7 

公 


機能/確定 

登録したメ□ディを設定 

〇 を巧す 

します 



♦登録を終了します。 

参テ機に登録したメ□デイを 


•" H " (ク U ア）を巧すと待ち 
受け画面に戻ります 

着信音として使用するには、 
着信音の設定をする必要び 
あります。1^8己ページ 




を 


機能/確定 

CZ ) を巧す 



消 

ず 

る 


「チヤクシンオンセンタク」を選び、[機 
能/確定]を巧す 

参登録されているメ□ディび表示されます。 


mm • 着信音として設定されているメ□ディび上書き（更新）されたときは、設定されていたメ□ディの代わりに上 
fj/i 書きされたメ □ディび着信音として設定されます。 

&=■ • 着信音として設定されているメ□ディび消去されたときは、消去されたメ□ディの代わりに着信音「ベル」び 

設定されます。 

• 親機から読み込んだメ□ディ m 外の着信音は消去でさません。 

• 消去されたメ□ディなど、子機に登録されていないメ□ディは着信音の選択メニューには表示されません。 

• 子機で「メ□ディヨミコミ」を行ったときに、「オヤキニチカツイテクダヴイ《ッウワケンガイ》」と表示された場 
合は、親機び待ち受け画面になっているか確認してください。 
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着信音と保留音を設定する 


2 八 一 3 

◎停止 

〇 

乾送したい曲のジャンルを選び、[機能/確定]を巧す[停止]を巧して、待ち 

(5 ノシイ P 日 PS . アツ/キセツ.イへ、、ント/ドウヨウ.ソノタ/イヤシノクラシック/ケ、、ンキカ、、テ、、ルクラシック ） 受け画が （豚7 ヘーン J 



機能/確定 

〇 


4 

「子機に登録する」 

の手順にしたがって、 
子機にメ□ディを設 
定する 


トン'ヤンルについて-^86ページ 


にする 


4 


〇 


5 


機能/確定 


機能/確定 


登録したいメ □ディを選登録する場合は、メ □ディ 
び、[機能/確定]を巧す再生中に[機能/確定]を巧す 

♦選んだメ□ディび再生されます。♦登録しない場合は@を}甲します。 


6 

メ□ディデータが読み込 
まれます 

♦ メ□ディ データの 読み込み 
び終了すると、読み込んだ 
メ □ディび再生されます。 


メロテ、、 ィ ヨミ〕ミ 
カクテイ？クリア？ 


>すでに4曲登録しているときは、 
上書さする曲名を選びます。 


さ 


0 内線/クリア 


消ましたいメ□ディを 
選び、[クリア]を巧す 


ショウキョ？ 

1.スル2.シナイ 
ハ、、ン]、、たュウリョク 


4 


( 3 ) 


[1] を押す 

♦選んだメ □デイび消去されます。 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 
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受信のしかたを設定する 


機能/確定 


能/値疋 户 ~\ \ 


ルスオウトウ1 
▲▼テ"センタク/カクテイ 


[機能/確定] 一 [7 •ルス日クメモリ-セッテイ] 
[1 •がトウメッセ-シ ''] を巧す 


メッセージを録音ずるとを 


なウトウ□クオン） 

r 応答メッセージの設定 J 
の 1〜3 の操作を 
行います 



スタート 


受話器をとり、[スタート]を押して 
メッセージを録音する 


メッセージを消去ずるとを 

I 

なウトウショウキョ） 

がトウシがキヨ？ 

r 応答メッセージの設定 J 

1 .スル 2 .シナイ 

の 1〜3 の操作を 


行います 


メッセージを再生ずるとを 

I 分、- - 


4 


の 


[1 •スル]を巧す 

> メッセージび消去されます。 


ルスオウトウ 1 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 


なウトウサイセイ） 

r 応答メツ七ージの設定 J 

の 1〜3 の操作を •メッセ-ジび再生されます。•上の®面に戻ります。 

行います 


応答メッセージの設定 


本機にはあらかじめ在宅 
応答メッセージと留守応 
答メッセージび録音され 
ていますび、必要に応じて 
自分の声で在宅応答メッ 
セージ （1 種類）と留守応 
答メッセージ （2 種類）を 
録音に日秒まで）するこ 
とびでさます。 



着信回数の設定 


着信してから本機び応答 
するまでに鳴る着信回数 
を設定します。 

♦お買い上げ時は「在宅 モー 
ド」 8 回、「留守 モー ド」 2 
回に設定されています。 
♦着信回数を日回に設定すると、 
ファクスのときは自動受信し、 
電話のとさだけ呼出音を鳴ら 
すことびでさます。[無鳴動 
受信](回線状況び悪い場合 
は、ファクスのときでも数回着 
信音び鳴ることびあります。） 


機能/確定 


能/値疋 户 ~ -X ~ 'x 

〇 妙の 


サ''イタクトト'' 

▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


[機能/確定]^に•シ''ユシンセツテイ] 
[1 •チヤクシンカイスウ]を巧す 


録音する 消去する 再をする 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 
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受信のしかたを設定する 


2 

、機能/確定 

〇 

け、'イタクトト、'」、「ルストト、'」のいず 
れかを選択し、[機能/確赴を巧す 

( サ''イタクモ-ド/ルスモ-ド ) 


在宅モードのとを 



3 ^ 4 

機能/確定 @停止 

〇 U を巧す 

在宅モードの着信回数を選 
び、[機能/確定]を巧す 

C 0日〜1己/ムセイケ、、ン ) 



留守モードのとを 


S 八 4 

機目奪/確た ◎ イ旱 I 卜 

J 〇 〇を押す 

留守モー F の着信回数を選 

び、面圓を押す • 「卜-ルセ-パ-につしの 
( U 日〜日//卜ールセー A 、一 ON ) 岐2 ] ぺ——シ） 



2 

、機能/確定 

〇 

応答 メッ セージの種類を選び、 
[機能/確定]を巧す 



さ 

、機能/確定 

づ〇 

設定を選び、[機能/確定]を押す 



ルスオウトウ1/ルスオウトウ2/サ''イタクオウトウ 


オウトウ日クむ/がトクシヨクキヨ/ 
かトウサイセイ 


Si 



ルスオウトウ1 

A ▼テ、、センタク/カクテイ 


6 


◎停止 

〇を巧す 


終了したら受話器を戻す の画面に戻じます。 


♦録音内容び自動的に再生さ 
れます。 


がトウ□クオン 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 

参上の画面に戻ります。 


ち 


◎停止 

〇を巧す 


ち 


◎停止 

〇を巧す 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 
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酌臟メットジ麵 IE 


自分の声で留守応答メッセ 
ージを録音してあるとさ、 
留守応答メッセージを 
選ぶことびでさます。 


^を巧す 


• 留守ボタンび点灯しているときは、 
( D を巧し、ボタンを消灯させてか 
ら再度 ( D を巧してください。 


2 メッセージ再生やじ 
Cl ^ またはを押す 

♦ 留守応答メッセージを選びます。 

なウトウサイセイ/がトウサイセイ1/おトウサイセイ2 ) 


ご 


唐 


前の 


在ち臟メット麵替え 


在宅モードのとさの応答 
のしかたを選択します。 




♦お買い上げ時は、「メッセー 
ジ」に設定されています。 


[機能]^に•シ ''ュ シンセッティ]^[5.サ''ィタクォゥトゥキリカ I ] 
を巧す 


f イタクオウトウ:メッセ-'/’ 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


電 

メッセ-ジの縮綱の醜 

1 

機能/確定 X 

つ (7 poV ( 2 £) 

□クオン 60 ヒ''ヨウ 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 

話 

留守モード時や通話を録 
音するとさ、 1 回あたりの 
録音時間を設定します。 

参1 回の最大録音持剧ま約 3 分、 
^ 総録音時間は約 3 日分です。 

フ 

ア 

ク 

[機能/確定]^ [7 •ルス日クメモリ-セッティ] ^ 
に•日クオンシ''カン]を巧す 



ス 


□ 




巧 

用 

ず 

る 


留守録に夕-の醜 WK 


留守モード中に着信した場合に 
再生される応答メッセージと、 
相手の録音メッセージを、本機 
のスピーカーで聞 < (モニター 
する）かどラかを設定でさます。 



参お買い上げ時は「日 N 」 に設定 
されています。 



[機能/確定]^ [7 •ルス日クメモリ-セツテイ] 
[3 •ルス日クモこ夕 -] を巧す 


ルス□クに夕 -: 0 N 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 


mm • 「メッセージ」を選択して、本機び自動的に電話を受けたとき、応答メッセージを設定していない場合は、本機 
fjm に設定されている固定応答メッセージび再生されます。 

• 「ベル」に設定された状態で在宅応答メッセージを録音すると、在宅応答メッセージは自動的に「ベル」から 
「メッセージ」に変更されます。 （ U モコンアクセスで操作した場合も変更されます。） 


とミ 
をな 
に 
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受信のしかたを設定する 


オウトウサイセイ：あらかじめ録音されている留守応答メッセージ 
オウトウサイセイ]:自分で録音した留守応答メッセージ] 

オウトウサイセイ2 :自分で録音した留守応答メッセージ2 

♦ メッセージ再生したあと、そのメッセージで留守モードにセットされます。 

♦ メッセージ再生中に(機能/確定）を巧すと、そのメッセージで留守モードにセットされます。 ■ 

♦ メッセージ再生中に® (5 (停止）を巧すと、再生を中止し、前回選択したメッセージで留守モード 
にセツトされます。 


2 


在宅時の応答のしか 
たを選ぶ 

C メッセ-'：/、、/へ、、ル 



♦ 「メッセージ」 

本機び電話を受けたとさ、 
設定した在宅応答メッセー 
ジを再生します。 

参「ベル」 

本機び電話を受けたとさ、 
「トウルー、トウルー」とい 
ラ音を鳴らします。 


さ 


機能/確定 

〇を押す 


2 3 

◎ 

録音時間を選ぶ 

(_30/60/ ] 20/ ] 80ピョゥ ')• 「ウケツケの夕」と表示されます。 


機能/確定 

〇を巧す 


d 


◎停止 

〇を巧す 


2 


© 


さ 


留守録モニターを設定する 

C ON/OFF 


機能/確定 

〇を巧す 


4 


「ウケツケの夕」と表示されます。 


◎停止 

〇を巧す 


♦ 留守録モニターの音量を変更 
したい場合は、スピーカー音 
量を変更してください。 

(陪2日ぺージ） 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 
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機能/確定 

〇を巧す 


ろ 



機能/確定 

〇 


ジャンルを選び、 
能/確定]を押す 


[機 


へ、、ル/タノシイ POPS . にメ / 

キセツ•イへ''ント/ドウヨウ•ソノタ/ 

イヤシノクラシック/グ' ンキカ'' テ'' ルクラシック 


10 

◎停止 

〇を巧す 

I 贷び点打します。 




機能/確定 

〇 

[機能/確定]^ [8 •刈テ''イセツテイ] 
- [3 •モ-こングメ日テ''イ]を巧す 


セツテイ : ON 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


機能/確定 ^ 

G V 8 TUvi ( 3 DE^ 


セツテイ : OFF 
▲ ▼テ'’センタク/カクテイ 


[機能/確定]^ [8 •刈テ''イセツテイ] 
- [3 •モ-こングメ日テ''イ]を巧す 


親機で、毎曰決まった時 
刻に指定したメ □ディを 
鳴らします。 

♦お買い上げ時は [ OF 鬥に 
設定されています。 

♦ モーニングメ □ディは親機で 
設定•使用します。（子機で 
は設定-使用でさません。） 


y 



• 指定した時刻になるとメ □デイび3分間鳴ります。途中でやめるときは® (5 (停止）を押します。 

• モーニングメ□デイの指定時刻に電話、通信、設定などをしているときは操作び終了してからメ□デイび鳴ります。 
• 電源コードを抜いたり停電になったあと数時間経過すると、モーニングメ□デイの設定は 「 OFF 」 になります。 

ちう一度設定し直してください。 

• 選択でさるメ□デイ8目ページ） 

• モーニングメ□デイは、受話器を置いた状態で設定してください。（受話器を上げていると設定できません。） 


-ニングメ日ディを設まする 


5 

設定する 



ご使用 I こ 電話ファクス n ピー 


解除する 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 
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モーニンクメロデイを設定する 


2 


© 


roN 」 を選ぶ 


3 A 

機能/確定 

U を巧す 

メ□ディを鳴6す時刻を指定する 

参時間は24時間制で入力します。 



OFF/ON 


7 



機能/確定 

〇 


公 



ショウ■■グイ 
トーテ'’センタク/カクテイ 


メ □ディを選び、[機 モーニンク'メ□ディ 
能 /確定]を押す の音量を選ぶ 

( y ル1/メ□テ'' イ1〜日日（曲名） ） 参音量は4段階の調整びできます。 


夕 

機能/確定 

〇を巧す 

♦ 「ウケツケの夕」と表示されます。 


2 


© 


roFFj を選ぶ 


さ 


機能/確定 

〇を巧す 


A 


◎停止 

〇を巧す 


「ウケツケの夕」と表示されます。 
贷び消打します。 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 
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レポート、リストを印刷する 


送受信の結果や設定の内容などを印刷して確認でさます。 


送信 レポート 

1 

機能/確定 

〇 

(6：〇) (17) 

ソウシンレ扩 -kOFF 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 

送信結果を印刷します。 

•お買い上げ時は「エラーノ 

ミ」に設定されています。 

[機能/確定]^ 

[6 •リスト： r リント]一 



[ 1 •ソウシンレ' ir - 卜] 

を巧す 



通信管巧レポート 


最近送受信した30件分の 
通信結果を EP 刷します。 


機能/確定 

G (j5 MNO^ ABC ； 


フ。いトリスト 
▲ ▼テ、、センタク/カクテイ 


[機能/確定]^ [6 •リスト： r リント] 
に•ツウシンがノリレホ°-卜]を巧す 


出力間隔を設定ずるとを 


(シュツリヨクカンカク） 


レホ。-トシ1ツリョクシナイ 
▲ ▼テ''センタク/カクテイ 


さ ▲ 

▲ ^機能/確定 

〇 

通信管理レポートの 
出力間隔を選び、 
[機能/確定]を巧す 


—週間ごとに印刷するとき 


(7 力]、、卜） 



それなかの設定のとを 


' 6/12/24シ''カン]''卜、^ 
、 2/4力了、卜 ) 



を 

開始時間を指定する 

♦ 時間は24時間制で入力します。 


電話帳リス 


電話帳に登録された内容 
を印刷します。 


機能/確定 


能/値疋 户 ~\ \ 

り (^6 MNo) (3 dI) 


[機能/確定]^ [6 •リスト： r リント] 
[3 •テ''ンワチョウリスト]を巧す 



録 


設定内容リス 


現在設定されている内容 
を印刷します。 




機能/確定 


能/備足 户 ~ -X ^~ 

Q (6m ： o) (a oV 


[機能/確定]^ [6 •リスト： r リント] 
[4 •セツテイナイヨウリスト]を巧す 



ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 
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2 


© 


さ 


参 roN 」 

常に結果レポートを印刷し 
ます。 

♦「 OFF 」 

、一 J=l L ° L /^=化片-=1■ブ 結果レんートを印刷しませ/ - U 。 - ' ゎ,し丰— .. 

送イ旨レホ—卜の鼓定する参「エラーノミ」 参「ウケソ巧ソタ」と表术されます。 

/ OKI /了- ノ、 / n [[ ^ 送信エラーびあるときだけ結果 

C ON / てフ—ノこ / QPF ) レポ_卜を印刷します。 


機能/確定 

〇を巧す 


4 


◎停止 

〇を巧す 


2 

、機能/確定 

〇 

通信管理レポ-卜をすぐむ日刷するか、肋間隔を 
設定するか選び、瞧 g / 確を]を巧す 

C フ°リントリスト/シュツリヨクカンカク ) 



( T リントリスト） 



スタート 



記録紙をセツトし、[スタート] 
を巧す 


6/12/24シ、'カン]、'卜、 
2/4/7力]、、卜、シナイ 


S 


6 


似姑 機能/確定 

〇を巧す 

開始時間を指定する•「煙の夕」と表示されます。 
参時間は24時間制で入力します。 


7 


◎イ旱止 

〇を巧す 


S 6 

機目层/確疋 @イ旱 I 卜 

〇を巧す 〇を巧す 

参「ウケツケの夕」と表示されます。 


さ 


スタート 


.¢0を巧す 


さ 


スタート 


\づ>)を巧す 


終了 


終了 


終了 


終了 


すぐに印刷するとを 


>卜を巧刷する 


レポート、 ■ 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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メモリ-使用がおリスト 


本体のメモ U —使用状況 
を印刷します。 


機能/確定 


目兴疋 

f j VO MNO y VO JKL / 


[機能/確定] ^ [6 •リスト： r リント] 
[5 •メモリ-シヨウシ''ヨウキヨウ]を巧す 





一巧 送信 レポート 


一括送信したとさの結果 
レポートを、どのよラに印 
刷するか設定します。 

♦ お買い上げ時は roN 」 に設 
定されています。 


機能/確定 户~\ ^~\ 

Q ^6 (7poV 


イツカツレが-卜 : ON 
A ▼テ'’センタク/カクテイ 


[機能/確定] 一 [6 •リストシ]ツリヨク] 一 [7 •イツカツソウシン 
レホ°-卜]を巧す 


2 


© 


出力のしかたを選ぶ 


参「日 N 」 常に結果レポートを印3 

刷します。 機能/確定 

♦ 「エラーノミ」通信エラーび 

あるとさだけレポートを印刷 U を巧す 

します。 


日 N / 巧-ノミ 



ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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ディスプレイの B おさを設定する 


ディスプレイ欄るさを醜 


ディスプレイの明るさを 
設定します。（子機のみ） 

♦ 7段階の設定びでさます。 


機能/確定 


を押す 


[メ ニュ -]▼▲ 
■テ''ンワチョウトウロク 
テ''ンワチョウヘン]ウ 


子 


m 


<ァかけチョウセィ> 
4 

卜ーテ、、チョウセイ 


さ 


〇 


2 


(D 


機能/確定 


r カソンノ別ルサ」を選び、 
[機能/確定]を巧す 


d 


機能/確定 


明るさを設定し 
[機能/確定]を巧す 


力''メソアかけ 
セツテイシマシタ 


>ディスプレイの明るさび設定 
されます。 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 


付 録 
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本機を ADSL 回線のスプ U ッタに接続するとさは、スプ 
U ッタの TEL 端テに接続してください。 



パソコン本体に 「PH 日 NE 端テ」びある場合は、 一つの 電 
話回線でパソコンと本機を下記のように接続していただく 
ことびでさます。ただし、 ] 本の電話回線を利用していま 
すので、同時に両方で電話回線をご利用いただくことはで 
さません。 


LINE 

PHONE 

國 

固 

令 

夺 


1本の電話回線に複数台の電話機を接続（並列 
接続）すると、ナンバーディスプレイサービスや 
ダイヤルインヴービスなどに不具合び発生し、誤 
作動の原因となりますのでおやめください。 
〇]日ぺージ） 









お願い 



お願い 


♦八ソコンと接続ずる場合は 


他の機器を接続して使う 


本機とパソコンは必ず「スプ U ッタ」で分岐して 
ください。「スプリッタ」より前（電話回線側）で 
分岐すると並列接続となり、通話中に雑音び入つ 
たり、音量びルさくなるなどの支障び発生します。 


本機を ISDN 回線の TA (ターミナルアタプター）またはタイヤルアップルータに接続するときは、次の設定と確 
認を行ってください。 

-本機：回線種別を 「PB」 に設定する 

•TA: 本機を接続して電話びかけられるか、電話び受 

けられるか確認する づ_ 




本機び使用できないときは、「故障かな？と思つ 
たら」を参照ください。また、 TA の設定を確認 
してください。 TA の設定の詳細は、 TA の取扱 
説明書をご覧いただくか、製造メーカーにお問い 
合わせください。 

ナンバーディスプレイサービスを契約されてい 
る場合は、 TA のデータ設定と本機の設定71 
ページ）び必要です。 

本機のダイヤルイン機能を利用するには、「ダイ 
ヤルインサービス」または 、 「i •ナンバーヴービ 
ス」の契約と、アナ□グポートへ着信番号デー 
夕を送出することびできる TA び必要です。 


PC の通信ポート （ COM ポート） 
に接続 




NTT の旧 DN 回線 

TA (夕ーミナルアダプター) 
または 

ダイヤルアップルータ 

i 

アナ□グ 
ポート 


■ 一瓶回線で PC モデムを使う場合、 PHONE 端子を使う場合 



ADSL 回線をご利用の場合 


ISDN 回線をご利用の場合 




フアクス n ピー 


オプション 
ヴービス 


こんな 
とをには 


















0 情話11」 


ドアホンアタプター（松下通信工業製 [ VE - DA 1 日- H ]) を使用して接続します。 


I ドアホン I 



ドアホンアダプター裏面 I 



局線」に差し込む 


ドアホンアダプターに 


付属の電話コード 



使用 

でさません。- 


電源コンセント 


電話機コード 


電源ケーブル 
約1.已 m 


モジ ユフー シャツク 


親機に付属の電話機コード 
約 2 m 


〇 


〇 


0 


ドアホンの準備をずる 

① ドアホンアダプターの裏面のテープをはび 
し、壁掛け金具を外す 

② ドアホン側の接続コードをドアホンアダプ 
ターに接続する 

ドアホンアダプターとモジュラジ ャツ 
クを接続ずる 

本機に付属している電話機コード(^)を 
ドアホンアダプターに接続し、わラー端を、 
電話回線のモジュラージャツクに接続する 
ドアホンアダプターと本機を接続ずる 
ドアホンアダプターに付属している電話機 
コード(^)をドアホンアダプターに接 
続し、電話機コードのわラー端を、本機の 
回線接続端テに接続する 


〇 


0 


接続を確認ずる 

① ドアホンアダプターを電源コンセントに接 
続する 

② ドアホンの呼出ボタンを押し、本機の呼出 
音び鳴ることを確認する 

ドアホンを設置ずる 

コード類をドアホンアダプター裏面の溝に 
おって押し込み、柱や壁などに取り付ける 
■4 ドアホンアダプター取扱説明書をお読みく 
ださい。 


に差し込む 

> ffiDt 


ドアホンを使う 


本機と別売りのドアホン （] 台）を接続すると、ドアホンからの呼出に本機で応答でさます。 

B m ドアホンの接続と使用については必ず次の説明にしたびってください。 

• ドアホンの接続や使用についてのお問い合わせは、 r お客様相談窓 □ 日12日-16117日」へお申し付けください。 
• ホームテレホンに直接接続されているドアホンには対応でさません。 


ドアホンを接続する 



• 必ず電話機コードを接続してから、電源コンセントに接続してください。 

• ノイズを防止するため、次のことをお守りください。 

-電話機コードを平行配線しないでください。 

-ドアホンアダプター本体と電源ケーブルを、できるだけ本機から離してください。特に本機のアンテナと電 
源ケーブルは離してください。 



ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


こんな 

とさには 


付 録 


活用ずる 
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ドアホンび押されると、本機のドアホン呼出音び鳴ります。本機の受話器を取れば、ドアホンに応答でさます。 

参親機の場合 

ドアホン呼出音び鳴り、ディスプレイに「ドアホンヨピタ''シチュウ」と表示されます。 

参子機の場合 

ドアホン呼出音び鳴り、ディスプレイに「ドアホン」と表示されます。 



• ドアホンに応答する 


■ 



• 製品についての詳細は、各製造メーカーにお問い合わせください。 
• 下記のドアホン iu 外はご使用になれません。 


メーカー 名 

適をドアホン機種を 

適合テレビドアホン機種を 

松下通信エ 
業（株） 

AV システム 
事業部 

VL- 己 68KA-T 

VL- 己 68KA-H 
VL-568U 

VL-V550-T 

VL-V551-K 

ソ U エ 2:1 タイプ(カラーモニター親機•カラーカメラ玄関テ機各 1 台） 
VL-V161X-T (AC 直結式） 

VL-V161 KP-T (AC コード式） 

ソ U エ 1:1 タイプ(カラーモニター親機•カラーカメラ玄関テ機各 1 台） 
VL-V160X-T (AC 直結式） 

VL-V160KP-T (AC コード式） 

松下寿電子 
工業（株） 


カラー De 見え太(八ンズフリー）•単局タイプ（モニター-ドアカメラ各 1 台） 
HA-S60BK-T (電源コード付） 

HA-S60B-T (電ミ原つードなし） 

カラー De 見え太(八ンズフリー）•多局タイプ（モニター-ドアカメラ各 1 台） 
HA-S70BK-T 

見え太（八ンズフ U —）-単局タイプニター-ドアカメラ各]台） 
HA-S103BK-T 

HA-S103B-T 

見え太（八ンズフ U —）-多局タイプ（モニター-ドアカメラ各]台） 
HA-S201BK-T (電源コード付） 


オプション 
ヴービス 


こんな 

とさには 


付 録 


活用ずる 



y 


ご使用の 
前に 


電話ファクス 
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ドアホンを使う 


ドアホンに応答しているとさに着信や内線呼出びあったとさ、または外線通話中や内線通話中にドアホン呼出び 
あったとさは、次のようになります。 



外線からの着信びあつたとさは 

内線呼出びあったとさは 

ドアホン呼出中に 

外線からの着信び優先されます。 

(ドアホン呼出中は内線呼出 
はでさません。） 

ドアホンとの通話中に 

親機で通話中のとさは受話器を戻してドアホン通話を 
切り、再度、受話器をとると、外線を受けることびで 
さます。 

テ機で通話中のとさは （8) を押してドアホン通話を切 
り、再度、を押すと、外線を受けることびでさます。 

ドアホン通話び優先されま 
す。 

内線の呼出音は鳴りません。 



親機 

テ機 

外線呼出中にドアホン 
呼出びあったとさは 

外線呼出び優先されます。 

内線呼出中にドアホン 
呼出びあったとさは 

ドアホン呼出び優先されます。 

外線通話中、ファクス 
通信中にドアホン呼出 
びあったとさは 

通常の呼出音とは違う鳴りかたで、親機からドアホ 
ン呼出音び鳴ります。 

ただし、外線通話やファクス通信を終了するまで、 
ドアホンとは通話できません。 

通常のドアホンとは違う鳴りかた 
でドアホン呼出音び鳴ります。た 
だし、外線通話び終了するまで、 
ドアホンとは通話できません。 

内線通話中にドアホン 
呼出びあったとさは 

内線通話のまま、通常の呼出音とは違う鳴りかた 
で、ドアホン呼出音び鳴ります。ただし、内線通話 
び終了するまで、ドアホンとは通話でさません。 

内線通話び優先されます。 
ドアホンの呼出音は鳴りません。 


■ ドアホンに応答しているとをは 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


こんな 

とさには 


付 録 


活用ずる 
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第 7 章巧 


こんなときは 


子機のバッテリーを交換する . 104 

お手入れのしかた . 10曰 

本機を清掃する . 105 

原稿読取部を清掃する . 105 

記録部を清掃する . 106 

紙がつまった5 . 107 

原稿びつまったとさは . 107 

記録紙びつまったときは . 108 

リボンが少なくなった5 . 109 

U ボンカート U ッジを交換する . 109 

U ボンを交換する . 111 

停電になったとさは . 112 

エラーメッセージが表示された5 . 113 

故障かな？と思った5 . 116 


















子機のバッテリーを交換する 


テ機を充電しても使える時間び短くなってきたら、バッテ U —を交換してくださし、使用のしかたにもよりますび、 
交換時期の目安は約]年です。 

交換バッテ U - 煙名： BCL - BT ) は、本機またはテ機をお買い上げの販売店でお買い求めください。 



〇 バッテリーカバーを開ける 新しいノ（ッテリーコネクターを差し込む 

与バツテ U - カバーのくぼみ部を押しなび 与コネクタは下図の向さに差し込みます。向 


b 、 矢印の方向へず b します。バッて IJ - さを間違えないように注意してください。 

カバーの後端部を持ち上げ、バッテ U —力 



ご使用 I に電話フアクス n ピーオプ^い^ス活用ずる 


こんな 
とさには I 


付録 








原稿読取部を清掃ずる 


■ 


読取部び巧れていると、ファクス送信時やコピー時の画質び悪くなります。されいな画質を保つために、こまめに 
読取部を清掃してください。 


〇 


ベンジンやシンナーなどの有機溶剤、アルコールを使用をしたり、アルコールを染み込ませた布で拭いたりしな 
いで < ださい。 


記録紙を取り除き、上カバーを開ける 

与記録紙を取り除さ、ち側のレバーを持って 
矢印のち向へ押し上げます。 




A 警告- 

さわらないで<ださい。 

ケガをするおそれびあ0ます。 






〇 


白テープ部とガラス面を拭く 

与水を含ませて硬く絞った柔らかい布でおさます。 
^ 白テープ部 






包 


I ガラス面 

上カバーを閉める 

与上カバーの両端を押して確実に閉めます。 
与正しく閉められると、ディスプレイに 「 IJ ホ''ン3 
] ウカンシのタカ？ ]. /1ィ 2. イイ I 」 と表示されます。 



0 @を巧ず 

記録紙をセツトし直ず 


>本体は乾いた巧で軽くおいてください。 



充電端テは定期的に綿棒などで清掃してください。 

テ機の充電端テび巧れていると、充電でさなかったり、 
勝手に使用中の状態になったりすることびあります。 
充電端テのミちれは、必ずおさ取って<ださい。 




こんな 

とさには 


ファクス n ピ—オプ^い^ス活用ずる 


付録 
















記録部び巧れていると、本機から出力された用紙に縦搞び入ることびあります。されいな画質を保つために、こま 
めに記録部を清掃してください。 

oo リボンのたるみを取る 

今青色のギアを矢印方向にゆっくり回してた 
与記録紙を取り除さ、ち側のレバーを持って るみをとります。 

矢印の方向へ押し上げます。 n ~~ . - 



〇 


リボンカートリツジを取り外ず 



▲マーク 



〇 


ギア情色） 


リボンカートリッジを本体にセツトする 


▲マーク 


編 


0 



記録へッドと金属プレートまたは樹脂プ 
レートを}式く 

^アルコールなどを浸した柔らかい布でおさ 
よ9 〇 

今無水エタノール、日 A ク U —ナ ー、 メガネクリー 
ナー 、カセット用ヘッドク U —ナ ー、 CD 用レ 
ンズク U —ナーなどを使用してください。 






〇 


上カバーを閉める 

与上カバーの両端を押して確実に閉めます。 
今正しく閉められると、ディスプレイに「リホ'' で 
] 劝ンシ7タカ? 1. W 2. イイ I 」と表示されます。 


樹脂プレート 

記録ヘッド 
金属プレート 


り j ) を巧ず 

記録紙をセツトし直ず 


こんな 

とさには 


ご使用 I に電話フアクス n ピーオプ^い^ス活用ずる 


付録 








付 

録 


紙がつまったら 


原稿や記録紙びつまると、ブヴーび鳴ってディスプレイに次のメッセージび表示されます。 
•原稿びつまったとさ••- • r グン]ウカクこングン]巧トッテクタ''サイ」^「グン]ウカクこンテイシ3オシテクタ''サイ」 

「グン]ウカクこンカ A '' づアケテクタ''サイ」^「グン]巧テ71こヒキタ''シテクタ''サイ」 
•記録紙びつまったとさ--•「キ□クシカクこンカ A '' づアケテクタ''サイ」^「扣クシカクこンキ□クシ3トッテクタ''サイ」 


•原稿びつまったとさは 




ご使用 I に 電話ファクス n ピ—オプ^い^ 「、活用ず る 


こんな 

とさには 
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•記録紙びつまったとさは 



ご使用 I に電話フアクス n ピーオプ^い^ス活用ずる 


付録 


こんな 

とさには 






お願い 


リボンが少なくなつたら 


ご 

使 

用 

前の 


リボンが完全になくなると、ディスフレイに「リホ> ンカク::ン/か r - ヲアケテクグサイ」と表示されますので、す 
みやかにリボン、またはリボンカートリツジを巧換してください。「詰め替え用リボン」、または r カセ 
、ソト付きリボン」では、約144枚の EP 刷が巧能です。（消耗品などのごを文について130ぺージ） 


〈リボン交換用当社指定品〉 

カセット付リボン イ 



詰め替え用リボン 



リボンカートリッジ 


《「カセット付リボン」はリボンカートリッジ 
ごと交換します。 

「詰め替え用リボン」、または r カセット付きリボン」は当社指定品をお使いください。 

(腐^131ぺージ） 

当社指定 m 外のインクリボンをお使いいただくと、故障の原因になります。 


y 


リボン残 量 表示 

^||| 100。/。〜50% 

49%〜20% 


49% 〜20% 


19%〜1% 


リボン残り 
なし 




I !ボンカートリツジを交換ずる 


上カバーを開けて、リボンカートリツジ(緑色）を取り出す 


上カバー 


▲マーク 


ここをホ寺って手前に 
取り出す \ 



本体ち側のレバーを持ち 
上げて上カバーを開ける 


〇リボンカートリツジを 
取り出す 


リボンカートリッジ 


A 警告 



さわらないで < ださい。 

ケガをするおそれびあります。 



• お買い上げ時には、約30枚分印刷できる「お試し用インク U ボン」びセットされており、その U ボンに応じた 
U ボン残量びセットされています。 

• U ボンを交換したら、必ず U ボンカウンタを U セットしてください。 U セットしないと、誤った残量や警告び表 
示されることびあります。 

•カノ（一開閉などの使用状況によって、 U ボン残量び少なくなることびあります。 

• リボンび切れても、 A 4 サイズの原稿で約6日枚分までは本体のメモリーにファクスメッセージを記憶できます。 


こんな 

とさには 




リボンが少なくなつたら 


且 新しいリボンカートリッジを準備する 

ーリボンカートリツジの向きを確認してく 
ださい。 



卜 A ギア清色）を矢巧の向きに2〜3回ま 
わして、リボンのたるみを取る 



Fk リボンカ-トリツジを本体にセットする 


〇リボンカートリツジのギア 
を本体の溝じ置く 



両端を押して確実に閉める 


リボンカウンタをリセットする 

時上カバーを閉じると、ディスプレイに 
「リがンヲ]ウカンシマシクカ？ 1 .M 2.イイエ」と表示 
されます。 

01巧以内に®を巧す 

「1.ケッテイ2.キ*ンセル」と表示されます。 

つをち 

W 1分 W 内にボタンが押されないときは、カウンタ 
はリセットされません。 

@1巧以内に®を巧す 

W njr > y：u W 湖％」と表示され、設定が終了 
します。 

WjM • カバ-を開閉するたびに、ディスプレイに 

「リホ*ンヲ]ウカンシの如？1 . A イ Z イイ I 」と表示さ 
れますび、 U ボンを交換しなかったとさは 
@を押してください。りうを押すと、誤っ 
た U ボン残量び表示されることびあります。 


こんな 

とさには 
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ギア（青色） 

® si 


ギア（白色) 



0ギア（白色）を溝 
に強 < 押し込む 



つまみ 
J 白色） 


〇つまみを溝に弓董 
く押し込む 


リボンカ-トリッジを裏返す 

ーリボンカートリッジをセットする向きに戻します。 



零 

请色） 


[里 リボンカ-トリッジを本体にセットする 

一陪110ぺージの手順 3.4.5 と同様の 
手順でリボンカートリッジを本体にセ 
、ソトしてください。 



fh 使用済のリボンカ-トリツジを準備する 

ーリボンカートリツジの向きを磕認してください。 


使用済みの 

リボン 



Q 使用済みのリボンを取り外す 

時109ページの手順1と同樹こリボンカー 
トリツジを本体か 6 取り外してください。 


@使用済みのリボン 
を抜き取る 


0つまみを強く引き 
出す 



新しいリボンを準備する 

時青色のおの位置を確認して<ださい C 


青色のち 


つまみ（白色） 


ギア（白色） 


新しいリボンを止めてあった輪ゴムは取り外してお 
きます。 


if しいリボンを取り付ける 


〇青色のおをギア（青色）0つまみを溝に強 
に差し込む <押し込む 




U ボンを交換する 

リボンのみを巧換するときは、リボンカートリッジを取り出し（。 
手順で「詰め替え用リボン」とを換します。 


‘109ぺージ）、下記の 


使用済みリボンの取扱いについて 

• ご使用の済みのリボンには EP 刷した内容び 
白く残ります。 

廃棄の際には、リボンをはさみで切るなどし 
て、 EP 刷した内容の保護にご注意くださし、。 
• ご使用済みのリボンは市町村分別基準に基 
づいて廃棄してくださし、。リボンのおは紙、 
青色のおはプラスチック （ ABS ) 、フィルム 
はポリエチレンテレフタレート （ PET ) フィ 
ルム、つまみ-ギア（白色）はプラスチック 
(ポリアセター j レ）などでできています。 


このギア(青色）は\ 
外せません 


オプ^い^^活用ずる 


付録 


ご使用電話ファクス 

一目に 




停電になったときは 


本機は AC 電源を必要としているため、停電時は親機わテ機わ使用でさなくなります。停電時に備えて、あらかじ 
め停電用電話機 ( AC 電源を必要としない電話機）を保管することをおすすめします。停電用電話機を親機の停電 
用電話機接続端テに接続すると、停電時に停電用電話機で電話をかけたり受けることびでさます。 





ナンバーディスプレイサービス、ダイヤルインサービスをご利用いただいているとをは 


停電中に電話びかってくると、停電用電話機のみ、呼出音び短く己〜6回鳴ります。その後、通常の呼出音に変わ 
りますので、音び変わったら停電用電話機の受話器をとって電話を受けてください。 

最初の短い呼出音のとさに受話器をとると、通話でさないことびあります。このとさは、いったん受話器を戻し、 
再度呼出音び鳴ったら受話器をとってください 


y 


• 停電時のデータについて 


消去されないデータ 

電話帳（親機、子機)、各種登録•設定内容、着信記録（子機)、 
発信記録（子機） 

数時間 ii (上たつと消去されるデータ※ 

着信記録（親機)、発信記録（親機)、通信管理レポート、 

受信メモ U —文書、録音されたメッセージ、モーニングメ□ディ 
設定内容 

停電後すぐ消去されるデータ 

送信メモ U —文書 


※ただし、停電前に連続]週間 iu 上、電源び入った状態にしておく必要びあります。 

► 通話中に停電になったときは、親機、子機ともに電話は切れます。 

► 留守モード時、メッセージを録音中に停電になったときは、録音中の内容は保存されません。 
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半日 iU 上停電び続いたときは、曰付び正しく表示されないことびあります。再設定してください。 
停電によって消去されたデータを復活させることはでさません。 


• 停電時外は停電用電話機を接続しないでください。誤動作により正常に使用できないことびあります。 


お願い 


ご使用 I に電話ファクス n ピーオプ^い^ 「、活用ず る 


こんな 
とをには 











-メッセ-ジがまをされたら 


本機や電話回線に異常びあるとさは、下記のようなエラーメッセージびディスプレイに表示されます。 


■ 規機 


ディスプレイ表示 

原因 

処置 

A 4 サイ r キ□クシヲセットシ 
スタ-トヲオシテクグサイ 

受信したデータび A 4 より大さい。 

記録紙び A 4 サイズよりルさい。 

A 4 サイズの記録紙をセットした後、 1)' 
を押して印刷を続けます。 

アイテサキカたン 

通信中に相手機から回線び遮断された。 

相手先に電話をし、原因を解除してわら 
し、再度送信してください。 

カイセンシ 2 Y ツ if 
セッテイテ'''巧セン r シタ 

自動で回線種別び設定でさなかった。 

] 2ページの手順にしたびって、回線種別 
を設定してください。 

カイセンシ lY ツヲ 
セッテイシテクグサイ 

XX 年 XX 月 XX 日 xx:xx 

カイセンセッテイシテクグサイ 

回線種別び設定されていない。 

か r - が 7 イテイ 7 ス 
力 jr - ヲシメテクグサイ 

上カバーび完全に閉まっていない。 

上カノ く一を再度閉め直してください。 

キ□ク巧-カイフクチュウ 
シ八'''ラクオ巧クグサイ 

連続使用により記録部分び熱くなってる。 

しばらく待ってくださし、回復すると待ち 
受け画面に戻ります。原稿びつまっている 
ときは「テイシ 5 オシテクタ''サイ」び表示されます。 
このとさは、ち) t を押してください。 

キ□クシカク::ン 
力 jr - ヲアケテクグサイ 

キ□クシカク::ン 
キ□クシヲトッテクグサイ 

記録紙び記録部につまっている 0 

つまった記録紙を取り除さ、記録紙を正し 
くセットし直してください。 

(陪 ] 日8ぺージ） 

キ□クシカク::ン 
キ□クシセットシテクグサイ 

キ□クシカク::ン 
スタ-トヲオシテクグサイ 

記録紙びセットされていない。 

A 4 サイズの記録紙を多め (50 枚下） 

にセットして、を)'を押してください。 

グン]ウがニン 
グン]ウヲトッテクグサイ 

グン]ウカクニン 
テイシヲオシテクグサイ 

グン]ウカクニン 
力 jr - ヲアケテクグサイ 

グン]ウ巧 I 二 
けグシテクグサイ 

下記の原因で原稿びつまっている 0 
-原稿び正し<挿入されていない 
-原稿び正しく送信されていない 
-原稿サイズび長い 

-原稿受けび正しくセットされていない 
-八ンドスキャナーび外れている 

上カバーを開いて原稿を取り除さます。上 
カバーを閉め、原稿の幅に原稿ガイドを合 
わせて正しくセットし、再度コピー、また 
は送信し直してください 。（腐 ] 日7ページ） 
八ンドスキャナーび外れているときは、正 
しく本体にセットしてください。 

セッテイがサレテイ 7 セン 

メモ U —送信またはタイマー送信の設定 
びされていません。 

設定されていないので、そのままお使いく 
ださい。 

ソウチカに:/** 

IH レセンタ-へ TEL クグサイ 

ファクシ SU 本体に何らかの異常び発生 
した。 

「お客様相談窓 □ 日12日-] 61170」 

へ連絡してください。 

ッゥシン I ラ- 

回線状態び悪い。 

少し時間び経ってから、わう一度送信して 
ください。 

相手先びポー IJ ング送信待機状態になってい 
ないとさに、ポー IJ ング受信の操作を行った。 

相手先に確認して、わう一度操作してくだ 
さい。 
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エラーメッセージが表示されたら 


ディスプレイ表示 

原因 

処置 

テンソウ r 巧セン 
ド''-タフル/ツウシン巧- 

何らかの理由により、その操作びでさな 
かった。 

わう一度、操作をやり直してください。 

トウ□クがイッ八ソドス 

登録でさる件数を超えている。 

不要な電話番号を消去してください。 

八ナシチパ/がトウナシ 

相手び出ない。 

ファクシミ U び接続されていない番号に 
かけたかわしれません。相手先の電話番号 
を確認し、再度かけ直してください。 

相手び通信中（話し中)。 

少し時間び経ってから、わう一度送信して 
ください。 

八'''ン T ウカクニン 
テイシヲオシテクグサイ 

ダイヤルインサービスの登録番号び間違っている。 

番号を NTT に確認して、わう一度登録し 
直してください。（陪87ページ） 

ダイヤルインサービスに加入していない、ま 
たはサービスび開始されていないのにダイ 
ヤルインモードの設定び日 N になっている。 

いったんダイヤルイン f ー ドの設定を 
OFF にしてください。サービスび開始さ 
れたら、本機のダイヤルイン f ー ドの設定 
を日 N にしてください。（陪 8] ページ） 

ダイヤルインサービスを利用している場 
合、本機び動作中（内線通話中、コピー中 
など）に電話やファクスの着信びあると、 
動作終了後に表示されることびあります 
び、問題ではありません。 

メモリ-がイツ八。イドス 
ソウシン：スタ-トホ、、タン 

メモリ-がイッ八°イドス 
トリケシ：テイシ/ IT タン 

空さメモ U —び不足している。 

空さメ fU —び不足しています。®を押 
すと、すでに読み込んだ原稿を送信しま 
す。 

〇 を押すと送信を中止します。 

ファクスデータや留守録データを消去し 
てください。 

メモリ-がイッ八°イ尸ス 
フ°リント：]ピ-が、タン 

メモリ-がイッ八 ° イド'ス 
トリケシ：テイシホ A タン 

空さメモ U —び不足している。 

空さメ fU —び不足しています。@を押 
すと、すでに読み込んだ原稿をコピーしま 
す。 

〇 を押すとコピーを中止します。 

ファクスデータや留守録データを消去し 
てください。 

メモリ-がイッ八 ° イド'ス 
メッセ-グヲケシテクグサイ 

空さメモ U —び不足している。 

56ページの手順に従って、メモ U - に記録 
されているメッセージを消去してください。 

ur > カクニン 
力八'''-ヲアケテクグサイ 

U ボンびな< なった。 

新しい U ボンと交換してください。 

(陪 ] 日9ぺージ） 
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付 


ディスプレイ表示 



子機 


原因 

処置 

通話中のコードレステ機の使用圏内（親機 
から、障害物のない直線距離で約 ] 日日 m 
1^(内）を越えた。 

約]己秒じ(内に使用圏内に戻ってください。 

親機を使っているとさに、テ機で「メ □ 
ディヨミコミ」を行った。 

親機を待ち受け画面にした後で、わラー度 
「メ□ディヨミコミ」を行ってください。 

バッテ U —びなくなった。 

充電器に置いて充電してください。通話中 
にこのメッセージび出たときは、約 ] 己秒 
内に " H " を押して充電器に置さ、親機 
の受話器を取って通話を続けてください。 

テ機または充電器の充電端テび巧れてい 
る可能性びある。（ただし、充電器からテ 
機をとり、何も操作しないまま約6日秒経 
過したとさわ表示されます。） 

テ機および充電器の充電端テは定期的に 
掃除してください。日己ぺージ） 
充電器にテ機を戻す、または@を押す 
と表示び消えます。 

何らかの理由によりその他の操作びでさ 
なかった。 

わう一度操作をし直してください。 


こんな 
とさには 
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が障かな？と思 


修理を依頼される前に下記の項目をチェックしてください。それでも異常びあるとさは、「お客様相談窓□日] 2日一 
161170」へご連絡ください。 


■ 規機/子機 


こんなときは 

ここをチェック 

巧処のしかた 


受話器から「ツー」という音び聞 
こえているび、ダイヤルでさない 

回線種別び正しく設定されていますか。 

回線種別を正しく設定してください。 
Oil ぺージ） 


スピーカーからの相手の声び聞 
さ取りにくい 

スピーカー音量の設定びルさくないで 
すか。 

スピーカー音量を大さくしてください。 
(«^20ぺージ） 


電話のベルの音びルさい 

着信音量の設定びルさくないですか。 

着信音量を大さくしてください。 

(腐^] 9ぺージ） 


電話機からの相手の声び聞さ取 
りに < い 

受話音量の設定びルさくないですか。 



又日占曰里を人を、しし、/ L ごし、 

( i ^20 ぺージ） 


相手に声び聞こえないと言われ 
る 

受話器の送話口（マイク）を店\さいでい 
ませんか。 

送話 □ (マイク）を店\さびないでくださ 
い。 


スピーカーホン通話びうまくで 
さない 

まわりの音びうるさくないですか。 

受話器を上げて、受話器で通話してくだ 
さい。（または、13 y (スピーカーホン） 

を押して受話器に切り換えてください。） 

子機の場合はを押して子機を持っ 
て話してください。 


ノ V ンズフ U —着信びでさない 
(返事をしてもつなびらない） 

返事び短 < ないですか。 

長く返事をしてください。 

(1^4] ぺージ） 



返事び小さ < ないですか。 

大さな声で返事をして < ださい。 




感度設定を高くしてください。 

(1^ 42ぺージ） 

電 

話 


返事の声び高すざませんか。 

少し低い声で返事をするか、返事のしか 
たを変えてください。 

(例：お一い）（陽42ぺージ） 


電話びかかってきてち応答しな 
い/着信メ□ディび鳴らない 

着信回数は正しく設定されていますか。 

受信モードに合わせて着信回数を設定 
しふ^ 〇 



本機に電話をかけてみると「あなたと通 
信できる機器び接続されていません」と 
メッセージび流れる。 

ター S ナルアダプターの設定に誤りび 
あります。設定を確認してください。 



構内交換器に接続しているのに、ナン 
バーディスプレイの設定び「アリ」になっ 
ていませんか。 

ナンバーディスプレイの設定をけシ」に 
設定してください。（腐^ 7] ページ） 



ダイヤルインサービスに加入していな 
いのに、ダイヤルインの設定び 「 ON 」 
になっていませんか。 

ダイヤルインの設定を 「 OFF 」 に設定し 
てください。(«^81ぺージ） 



ドアホン通話中ではありませんか。 

ドアホン通話中は、外線からの着信び 
あっても、着信音やメ □ディび鳴らない 
ことびあります。設定を確認してくださ 

し、（陽]日2ぺージ） 



内線通話中ではありませんか。 

着信音をメ□ディに設定していると、内 
線通話中に外線からの着信びあってち、 
着信音び鳴らないことびあります。設定 
を確認してください。4己ページ） 

■ 

着信音をベルやメ□ディに変更 
したび設定した着信音び鳴らな 
い 

八ンズフ U —着信に設定されていませ 
んか？ 

ノ V ンズフ U —着信に設定した場合、設定 
したべルやメ□ディは鳴らず、「ベル1」 
び鳴ります。設定を確認してください。 
(腐^ 4] ぺージ） 
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こんなときは 

ここをチェック 

巧処のしかた 


受話器からダイヤル!-ー ンび聞 
こえない 

13 y (親機のスピーカーホン）を押して、 
スピーカーホンからダイヤル!-ーンび 
聞こえていますか。 

ダイヤル!-ーンび聞こえている場合は、 
受話器コードび親機にしっかり差し込 
まれているか確認してください。聞こえ 
ていない場合は、電源コードと電話機 
コードびそれぞれしっかり差し込まれ 
ているか確認してください。 




電話機コードび正しく接続されていま 
すか。 

ター S ナルアダプターの設定に誤りび 
あります。設定を確認してください。 


通話中に突然ファクスに切り 
替わる 

声やまわりの音に反応して、「親切受信」 
びはたらき、ファクスの受信を始めるこ 
とびあります。 

頻繁におこるときは、「親切受信」を 
「 OFF 」 に設定してください。 

63ぺージ） 

※このときは、フアクスは手動で受信し 
ます。 （1^ 己己ぺージ） 


ホキ 

ンヤ 

等 

雑音び入ったり、キヤッ 
チホンび受けられない 

並列接続していませんか。 

正しく接続し直してください。 

(1^ ] 日ぺージ） 


ブ4 

正常に動作しない 

並列接続していませんか。 

正しく接続し直してください。 

(1^ ] 日ぺージ） 


巧 

r 

電話番号び表示されない 

並列接続していませんか。 

正しく接続し直してください。 

( i ^ 10ぺージ） 


デキ 

i 

イン 

キャッチホンび入ったと 
さ、雑音び入りキャッチ 
ホンディスプレイデータ 
を受けられない 

キャッチホンディスプレイの設定び 
けシ」に設定されていませんか。 

キャッチホンディスプレイの設定を 
「アリ」にします。7己ページ） 



動作しない 
着信音が鳴らない 

バッテ U —のコネクタび正しく接続さ 
れていますか。 

コネクタを正しく接続してください。 
(腐^]己ぺ-ジ） 




ノ（ッテ U —の残量びなくなっていませ 
んか。 

バッテ U —の充電をしてください。 

( i ^ 15ぺージ） 




回線種別び正しく設定されていますか。 

回線種別を正しく設定してください。 
知]]ぺージ） 




着信音量び「日 FF 」 になっていませんか。 

着信音量を 「 OFF 」 iU 外に設定してくだ 
さい。 ] 9ぺージ） 


子 

m 

IKS 


親機から離れすざていませんか。 

呼出音び鳴る範囲まで、（子機を）親機 
に近づけてください。 




近くに雑音の原因となる電気製品びありませんか。 

電気製品などから離してください。 




親機で機能の設定-登録をしていませんか。 

設定び終わるのを待ってください。 




親機でコピーをしていませんか。 

コピーび終わるのを待ってください。 




親機や他の子機を使用していませんか。 

使い終わるのを待ってください。 




親機のアンテナと子機用 AC アダプター 
のコードび近くにありませんか。 

親機のアンテナから子機用 AC アダプ 
ターのコードを遠ざけてください。 
(アンテナに巻き付けたり、引っかけた 
りしないで < ださい。） 
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が障かな？と思ったら 


こんなときは 

ここをチェック 

巧処のしかた 



通話び突然切れる 

声やまわりの音に反応して、「親切受信」 
びはたらさ、ファクスの受信を始めるこ 
とびあります。 

頻繁におこるときは、「親切受信」を 
「 OFF 」 に設定してください。 

(腐^ 63ぺージ） 

※このときは、フアクスは手動で受信し 
ます。己己ぺージ） 



八ンズフリー着信設定時、設 
定び終了しても「レンシュウチュウ」 
び表示されている 

@を押してください。 



連続再ダイヤルびでさな 
い 

まわりび5るさすざませんか。 

まわりの電気製品のボ U ュームを下げ 
たり、静かなところへ移動するなどし 
て、ちう一度連続再ダイヤルをし直して 
ください。（陽 3] ページ） 





普通の再ダイヤルでかけ直して <ださ 

し、（陽 3] ぺージ） 



雑音び入りやすい 

近くに電気製品や障害物はありません 
か。 ] 6ぺージ） 

親機のアンテナをのばし、向きを前後/ 
ち側に変えてみてください。 




《設置環境を確認してくたさい。 

(「子機の設置、使用範囲を確かめる」 

親機の置き場所や向きを変えてみてください。 




陽 ] 6ぺージ） 

親機のアンテナから子機用 AC アダプ 
ターのコードを遠ざけてください。 
(アンテナに巻き付けたり、引っかけた 
りしないで < ださい。） 





親機、子機、電気製品の電源を別々のコ 
ンセントに接続してみてください。 




放送局、高圧線などび近くにありません 
か。 

親機の置さ場所や向きを変えてみてく 
ださい。 

電 

子 


自動車、オートバイ、飛行機び近くを 
通っていませんか。 

雑音び消えるまでしばらくお待ちくだ 
さい。または、一時的に親機をご使用く 

話 

機 


堂光灯のスイッチを「入」「切」してい 
ませんか。 

ださい。 




ご近所、同じマンシヨン内で別のコード 
レス電話機を使用していませんか。 





移動しなびら子機を使用していません 
か。 

使用場所により電波び弱い場所びあり 
ます。雑音び少ない場所で使用して < だ 
さい。 



相手の声び聞こえに<い 

受話□を店\さいでいませんか。 

受話□を店\さびないでください。 



相手から聞こえないと言 
ねれる 

送話 □ (マイク）を店\さいでいませんか。 

受話□、送話 □ (マイク）を店\さびない 
で < ださい。 



子機の呼出音び遅れて鳴 
る 

故障ではありません。 

(電波を使用しているため、電話びか 
かってくると最初に親機の呼出音び鳴 
り、少し遅れて子機の呼出音び鳴りま 
す。） 

そのままお使いください。 



充電器に置いても 

充電器の子機用 AC アダプターは確実に差し込まれていますか。 



「シ''ュウテ''ン」と表示しない 

充電台に正しく置かれていますか。 

ディスプレイび正面に見える方向に、子 
機を置いてください。 

■ 

■ 


充電端子び巧れていませんか。 

充電端子をされいにおいてください。 

(陽]日己ぺージ） 

1 

1 


電池を交換していませんか。 

新しい電池はバッテ U — び完全に消耗 
していることびあります。このとさは、 
充電台に置いて約]分後には「シ''ュウテ''ン」 

と表示されます。表示されたら約]5時 
間充電してください。 



子機び温かい 

充電中や充電直後はバッテ U —び温かくなります。故障ではありません。 
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I 


電話びかけられない 


電話を受けてちべルび鳴 
らない 


本機び接続されているア 
ナ□グポートに ] 〜2回 
おさにしか着信しない 


回線種別び 「 PB 」 に設定されていない。回線種別を 「 PB 」 に設定してください。 

(陽] 2ぺージ） 

本機び接続されているアナ□グポート「使用する」に設定してください。 

を「使用しない」に設定していませんか。_ 

何ち接続していない空アナ□グポートは「使用しない」 J こ設定してください。_ 

契約回線番号、ダイヤルイン番号、または i •ナンバーは正しく入力されているか 
確認してください。 


「着信優先」または「応答平均化」を使用する設定の場合、] 
信でさません。 


回おさにしか着 


付 


自分の声や相手の声び大 ISDN 回線の TA (ター S ナルアダプ TA に受話音量の設定びある場合は、受 
さく聞こえて話しにくい ター）に接続していませんか 話音量「ル」に設定してください。ま 

た、本機の受話音量をルさくしてくださ 
し、（陽2日ぺージ） 


iU 前に較べて自分の声び ADSL のスプ U ッタび影響している巧 ADSL 回線のスプ U ッタを交換すると 
響いたり、相手の声び聞能性びあります。 改善する場合びあります。 

きにくい スプ U ッタの製造メーカーにお問い合 

_わせください。_ 

通話中に雑音び入った ADSL 回線を使用して、並列接続をし並列接続をしないでください。 

り、音量びルさくなる ていませんか。 


外出先からの操作びでき I -ーン信号（ピッポッパッ）び出せる電 I -ーン信号の出せる電話機からかけ直 
ない 話機からかけていない。 して< ださい。 


メッセージび録音の途中 
で切れている 

メッセージび録音できな 
し^ 


録音中に8秒 iU 上無音び続いた。 


メモ U —容量びいっぱいになっている。 


メッセージを入れるとさは続けて 
話すよラ、相手に伝えてください。 

音声メッセージを消去してください。 
メモリー受信したファクスびあるとさ 
は、メモリー内の不要なフアクスを削除 
して < ださい。 


通話中に警告音（ピッバッテ U - び少なくなってぃませんか。通話を終了して子機を充電台に戻して 
…ピッ…ピッ…）び鳴る <にごい。 _ 

通話を保留にしてテ機を充電台に戻 
し、親機で通話を続けてください。 


通話中に警告音（ピッ子機で通話中に電波の届かない所に出親機の近く（通話圏内）に戻ってくださ 
ピッピッ）び鳴る ていませんか。 し、 


警告音（ピピッピピッ） 
び鳴り、ディスプレイに 
「テイキテキこシ''ュウテ''ンタンシ3 
フイテクタ''サイ」と表示される 


充電端子び巧れていませんか。 


充電端子をきれいにおいてください。 
(陽]日己ぺージ） 


充電台から子機を取り、ダイヤル操作なテ機を充電台に戻してくださし、 
しで6日秒経過していませんか。 


充電してちバッテ U —警告 
音（ピッピッピッ…）び鳴 
り、ディスプレイに 
「シ''ュウテ''ンシテクタ''サイ<< 

テ''：/チノ]リナシ>>」と表示され 
る 


バッテ U —び消耗しています。 


バッテ U —を交換してください。 

(陽]日4ぺージ） 

バッテ U — のコネクタび子機にしっか 
り差し込まれているか、 AC アダプター 
の電源プラグび奥まで完全に差し込ま 
れているかを確認してください 
15ぺージ） 


充電器からとったり、 ( g ) 親機や他の子機を使用していませんか。_使い終わるのを待ってください。_ 

親機から離れすざていませんか。 親機の近くに（通話圏内）に戻ってくだ 

と鳴り、び消灯する。 さい。 

電波び干渉しやすい場所で使用してい通話できる位置まで移動してください。 
ませんか。 


巧処のしかた 


こんなときは ここをチ: 


ご使用 I に 電話フ5ス n ピ—オプ^い^ ス ~活用ずる 
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が障かな？と思ったら 


こんなときは 

ここをチェック 

巧処のしかた 

1 

S 

D 

本機に電話をかけると、 
「あなたと通信できる機 
器は接続されていない 
か、故障しています」と 
いうメッセージび流れて 
つなびらない 

本機を接続しているアナ □ グポートの 
設定内容を確認します。 

契約回線番号のアナ□グポートに本機 
を接続している場合、 iU 下のように設定 
して < ださい。 

ヴブアドレスなし着信：「着信する」 

HLC 設定： 「 HLC 設定しない」 

識別着信：「識別着信しない」 

ダイヤルイン番号、または i •ナンバー 
のアナ□グポートに本機を接続してい 
る場合、し U 下のように設定してくださ 
い。 

ダイヤルイン番号、または i •ナンバー 
を登録する 

ヴブアドレスなし着信：「着信する」 

HLC 設定： 「 HLC 設定しない」 

識別着信：「識別着信しない」 

N 

回 

她 

ターミナルアダプターの自己診断モードで ISDN 回線の状況を確認し、異常びあつ 
た場合は NTT 故障係 （1 ]3)へご連絡ください。 

緑 

契約回線番号のアナ□グ 
ポートに電話びかかって 
さたのに、ダイヤルイン番 
号、または i • ナンバーの 
アナ□グポートに接続し 
た機器の呼出べルわ鳴る 

ダイヤルイン番号、または i •ナンバー 
のアナ□グポートの設定を確認します。 

グ□ーバル着信は「しない」に設定して 
<ださい。 


特定の相手とファクス通 
信でさない 

「お客様相談窓□日12日- 16]170 J へご連絡ください。 

ファクス送受信びでさな 
い 

(電話ち使えない） 

ターミナルアダプターの自己診断モードで ISDN 回線の状況を確認し、異常びあつ 
た場合は NTT 故障係 (113) へご連絡ください。回線に異常びなければ、「お客 
様相談窓□日12日-161170」へご連絡ください。 

スタートボタンを押しても送信 
/受信しない 

原稿びセットされているのに受信しよ 
うとしていませんか。 

原稿を外して受信します。 

己己ぺージ） 

原稿び正しくセットされていないのに 
送信しようとしていませんか。 

原稿を正しくセットしてください。 

@ (スタート）を押す前に、受話器を 
戻していませんか。 

@ (スタート）を押してから受話器を 
おします。 

(«^55ぺージ） 

回線種別の設定は正しいですか。 

回線種別を正しく設定してください。 

(陽]]ぺージ） 

送信後、相手から画像び乱れて 
いると連絡びあった 

されいにコピーびとれますか。 

コピーに異常びあるとさは読取部の清 
掃をしてください。日9ページ） 

相手先に異常びありませんか。 

相手先に確認します。 

画質モードは適切ですか。 

画質を調整します。84ページ） 

キャッチホンび途中で入っていません 
か。 

キヤッチホンび途中で入ると、画像び乱 
れることびあります。78ページ） 

受信/コピーしてち、記録紙び 
出てこない 

記録紙は正しくセットされていますか。 

記録紙、または上カバーを正しくセット 
しふ!:^ 〇 

(陽] 3ぺージ） 

記録紙びなくなっていませんか。 

上カバーは確実に閉まっていますか。 

記録紙びつまっていませんか。 

つまつた記録紙を取り除きます。 

(陽]日8ぺージ） 

受信してち、記録紙び白紙のまま 
出て < る 

相手側と連絡を取り、原稿を裏返しに送1 

言していないかを確認してください。 

コピーは正しくとれますか。 

コピーび正しくとれるか確認してくだ 
さい。（陽66ぺージ） 

受信したファクスの同じページ 
を何度ち印刷する 

A 4 サイズの記録紙を多め (50 枚 iU 下） 
にセットしていますか。 

A 4 サイズの記録紙を多め (50 枚 iU 下） 

にセットしてください。 




n ピ— 
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L 


• 製品の異常により修理び必要となった場合、故障箇所や修理箇所況によっては「消去されないデータ」 ]4 
ページ）でち、消えることびあります。 


こんなときは 

ここをチェック 

巧処のしかた 

フ 

ア 

ク 

ス 

/ 

□ 

されいに受信でさない 

電話回線の接続び悪いため起こります。 

相手にもう一度、送信し直してもらって 
<ださい。 

相手側の原稿に異常びありませんか 
(5 すい、かすれなど）。 

相手に確認し、ちう一度送信し直してち 
らってください。 

されいにコピーでさない 

読取部び巧れていませんか。 

読取部を清掃してください。 

(陽] 日己ぺージ） 

記録紙び重なって送り込まれる 

紙をほぐして入れ直してください。 ] 3ページ） 

じ 

1 

目4サイズの原稿び受信でさな 
い 

相手側の問題です。 

自動受信でさない 

着信回数び多すざませんか。 

在宅モードのとさは着信回数を6回 
(下に、留守モードのとさは着信回 
数を2回じ(下に設定してください。 

S 2,89 ぺージ） 

またはを)'（スタート）を押して手動で 
受信してください。 

構内交換器に内線接続したとさ 
に、ファクス受信できない 

内線または外線から、ファクス受信するときのべルの鳴りかたを確認し、「お客様 
相談窓 □日 12 日- 161170」にご連絡ください。 

原 

精 

原稿び繰り込まれていかない 

原稿受けを使用していますか。 

原稿を正しくセツトします。 

(«^54 ぺージ） 

原稿の先び軽 < あたるまで差し込んで 
いますか。 

上カバーは確実に閉まっていますか。 

原稿び厚すざたり、薄すざたりしていま 
せんか。 

使用できる原稿を確認してください。 

(陽] 24 ぺージ） 

原稿び折れ曲がったり、カールしていた 
り、しわになっていませんか。 

Tra 

原稿び小さすざませんか。 

原稿挿入□に破れた原稿などびつまっ 
ていませんか。 

つまった原稿を取り除きます。 

(陽] 日 7 ぺー ジ） 

原稿び斜めになってしまう 

原稿ガイドを送信原稿に合わせていま 
すか。 

原稿を正しくセツトします。 

(«^54 ぺージ） 

原稿挿入□に破れた原稿などびつまっ 
ていませんか。 

つまった原稿を取り除きます。 

(陽] 日 7 ぺー ジ） 

そ 

の 

他 

電源び入らない 

電源プラグは確実に差し込まれていま 
すか。 

電源プラグを確実に差し込みます。（雷 
で電源び入らなくなったときは、有償修 
理になります。） 
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こんなときは 

ここをチェック 

巧処のしかた 

読み取りびでさない 

八ンドスキャナー裏側の □ —ラーにテー 
プゃ異物びはさまっていませんか。 

テープや異物を取り除いてください。 

親機、または子機で通話していませんか。 

通話中は、八ンドスキャナーは使用できま 
せん。通話び終わったあと、操作し直して 
<ださい。 

コピー （ EP 刷出力）でさない 

本機の記録紙びなくなっていませんか。 

記録紙を補給してください。 

(1^1 3ぺージ） 

読み取り途中で印刷び始まる 

メモ U —びいっぱいになっていませんか。 

メモ U —に記憶されている不要なデータ（音 
声メッセージやファクスメッセージなど）を 
消去してください。（豚48、己6ページ） 

読み取り中に]己秒じ(上八ンドスキャナー 
を止めていませんか。 

] 己秒じ(上八ンドスキャナーを動かさない 
と、自動的に読み取りを停止します。 

コピー/送付した文書に黒い線び 
出る 

原稿読み取り面の透明窓部び巧れていま 
せんか。 

巧れをおさ取ってください。 

(1^1 日己ぺージ） 

本機の記録部び巧れていませんか。 

巧れをおさ取ってください。 

(1^106 ぺージ） 

ファクス送信/印刷した文書びぼ 
やけたり、黒くなる 

八ンドスキャナーを原稿に密着して読み 
取っていますか。 

原稿に押しあてて動かしてください。八ン 
ドスキャナーをまっすぐに動かしに<い 
ときは、厚手の定規などを八ンドスキャ 
ナーの左端に沿わせて動かして<ださい。 
(1^67 ぺージ） 

読み取りを原稿の上から開始しましたか。 

読み取りを始めるとさに、八ンドスキャ 
ナーの読み取り開始位置び読み取る原稿 
からはみ出していると、文書びぼやけた 
り、黒くなることびあります。 

読み取つたつちりの読み始めの部 
分び読み取られていない 

読み取り開始位置は正しいですか。 

読み取り開始位置び正しいかどうかを確 
認してください。（惚^67ぺージ） 

読み取つたつちりの読み終わりの 
部分び読み取られていない 

厚みのある原稿の端の部分を読み取って 
いるときに、八ンドスキャナーの裏側の 
□ーラーび原稿から外れていませんか。 

八ンドスキャナーの下に原稿と同じ高さ 
の本などを敷いて段差をなくし、□ーラー 
び回るようにしてから読み取ってくださ 
い。 

コピーした文書の上下左ちび反対 
に写る 

読み取られていない 

八ンドスキャナーの読み取り方向び逆に 
なっていませんか。 

八ンドスキャナーに表示されている矢印 
の方向に動かしてください。 

(腐^67ぺージ） 


故障かな？と思： 


ご使用の 
前に 
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• 最大原稿サイズ： 2己7 ( 幅） X 600退さ ） mm 

長さび 400 mm (上の原稿は手で支えなびら送信し 
てください。 

♦最小原稿サイズ： ]48 ( 幅） X 150退さ ） mm 
• 紙厚： 日.08〜 0.1 Omm 


使用でさる原稿のサイズや厚みは次の通りです。 
257 mm 1 48 mm 



挿入方 I 可 


重量： 64 g / m 2 〜8 ] Ag / m ^ (5 己〜7日 k 呂紙） 


セットでさる原稿のサイズと厚さは次のとおりです。これ(外のサイズの原稿を使うとさは、複写機で拡大•縮ル 
コピーをするか、ルさすざる原稿は市販のキヤ U アシートに入れてセツトしてください。 
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使用できない原稿 

処置 

ステープラーの針やク U ップのついた原稿 

ステープラー、ク U ップをはずしてください。 

そり、折れ、しわのある原稿 

たいらにするか、複写機でコピーしてください。 

•穴、破れのある原稿 
-貼り合わせた原稿 

-アート紙、銀紙、カーボン紙など表面び加工された原稿 
-インデックス、付せんなどはみ出た部分びある原稿 
-登記書のよラに薄くてやわらかい原稿 
-官製はがさのように厚い原稿 
-本のようにとじてある原稿 
* つるつるすべる原稿 

キヤ IJ アシートを使うか、複写機でコピーしてくだ 
さい。 

朱肉、修正液、インクなどび乾いていない原稿 

完全に乾かしてください。 


原柄について 


•原稿のサイズと紙厚 


参原稿の読み取り節囲 


•使用できない原稿 


ご使用の 
前に 



ファクスコピ|オプ^;ョ.户活用ずるこ^:^明 


ヴ—ビス 


とさには 









機能— 



本機で設定でさる機能や設定は次のようになります。 

ディスプレイに表示されるメッセージにしたびって、登録や設定を行います。 


•親機 


機能 

設定項目 

機能説明 

瑣巧のを 

(太字：初期設定値） 

操作 

参照 

ぺージ 


回線種別設定 

電話回線に合わせて回線種別を設 
定します。 

P 巳 

10 PPS 

20 PPS 

ジドウセッテイ 

機能/確定 

の 

の 

12ページ 

初 

期 

A 

録 

時計セット 

現在の日付と時刻を登録します。 

02 年 

01 月 

01 曰 

00 時 

00 分 

機能/確定 

の 


17ぺージ 

発信元登録 

ファクスにプ U ントされる発信元 
の名前やファクス番号、電話番号 
を登録します。 


機能/確定 

の 

( U ) 

18ぺージ 


キータッチ音量 

フ□ントパネ;!レのキーにタッチし 
たときのタッチ音の音量を設定し 
ます。 

OFF 

ショウ 

ダイ 

機能/確定 

の 

(41) 

19ぺージ 

受 

信 

ミ几 

政 

定 

着信回数 

「在宅モード」「留守モード」ごと 
に着信べ j レを鳴らす回数を設定し 

(詳しい設定回数については S 1、 
ページを参照してください。） 

ヴイタクモード 
(0 〜 （8 回）〜]5 
回-ムセイゲン） 
ルスモード 
(0 〜 (2 回）〜日7 
回-トールセー 
パー) 

機能/確定 

(g) 

の 

89ぺージ 

親切受信 

ファクスの親切受信を設定しま 
す。 

ON 

OFF 

機能/確定 



63ぺージ 

自動縮小 

A 4 サイズより長い原稿び送られ 
てきたとき、自動的に縮小する/ 
しないを設定します。 

ON 

OFF 

機能/確定 

(g) 

dJ ) 

63ぺージ 


ポー U ング受信 

ポー U ング通信でファクスを受信 
するときの設定をします。 

— 

機能/確定 

〇 



63ぺージ 


在宅応答切替 

在宅時の応答メッセージを切り誓 
えます。 

メッセージ 

ベル 

機能/確定 

〇 

(2|) 


91ぺージ 


送付書 

ファクスを送信するとき、「送付 
書」を付ける/付けないを設定し 
ます。 

コンカイノ三 

ON 

OFF 

プ U ントヴンプ J レ 

機能/確定 

( U ) 

の 

59ページ 

送 

信 

ミ几 

政 

定 

送付書コメント 

「送付書」に記載するコメントを作 
成します。 （2 種類の才 U ジナルコ 
メントを登録できます。） 


機能/確定 



59ページ 

原稿濃度 

原稿の文字の濃さに合わせた調整 
をします。 

つク 

フツウ 

ウスク 

機能/確定 

(〇) 

(〇) 

84ぺージ 

海外送信モード 

海外にファクスを送信するときに 
設定します。 

ON 

OFF 

機能/確定 

〇 

(3^ 


57ぺージ 


電話予約 

ファクス送信後に相手と話びした 
いとき、設定します。 

ON 

OFF 

プ U ントヴンプ J レ 

機能/確定 

〇 

(〇) 


57ぺージ 


タイマー送信 

タイマー送信を行うとさの送信時 
刻を設定します。 

— 

機能/確定 

(〇) 


57ぺージ 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 
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操作を途中で中止するとさは、@(5を押します。 






操作を途中で中止するとさは、 （5 を押します。 
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機能一覧 


機能 

設定項目 

機能説明 

瑣巧のを 

(太字：初期設定値） 

操作 

参照 

ページ 

解除 

設定解除 

タイマー送信やタイマーポー U ン 
グ受信の設定を解除します。 

— 

機能/確定 

〇 

(4^ 


61 ぺージ 


電話帳登録 

電話帳に電話番号や相手先の名前 
を登録します。 

(最大]日日件） 

機能/確定 


の 

33 ぺージ 

ダ 

イ 

電話帳変更 

電話帳に登録した電話番号や相手 
先の名前を変更します。 

— 

機能/確定 

〇 



33ぺージ 

ヤ 

ル 

電話帳転送 

親機に登録した電話番号を、子機 
へ転送 C きます。 

— 

機能/確定 

〇 

( p ) 

( H ) 

39ぺージ 

心 

録 

グループ登録 

複数の相手先を r グループ」として 
登録します。 

(最大己件） 

機能/確定 



3己ページ 


グループ変更 

「グループ」の名前の変更、相手先 
の消去や追加をします。 

— 

機能/確定 

〇 


( g ) 

35ページ 


送信レポート 

ファクス送信後に送信結果をプ U 
ントするための設定をします。 

ON 

エラーノミ 

OFF 

機能/確定 

〇 

(6^ 

の 

95ぺージ 

U 

通信管理レポート 

最新の通信結果をプ U ントしま 
す。 

(送信、受信合わせて3日件です。） 

プ U ント U スト 
シュツ U ョクカン 

カク (6/ 12/24ジ 
カンゴト、2/4/7 
ジカンゴト、 

シナイ） 

機能/確定 

〇 

(6^ 


95ぺージ 

ス 

卜 

電話帳 U スト 

電話帳に登録した内容を己日音順 
にプ U ントします。 

— 

機能/確定 

〇 

\ 〇 MN 0/ 

( H ) 

95ぺージ 

プ 

U 

設定内容 U スト 

各種機能に登録-設定されている 
内容をプ U ントします。 

— 

機能/確定 

〇 

\ 〇 MN 0/ 


95ぺージ 

ン 

卜 

メモ U —使用状況 

使用可能なメモ U —量など、メモ 

U —の使用状況をプ U ントしま 
す。 


機能/確定 



97ぺージ 


消耗品シート 

U ボンカート U ッジなどの消耗品 
をを文するオーダーシートをプ U 
ントします。 


機能/確定 



97ぺージ 


一括送信レポート 

一括送信後に送信結果をプ U ント 
するための設定をします。 

ON 

エラー ノミ 

機能/確定 

〇 



97ぺージ 


機能一覧 

本機の機能一覧をプ U ントしま 
す。 

— 

機能/確定 

〇 

スタート 

@ 


97ぺージ 


応答メッセージ 

留守応答メッセージ （ ルスオウト 
ウ1、ルスオウトウ2)、在宅応答 
メッセージ（ヴイタクオウトウ）の 
録音/再生/消去をします。 

ルスオウトウ] 

ルスオウトウ2 
ヴイタクオウトウ 

機能/確定 


の 

89ぺージ 

留 

守 

録 

メ 

で 

U 

1 

ミ几 

日又 

定 

録音時間 

1件の音声メッセージの最長録音 
時間を設定します。 

30ビョウ 

60ビョウ 

120ビョウ 

180ビョゥ 

機能/確定 


( g ) 

91ぺージ 

留守録モニター 

留守録メモ U —に録音中の相手の 
声び、スピーカーから聞こえる/ 
聞こえないを設定します。 

ON 

OFF 

機能/確定 


(〇) 

91ぺージ 

暗証番号 

外出先から本機を操作するため 
の、暗証番号を設定します。 

アンショウバンゴ 
ウ：--- 

ファクス ： ON 
ファクス： OFF 

機能/確定 



49ぺージ 


転送 

メッセージを受信したとさ、「用件 
転送」や r ファクス転送」をするた 
めの設定をします。 

OFF 

ファクステンソウ 
(ファクス転送先登録） 

3ウケンテンソウ 
(留守録転送先登録） 

機能/確定 



已]ページ 


ご使用 I に 電話ファクスコピ—ォ プ转ス 活用ず る，詔こホ 




w ^ 操作を途中で中止ずるとをは、ろを巧します。 


機能 

設定項目 

機能説明 

瑣巧のを 

(太字：初期設定値） 

操作 

参照 

ページ 


着信音 

着信音の鳴りかたを設定します。 

ベル！〜4 

メ □ディ]〜日日 

機能/確定 

〇 


の 

8己ページ 


保留メ□ディ 

保留音の鳴りかたを設定します。 

メ □ディ！〜 日日 

機能/確定 

(8^ 


8己ページ 

メ 

□ 

イ 

モーニングメ □ 
ディ 

モーニングメ□ディの鳴りかたと 
時刻を設定します。 

OFF 

ON 

ベル] 

メ□ディ]〜50 

機能/確定 

(8^ 


93ぺージ 

ミ几 

政 

定 

子機転送ジャンル 

子機にメ□ディを登録するとき 
に、あらかじめ転送する曲のジャ 
ンルを設定します。 

タノシイ POPS / 

マ■メ 

キセツ/イベント 
ドウヨウ/ソノタ 
イヤシノクラシック 
ゲンキガデルクラ 
シック 

機能/確定 

(8^ 


97ぺージ 


ナンバーデイスプ 
レイ 

NTT のナンノ（ーディスプレイ 
サービスを使用する/しないを設 
定します。 

ア U 

ナシ 

機能/確定 

〇 

( 9 ^ 

の 

71ぺージ 

ナ 

ン 

バ 

1 

着信鳴り分け設定 

電話帳に登録した電話番号ごと 
に、着信先や着信音を設定します。 

スべテ 

オヤキ 

コキ 1 〜コキ 4 
ファクス 
メイワクシテイ 

機能/確定 

〇 

( 9 ^ 


72ページ 

斗 

非通知着信拒否 

電話番号非通知の相手先からの着 
信を拒否します。 

ァ U 

ナシ 

機能/確定 

〇 

( 9 ^ 

( 31 ) 

74ぺージ 

ス 

プ 

公衆電話拒否 

公衆電話からの着信を拒否しま 
す。 

ァ U 

ナシ 

機能/確定 


(4^) 

74ぺージ 

レ 

イ 

着信拒否モニター 

着信拒否メッセージを再生すると 
き、スピーカーから聞こえる/聞 
こえないを設定します。 

ON 

OFF 

機能/確定 



75ページ 


キャッチディスプ 
レイ 

NTT のキャッチホンディスプレ 
イヴービスを使用する/しないを 
設定します。 

ァ U 

ナシ 

機能/確定 

〇 

( 9 ^ 


75ページ 

ソ 

ノ 

ダイヤルイン 

NTT のダイヤルインサービスを 
使用する/しないを設定します。 

ON 

OFF 




81ぺージ 

夕 

ヴ 

1 

ビ 

ス 




機能/確定 

〇 


の 



付 

録 


ご使巧の 


電話 フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 
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機能一覧 



設定項目 

機能説明 

瑣巧のを 

(太字：初期設定値） 

操作 

参照 

ぺージ 

電話帳登録 

子機の電話帳に相手の名前と電話番号を登録 
しふ 〇 

— 

機能/確定 

37 ぺージ 

電話帳変更 

電話帳に登録した内容を変更-消去します。 

— 

ち ◎ 

37 ぺージ 

電話帳転送 

子機に登録した電話番号を、親機へ転送でさま 
す。 

— 

機能/確定 

cz^ 

39 ぺージ 

着信音選択 

着信音を選択します。 

※メ□ディ 4 〜 7 は親機から読み込んだメロ 
ディです。 

ベル 

メ □デイ 1 
メ□デイ 2 
メ□デイ 3 
メ□デイ 4 〜 7 

機能/確定 

CZ^ 

85 ページ 

発信記録ク U ア 

発信記録の内容をすべて消去します。 

— 

ち ◎ 

32 ページ 

着信記録ク U ア 

着信記録の内容をすべて消去します。 

— 

ち ◎ 

77 ぺージ 

メ□デイ読み込み 

親機に登録されているメ□ディを子機に読み 
みます。 

— 

機能/確定 

cz^ 

87 ぺージ 

画面の明るさ 

ディスプレイの明るさを設定します。 

] 〜7 (4) 

ち ◎ 

98 ぺージ 

キー確認音 

キータッチ音を鳴らす/鳴らさないを設定し 
ます。 

ON 

OFF 

ち ◎ 

19 ぺージ 




操作を途中で中止するときは、 （ tj ) を押します。 


ご使用の 
前に 


電話 フアクス n ピー 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 



128 




*1 : A 4 サイズ 7 □日 字程度の原稿を標準的画質 （8 ドット X 3.8 己本/ mm ) で高速 モード （] 44 日日 bps ) で 
送ったとさの速さです。これは画像情報のみの電送時間で通信の制御時間は含まれておりません。なお、実際 
の通信時間は原稿の内容、相手機種、回線状態により異なります。 

*2 : B 4 記録び可能な相手機種の場合の最大有効読取幅です。 

*3 : A 4 サイズ7□日字程度の原稿を標準的画質 （8 ドット X 3.8 日本/ mm ) で読み取った場合の枚数です。実 
際の読み取り枚数は原稿の濃度や画質により異なります。 

*4 :録音可能時間や メモ U —記憶枚数は、 メモ U —の使用状況によって変わることびあります。（例えば、ファク 
スメッセージびメ fij 一に記憶され ているとさは 録音 巧 能時間び 短くな ります。） 

* 己：コピー、ファクス送受信時の原稿は、画像電子学会 N 0.4 チャートを使用。（常温、常湿にて測定） 

※外観•仕様などは、改良のため予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 


フ 

ア 

ク 

ス 
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コードレス電話機 

巧電器 

使用可能距離 

見通し距離約 ] 日 Om 

- 

巧電完了時間 

約]己時間 

- 

使用可能時間（巧電完了後） 

待機状態：約11日時間、連続通話：約6時間 

- 

使用環境 

温度：己〜3己で、湿度： 4己〜80% 

電源 

DC 2.4 V (子機用バッテ U —使用） 

AC 100 ± 10 V 己0/ 60 Hz 

消費電力 

- 

約 2\ N 統電時） 

外形ブ法 

42.8 (横幅) X 37.1 娛行き） X 182.1 搞さ) mm 

67 (横幅） X ] 日日娛行き） X 111肩さ） mm 

質量 

約 ]50 g (子機用バッテ U —含む） 

約] 06含 


形式 

送受信兼用卓上型 G 3 機 

任縮方ぶ 

MH (モディファイド八フマン） 

電送時間 

約9秒 

通信速度 

14400/12日日0/96日 0/7 S 00/ 4800/2400目 PS (自動フオレノ（ツク方式） 

原稿サイズ幅 

最大： 2己 7 mm 、 最小： ]48 mm 

最大有効読取幅* 2 

2己 2 mm 

最大有効記録幅 

20己 mm 

記録紙サイズ 

日 mm X 297 mm ( A 4 普通紙） 

記録方式 

熱転写記録方式による普通紙記録 

読取方ぶ 

密着イメージセンサーによる読取 

最大読取が数* 3 

約3日枚 

八ーフトーン 

64階調（誤差拡散方式） 

走査線密度 

主走査： 8ドツト /mm 

副走査: 3.8 已本 / mm (標準)、 7.7 本 / mm (ファイン/写真)、1己.4本 / mm ( S . ファイン/写真） 

適用回線 

一般電話回線、2線式専用回線、ファクシ SU 通信網 （16 Hz のみ対応） 

総録音可能時間* 4 

約3日分 

/モリー記憶キタ数* 4 

約6日枚 

使用環境 

温度：己〜3己で、湿度： 4己〜80% 

電源 

AC 100 V ± 10 V 己 0/60 HZ 

消費電力* 5 

待機時：約 3.8 W ファクス送信時：約 9.5 W コピー時：約] 9.4 W 

ピーク時：約 ]70 VVli (下 ファクス受信時：約 ]6.8 VV 

直流抵抗値 

2己40 

かおブ法 

341.5 (横幅） X 208 (奥行き） X 141.5 (高さ ） mm (突起部を除く） 

実設置寸法： 350.5 (横幅） X 264 (奥行さ） X 377.5 (高さ ） mm 

質量 

約3.己 kg (八ンドスキャナー、 U ボンカート U ツジ含む） 


ヨン 

ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 











ミ肖耗品などのごを文について 


-消耗品につさましては、お買い上げの販売店•家電量販店にてお買い求めいただくか、インターネット（弊社 
ホームページ)、お電話、オーダーシートによる FAX などの方法でご注文頂けます。 

-ご注文いたださました商品は、受付け終了後（振り込みの場合は入金確認後）通常3曰程度（± •曰•祝日、長 
期休暇を除 <) で宅配便にて発送させて頂さます。 

-配送料は、お買い上げ金額の合計び日，日日日円(上（消費税加算前）の場合は全国無料です。日，日日日円未満の場 
合は日□日円の配送料を頂さます。（代引さ手数料は全国一律無料） 

-銀行/郵便振込時の振り込み手数料はお客様負担となります。お振込みの場合は、ご入金確認後の商品発送とな 
ります。（銀行/郵便局備え付けの振り込み用紙等からお振り込みください。） 

-カードでのお支払いの場合は、カード名義人様のみのお申し込みとし、カード登録の住所のみへの配送とさせて 
頂さます。 

-配送先び離島の場合、代引さによるお支払はご利用でさません。 

-配送地域は日本国内に限らせて頂さます。 


ご注文先 

ブラヴー販売（株）情報機器事業部ダイレクトクラブ 

インターネット： 

http :// www . brother . co . jp / clirect / 

住所： 

干 467-8577 名ち屋市瑞穂区苗代町]己-1 

TEL : 

0己 2-824-34] 4 

FAX ： 

0己 2-82 己- 03]] 

お客様ご注文窓□: 

0120-1 18825 (± •日-祝日、長期休暇を除く 9時〜] 7時） 

振込先： 

□座名義：ブラヴー販売株式会社 


銀行：兰井住友銀行上前津（力 S マエツ）支店普通6428357 
郵便：振0込み番号00860 -1-27600 


ご使用 I に 電話ファクスコピ—ォ プ转ス 活用ず る，詔こホ 
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※本機からプ u ントすることができます。 


(ユウピンフリ ] ミ）フリ ] ミハ、'ン T ウ： 00860-1-27600 
] ウグメイキ* :フ*ラグ-八ン八*ィ（力 7) 


ソウ]、、ウケイ 
(③+④) 


け*ン]ウフリ]ミ）ミツイスミトモキ*ン]ウカミマエ'! r シテン 

フツウ6428357 

] ウサ、、メイキ、':フ、、ラサ、、-ハンハ、、イけフ、、) 


シヨ化ピイ④ *3 
(③ X 0.05) 


]、、ウケイ③ 
(①+②) 


ヒ T 加ラ7ラグ- FAX ヲ IT アイヨウイタグキ 
のにアリがトウ： r グイ7ス. 

インタ-ネットヲ TiJ ヨウサレテイルオキ中クサた八 URLI 7 
フ、、ラサ、、-ク、、ルクトクラフ、、こア外ステ、、キマス. 

( URL ) http :// www . brother . cojp / direct / 

URL ：： テチョ外ツショウモウヒンヲ IT チュウモンイタグケマス. 

セ、、ヒイチト、、]、、ランクグサイ. 


ハイソウリョウ② *2 

参ショウケイ¥5,000イシ、、ョウ ー ¥0 
参ショウケイ¥5,000ミマン ー+ ¥500 


ショウケイ① 


ネ1:ル r ンノナがサ八 A 4 W 1447イ7ンテ'''ス 
ネ2 : M ソウリヨウ八がルカノウセイがアリ7ス 
ネ3 :シヨ化ピイ八がルカノウセイがアリ7ス 
ネオフリ]ミノ八'7イハ T ニユウキンカクニン] V ショウヒン八ツソウトナリマス 


1,600円 


UF 873 -00 


] キヨウ jr ッテリ- 
BCL-BT 


16,000円 


5 XX 20 00 0 


7、ウセツ]キ 

BCL -500 S (シルハ、、-) 


4,500円 


LE 499 -00 


ツメカ:□ウル " T ン X 4ホンネ1 
PC -404 RF 


1,280円 


LE 4957-00 


ツメカエヨウルがン X 1ホンネ1 
PC - 400 RF 


1夕〇0円 


LE 5253-00 


カセットツキリがン X 1]*1 
PC -451 


キンカ、、ク 


スウリヨウ 


加ク（セツ) 


フ、、ヒン]-卜 


ヒンメイ 


力-ド N 0. 


( E - MAIL ) _ 

(シ八ライホウホウ） 1ず'ン]ウ71フリ]ミ2.ユウピン71フリ]ミ3.グイキンけ力 I 4.力 - K 

(力-卜、、シュルイ） 1. V に A 2 .JC 巨 3 .UC 4 .DINERS 5 .CF 6 .MASTER 7 JACCS 

(力 - K メイキ''ニン） （ユウ]ウキグン） ネン がツ 



かマエ 



ご使用の 


電話 フアクス 


n ピ— 


オプション 
ヴ—ビス 


活用ずる 


こんな 

とさには 











































リモコンアクセスカード 


外出先から本機を操作する場合 （^49 ページ)、下記の「リモコンアクセスカード」を切り取ってお持ちいただくと便利です。 

. - <+'j h'j^> - 

リモコンアクセスの使用方法 


モコンアクセス 


暗証番号 


00 0 * 


あなたの暗証番号を 
記入してください。 


1. プッシュボタン回線方式の電話機を使って、電話を 
かけます。 

2. 応答メッセージが再生された6、（^、暗証蕃号 
を入力します。 

3. 暗証蕃号を入力すると、「ピー」という受付音が鳴り、 

「録音メッセージは〇〇件です」というガイダンスが闇 
こえま弓。 

その後、「リモコンコードを入れてください。」という 
ガイダンスが闇こえます。 

4リモコンコードを人力します。 

己.「90」を入力して、リモコンアクセスを終了します。 

リモコンコードは、裏面の一覧表を参照してください。 

ミ主意：間違った操作を行ったときには、「番号が間違っていまず。 
リモコンコードを入れてください」というガイダンスが聞 
こえまずので、もう1度やり直してください。 


〈キリトリ線〉 


モコンアクセス 


暗証番号 


00 0 * 


あなたの暗証番号を 
記入してください。 


リモコンアクセスの使用方法 

1. プッシュボタン回線方式の電話機を使って、電話を 
かけます。 

2. 応答メッセージが再生された6、 CO 、 暗証蕃号 
を人力します。 

3. 暗証番号を入力すると、「ピー」という受付音が鳴り、 

「録音メッセージは〇〇件です」というガイダンスが闇 
こえます。 

その後、「リモコンコードを入れてください。」という 
ガイダンスが闇こえまず。 

4. リモコンコードを入力します。 

己.「90」を入力して、リモコンアクセスを終了します。 

リモコンコードは、裏面の一覧表を参照してください。 

ミ主意：間違った操作を行ったときには、「番号が間違っていまず。 
リモコンコードを入れてください」というガイダンスが聞 
こえまずので、もう1度やり直してください。 


モコンアクセス 


暗証番号 


〈キリトリ線〉 


00 0 * 


あなたの暗証番号を 
記入してください。 


リモコンアクセスの使用方法 

1. プッシュボタン回線方式の電話機を使って、電話を 
かけます。 

2. 応答メッセージが再生された6、 CD 、 C ^、 暗証蕃号 
を入力します。 

暗証番号を人力すると、「ピー」という受付音が鳴り、 
「録音メッセージは〇〇件です」というガイダンスが闇 
こスまで。 

その後、「リモコンコードを人れてください。」という 
ガイダンスが闇こえます。 

リモコンコードを入力します。 

「90」を入力して、リモコンアクセスを終了します。 


3. 


リモコンコードは、裏面の一覧表を参照してくださしん 


ミ主意：間違った操作を行ったときには、「番号が間違っていまず。 
リモコンコードを入れてください」というガイダンスが聞 
こえまずので、もう1度やり直してください。 
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〈キリトリ獻 


〈キリトリ線〉 


リモコンコード 


操作内容 

ボタン操作 

音声のメッセージを再生 

91(:※ 4) 

戻し（再生中から戻し） 

911 (91+1) 

送り（再生中から送り） 

912 (91+2) 

音声メッセージを消去（《2) 

93 

留守応答メッセージ1 

再生 

9410 

録音 

9420 (:※1、《4) 

留守応答メッセージ2 

再生 

9411 

録音 

9421(:※1、《4) 

在宅応答メッセージ 

再生 

9412 

録音 

9422 (:※1、《4) 

留守録転送、 

ファクス転送の設定変更 

OFF 

951 

ファクス転送 

9已2 (※己） 

留守録転送 

9已3 (※己） 

ファクス転送ま号の登録-変更 

9已4+転送番号入力+## 

留守録転送番号の登録-変更 

9已已+転送番号入力+## 


:リモコンコード入力後、録音しまず。 

《2:「ピピピッ」という音が聞こえたら、ずべてのメッセージがまだ再生されていな 
いか、消去ずるメッセージがないため消去ができないことを示していまず。 

《3: 「ピー」という音が闇こえたら、メッセージを受信していまず。 

「ピピピッ」という音が闇こえたら、メッセージを受信していません。 

《4 :中止ずるときは®を入力してください。 

※已：転送番号が登録されていないときは、転送機能を ON にずることはできません。 


リモコンコード 


〈キリトリ線〉 


:リモコンコード入力後、録音しまず。 

《2: 「ピピピッ」という音が園こえたら、ずべてのメッセージがまだ再生されていな 
いか、消去ずるメッセージがないため消去ができないことを示していまず。 

《3: 「ピー」という音が闇こえたら、メッセージを受信していまず。 

「ピピピッ」という音が團こえたら、メッセージを受信していません。 

《4 :中止ずるときは®を入力してください。 

※已：転送番号が登録されていないときは、転送機能を ON にずることはできません。 


リモコンコード 


操作内容 

ボタン操作 

音声のメッセージを再生 

91(:※ 4) 

戻し（再生中から戻し） 

911 (91+1) 

送り（再生中から送り） 

912 (91+2) 

音声メッセージを消去（《2) 

93 

留守応答メッセージ1 

再生 

9410 

録音 

9420 (:※1、《4) 

留守応答メッセージ2 

再生 

9411 

録音 

9421(:※1、《4) 

在宅応答メッセージ 

再生 

9412 

録音 

9422が1、《4) 

留守録転送、 

ファクス転送の設定変更 

OFF 

9已1 

ファクス転送 

9已2 (※己） 

留守録転送 

953 (※己） 

ファクス転送ま号の登録-変更 

9已4+転送番号入力+## 

留守録転送ま号の登録-変更 

9已已+転送番号入力+## 


:リモコンコード入力後、録音しまず。 

《2: 「ピピピッ」という音が闇こえたら、ずべてのメッセージがまだ再生されていな 
いか、消去ずるメッセージがないため消去ができないことを示していまず。 

《3: 「ピー」という音が團こえたら、メッセージを受信していまず。 

「ピピピッ」という音が闇こえたら、メッセージを受信していません。 

《4 :中止ずるときは [1] を入力してください。 

※已：転送番号が登録されてしぶいときは、転送機能を ON にずることはできません。 


1 操作内容 

ボタン操作 

ファクスの 

取り出し 

メモ U —使用状況 U スト 

9巨1+ダイヤル入力+## 

ファクスの取り出し 

9巨2+ダイヤル入力+## 

ファクス消去 

963 

受信状況の 
チェック（《3) 

ファクス 

971 

音声メツセージ 

972 

受信モードの 

変更 

留守 

981 

在宅 

982 

終了 


90 


1 操作内容 

ボタン操作 

ファクスの 

取り出し 

メモ U —使用状況1」スト 

9巨1+ダイヤル入力+## 

ファクスの取り出し 

9巨2+ダイヤル入力+## 

ファクス消去 

963 

受信状況の 

チェック（《3) 

ファクス 

971 

音声メツセージ 

972 

受信モードの 

変更 

留守 

981 

在宅 

982 

終了 


90 


1 操作内容 

ボタン操作 

ファクスの 

取り出し 

メモリー使用状況1」スト 

9巨1+ダイヤル入力+## 

ファクスの取り出し 

9日2+ダイヤル入力+## 

ファクス消去 

963 

受信状況の 
チェック（《3) 

ファクス 

971 

音声メツセージ 

972 

受信モードの 

変更 

留守 

981 

在宅 

982 

終了 


90 


操作内容 

ボタン操作 

音声のメッセージを再生 

91(:※ 4) 

戻し（再生中から戻し） 

911 (91+1) 

送り（再生中から送り） 

912 (91+2) 

音声メッセージを消去（《2) 

93 

留守応答メッセージ1 

再生 

9410 

録音 

9420 (:※1、《4) 

留守応答メッセージ2 

再生 

9411 

録音 

9421(:※1、《4) 

在宅応答メッセージ 

再生 

9412 

録音 

9422が1、《4) 

留守録転送、 

ファクス転送の設定変更 

OFF 

951 

ファクス転送 

9曰2 (※己） 

留守録転送 

9曰3 (※己） 

ファクス転送ま号の登録-変更 

9已4+転送番号入力+## 

留守録転送ま号の登録-変更 

9已已+転送番号入力+## 


ご使用の 
前に 
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こんな 

とさには 



133 























A 〜 Z，or 


さ 


. 8 

. 98 

vi ， l ]2 
.3 

...101 


.…. 57 
.... 80 
.. 6 , 8 

……. 8 己 
……. 72 
…….19 
.……89 
.……74 
.……74 
76 , 77 
.……76 


. 5 

. 29 

. 31 

. 8 

. 6 

86, 87 
…….15 
.... 105 
....... 66 


再生/録音ボタン . 

再ダイヤル 

再ダイヤル（親機） . 

再ダイヤル（テ機） . 

再ダイヤル / P / 文字切替ボタン 

再ダイヤル/ポーズ . 

ジャンル . 

お巧 . 

充電端テ . 

縮ルコピー . 

受信 

受信のしかた . 

受信の設定 . 

主 S 号 . 

受話音重 . 

TT / =イ □□ 

己舌な 

受話器 . 

受話器コード . 

受話器接続端テ . 

仕様 . 

消去/キャッチボタン . 

消耗品オーダーシート . 

初期設定 . 

親切受信 . 

スタートボタン . 

スタック . 

スピーカー 

乂ピーカー日里 . 

スピーカーと受話 □. 

スピーカーホンボタン . 

清掃 . 

接続 . 

設定内容 U スト . 

操作パネル . 

をイ兰 

送信設定の解除 . 

送信レポート . 

送付書送信 . 

ソート . 

た 

夕っクーぶ(曰 . 

ダイヤルインサービス . 

ダイヤルボタン . 

着信 

7■目信 H . 

着信鳴り分け機能 . 

フ目信 H 里 . 

着信回数 . 

着信拒否 . 

着信拒否モニター . 

着信記録 . 

着信記録機能 . 

着信記録ボタン . 

著作権 . 

通信管理レポート . 

通話のとさ . 

詰め込みコピー . 

停止ボタン . 

ディスプレイ 

ディスプレイ（親機） . 

ディスプレイ（テ機） . 

ディスプレイの明るさ . 

停電になったとさ . 

停電用電話機接続端テ . 

適合ドアホンー覧 . 


14，108 

. 3 

. 3 

. 3 

……35 


A 4 自動縮ル受信 . 

ADSL . 

ISDN . 

PC f デム . 

PHONE 端テ . 

友 

ソノー入リ而ナ . 

暗証番号設定 . 

アンテナ . 

—括送信 . 

エラーメッセージ . 

応答メッセージ . 

押しボタン式 . 

お手入れ . 

親機専用番号 . 

音声メッセージ . 

音呈 . 

か 

海外送信 . 

回線種別 . 

回線接続端テ . 

回転ダイヤル式 . 

あム大*縮ノ」、コヒー . 

画胃 . 

画質ボタン . 

キー確認音 . 

機能案内 U スト . 

機能/確定ボタン . 

キャッチボタン . 

キヤツチホ ■y . 

キャッチホンディスプレイサービス 
記録紙 

記録紙 . 

記録紙挿入 □. 

記録紙トレイ . 

記録紙排出 □. 

グループダイヤル . 

原稿 

原す刚(—^し > こ . 

原稿受け . 

原稿ガイド . 

原稿挿入 □. 

原稿のサイズと紙厚 . 

原稿読み取り範囲 . 

原稿排出 □. 

交換 

テ機のバッテ IJ 一 . 

U ボンカート U ッジの交換 . 

U ボンの交換 . 

構内交換機 . 

公衆電話拒否機能 . 

テ機 

?機 . 

テ機間通話 . 

テ機間通話ボタン . 

テ機専用番号 . 

子機にメ□ディを転送する . 
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お客様相談窓 □ 0120 -161 170 

本製品の取扱い、操作、 アフターサービスについての 
ご相談は、上記のお客様相談窓 □にお 気軽にお申し付 
けください。 

受付時間午前9 : 00〜午後7 : 00 
が IF 日月曜日〜±曜日 

(曰•祝日および当社(ブラザー販売(株))1木曰はイ木みとさせていただきます。） 


1^ダイレクトクラブにて消耗品のファクス注文受付中！ 
ファクス番号： 0己 2-82 己-0311 
(消耗品オーダーシートは親機か5プリントできます。） 
k . 本文97ぺージ、131ぺージ参照 

• 純正品のブラヴーリボンをご使用いただいた場合のみ 
機能*品質保証されます。 



467-8561 愛知県名古屋市瑞穂区苗代巧 15-1 
ブラザー エ業株式会社 


本製品は日本国内のみでのご使用となりますので、 
海外でのご使用はお止め<ださい。現地での各 
国の通信規格に反する場合や、現地で使用され 
ている電源び本製品に適切でない恐れびあります。 
海外で本製品をご使用になりトラブルび発生し 
た場合、当社は一切の責任を負いかねます。 

また、保証の対象とはなりませんのでご注意く 
ださい。 


These machines are made for use in Japan only . We can not 
recommend using them overseas because it may violate the 
Telecommunications Regulations of that country and the 
power requirements of your fax machine may not be 
compatible with the power available in foreign countries . 
Using Japan models overseas is at your own risk and will 
void your warranty. 


• お買い上げの際、販売店でお渡しする保証書は大切に保巧し 
て < ださい。 

•本製品の補修用性能部品の最低保有期間は製造巧切後5年です。 


LF 1049047® 
Printed in Japan 











